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　俺おれは、和泉いずみ正まさ宗むね。学校に通いながら、小説家の仕事をしている兼けん業ぎよう作さつ家かだ。

　ペンネームは、和泉マサムネ。ほぼ本名。

　諸しよ事じ情じようあって、引きこもりの妹・和泉いずみ紗さ霧ぎりと二人で暮くらしている。

　四月、俺は、妹の『隠かくされた正体』を知ってしまう。

　俺の妹・紗霧は──

　俺の小説の挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーター『エロマンガ先生』だったのだ！

　とまぁ、軽くおさらいしたところで、ひとつ、前置きをさせてもらいたい。

　これまで俺は、『エロマンガ先生』にまつわる物語をかたってきた。

　和泉マサムネによる、世界で一番可愛かわいい『俺の妹』の話。

『俺たちの夢ゆめ』が、生まれ、育まれていく話。

　ずっとすれ違ちがってきた俺たちが、少しずつ『兄妹』になっていく話。

　そして、今回は──

『エロマンガ先生』という、イラストレーターの話をしよう。
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　九月十二日。『開かずの間』にて。

　俺おれたちは、己おのれこそが『エロマンガ先生』だと名乗る、黒いイラストレーターと遭そう遇ぐうした。

　ここには、俺と紗さ霧ぎりの他、水みず着ぎ姿すがたのムラマサ先せん輩ぱいとエルフもいる。

　ふたりには、エロマンガ先生の絵のモデルになってもらっていたところだったのだ。

　少々間ま抜ぬけな絵え面づらだが、ひとまずそこは措おこう。

　重要なのは、部屋の隅すみにあるパソコンモニターだ。先までエロマンガ先生の『お絵かき動画』を映うつしていたそれには、いま、謎なぞの人物が映っている。

　お祭りで売っているようなアニメキャラクターのお面を着け、さらにパーカーのフードを被かぶっているので、性せい別べつさえも不明。向こうの部屋が暗い上、画が質しつが悪いので判はん然ぜんとしないが、やや小こ柄がらに見える。

　その見てくれは、俺たちにとって、特別な意味を持つものだった。

　──エロマンガ先生にそっくりなのだ。

「お、オレじゃないぞっ!?」

　もちろん、〝本人〟がここにいる以上、画面の人物はエロマンガ先生ではありえない。

　そして、画面に映る『エロマンガ先生もどき』は、エロマンガ先生とよく似にた姿をしているけれど──微び妙みように違ちがう部分もある。

　着ているパーカーも、つけているアニメキャラのお面も、黒いのだ。

「お、これ、もう映ってんのか──」

　画面に映る〝そいつ〟が、粗そ野やな口く調ちようで言った。エロマンガ先生と同じく、機械音声でだ。

〝そいつ〟のかぶっているお面のキャラは、悪役然とした不ふ敵てきな笑みを浮うかべている。

　その、キャラクターイメージにぴったりの喋しやべり方だ。

〝そいつ〟は、「きひひ」と、悪あく童どうっぽく笑って、

「見てるか、ニセモノ野や郎ろう」

「!?」

　俺は、ハッと妹の顔を見やった。明らかに、『エロマンガ先生』に向けられた台詞せりふだったからだ。紗霧の目は、驚おどろきのあまり見開かれている。

「にせも……わ、私……の……こと……？」

「そう、『エロマンガ先生』ってペンネームで、上うわっ面つらだけ〝本物〟に似せたイラストを描かいているテメーのことだよ」

　偶ぐう然ぜんなのか、黒いお面の〝そいつ〟は、まるで紗霧の反はん応のうを直ちよく接せつ見ているかのように、完かん璧ぺきなタイミングで返答した。

「いっかぁ、よーっく聞けよ──ニセモノ野郎」

　彼は、親指で自分の顔をさして、

「オレ様が〝本物〟の『エロマンガ先生』だ」

　──物語は、ここから始まる。

　しん、と、場が静まり返った。いきなりの展てん開かいに、頭が付いていかず、俺おれは完全に硬こう直ちよくしてしまっていた。他の面子めんつも同じだろう──と、思いきや。

　そうでもない人がいた。

「？　これ、どうやってるんだ？」

　初めに反はん応のうしたのは、俺でも、紗さ霧ぎりでも、エルフでもなく、ムラマサ先せん輩ぱいだ。

　彼女は無む造ぞう作さにモニターに近づき、持ち上げ、上下をひっくり返したり、裏うら側がわを見たりと調べている。

「いきなり画面の中から人が話しかけてくるとは……こちらの声も聞こえている様子だし……まさか〝すーぱーはかー〟とかいうやつか？」

　さながらテレビを知らない未開人のごとき口ぶりだが、この人、こんなんでもＳＦ作品を書けるくらい科学には詳くわしい作家なんだぜ。

　ＡＴＭ使えないけど。
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「お、おい、なんだおまえ！　人の話に割わりこんできやがって！」

　画面の中で、エロマンガ先生と名乗った〝そいつ〟がわめく。

　しかしこの先せん輩ぱいが、空気を読んでくれるわけもない。至し近きん距きよ離りで画面を覗のぞき込こんで言った。

「なあ！　コレどうやってるんだ!?　かっこいいから、小説のネタに使いたい！　教えてくれ！」

「人の話を聞けよ！　部屋ン中で、えろい水着つけやがって！　変へん態たいか！」

「み、水着の話はやめろ！　こ、これには深いわけが……っ！」

　先輩は真っ赤になって、片かた腕うでで胸むねを隠かくし──そのせいでモニターを落っことしそうになってしまう。ウルトラ自じ己こ中ちゆうな御お方かたのせいで、シリアスな空気が台無しになりかけたところで、気付いた。

「あいつ、こっちが見えてるのか!?」

「あっ……」

　俺おれの声に気付いた紗さ霧ぎりが、慌あわててお面めんをかぶって素す顔がおを隠す──手て遅おくれかもしれないが。

　得え体たいのしれない相手に、妹の正体がバレたかもしれない。俺は警けい戒かいをさらに強める。

「さあて──どうだろうな」

　黒いイラストレーターは韜とう晦かいしている。

「あんたが、〝本物〟のエロマンガ先生ですって!?　いったいどういうことなの！」

　エルフが、演えん技ぎがかった大声で、話を強引に引きもどした。

「どういうことかって？　そのままの意味だぜ──そこにいる『エロマンガ先生』は、ニセモノで、オレ様こそが本物の『エロマンガ先生』だっ」

「………………」

　紗霧──エロマンガ先生は、モニターをまっすぐ見つめている。お面をかぶっているから、表情はうかがい知れない。

　俺は、再ふたたびモニターに向きなおり、怒いかりを込めて指さした。

「に、ニセモノはそっちだろ！　俺の小説に、ずっとイラストを付けてくれてたのは──断だんじて、おまえじゃない！」

　紗霧の筆ふでから、えっちでかわいらしいイラストが生まれるところを、この目で見たのだ。

　あのときも、あのときも、今日だって──『二人の夢ゆめ』のために、絵を描かいていた。

　そんな『エロマンガ先生』が、ニセモノなんかであるものか。

　エルフもまた、尊そん大だいな口く調ちようで言った。

「そうね！　わたしが一ひと目め惚ぼれした、えっちでかわいいイラストを描いたのは、ここにいるエロマンガ先生で間ま違ちがいないわ！　そもそも出しゆつ版ぱん社しやで仕事をしているイラストレーターのニセモノなんて、成立するわけないじゃない！」

　出版社で仕事をしている以上、取引先は、エロマンガ先生の連れん絡らく先さきも、身元も、わかっているのだから。エロマンガ先生のニセモノが現あらわれても、すぐに別人だとわかる──いまのように。

　エルフが言っているのは、そういう意味だ。

　ムラマサ先せん輩ぱいも、当たり前のように言った。

「うむ、ここにいる彼女こそが、〝本物〟のエロマンガ先生だ。そうでなかったら、とっくにマサムネ君は私のものになっている」

　──あげないっ！

　あそこで紗さ霧ぎりが降おりて来なければ、いま、俺おれは、千せん寿じゆムラマサの『専せん属ぞく小しよう説せつ家か』になっていたかもしれない。

　先輩は、理り屈くつ抜ぬきで、エロマンガ先生が本物であることを確かく信しんしているようだった。

　俺も同感だ。

「そういうことじゃねーんだよ」

　モニターに映うつる『黒いエロマンガ先生』は、けだるげに首を振ふる。

「いま『エロマンガ先生』っつーペンネームで、イラストの仕事を請うけ負っているのは、そこにいるそいつで間ま違ちがいねー。おまえらの言うとーりだ。でも、オレ様が言ってんのはそういうことじゃねーの」

「じゃあ、どういうことなんだ」

「昔々……『エロマンガ先生』っていう……本当にすごいイラストレーターがいたんだ。いまはもう、活動してないけどね」

「！」

「初代『エロマンガ先生』ってとこかな。で──」

　ぴ、と、彼は指を折り曲げ、紗霧をさした。

「そいつは『二代目』ってわけ」

　紗霧が、エロマンガ先生の──二代目？

「………………」

『エロマンガ先生』という、紗霧にはそぐわないペンネームについて、疑ぎ問もんに思ったことは何度もある。

　その理由が……自分で付けたペンネームでは、なかったから？

　初代『エロマンガ先生』の名前を、引き継ついだから？

　……不覚にも納なつ得とくしてしまった。

　俺は、ちらりと紗霧を見る。

「……さぎ、」

　声をかけようとして、途と中ちゆうで止めてしまう。

　先まで動どう揺ようしていた妹は、無言の圧あつ力りよくを放っている。

　いつもの機械音声──エロマンガ先生の声で、言う。

「おまえは誰だれだ？」

　お面めんをかぶった二人が、対たい峙じし、にらみ合っている。

　ぴり、と、空気が張はり詰つめていく──両者の中心で、バチリと火花が弾はじけているような。

「なんで──そんなことを知っているの？」

　今度は、やや素すに近い口く調ちよう。

　一いつ拍ぱくの間があってから、返事がきた。

「初代『エロマンガ先生』が、オレ様の絵の師し匠しようだったからだよ。だから、『おまえの正体』も、よく知ってるぜ」

「────」

　紗さ霧ぎりの肩かたがぴくりと跳はねる。俺おれも目を見開いた。

　その言葉が本当なら──

　こいつは俺の相あい棒ぼう『エロマンガ先生』が『紗霧』であることを知っている？

「つまりオレ様は初代『エロマンガ先生』の技わざを受け継ぐ、ただひとりの正統後継者ってわけ」

「……正せい統とう、後こう継けい者しや？」

　ボソリと呟つぶやく紗霧。

「そう、ただひとりの、だ」

　黒いお面のイラストレーターは、そう繰くり返すや、もう一度、自分の顔を指さして、

「だから、そうだな。オレ様のことは、いま活動しているニセモノじゃなく、〝本物〟のエロマンガ先生って意味で──」

「『エロマンガ先生グレート』とでも呼よんでくれ」

　堂々と名乗りを上げた。

「なんですってー！」

　エルフが、口に手を当て、わざとらしく叫さけんだ。バッと俺に向き直り、

「マサムネ聞いたっ!?　驚きよう愕がくの新事実が明かされたわね！　エロマンガ先生グレートですって！　なんてカッコいいペンネームなのかしら！　まるでわたしが考えたみたい！」

「やかましい！　おまえのせいで、シリアスになり切れないだろうが！」

　ともあれ、新たな情報が開かい示じされた。

　噓うそか本当か知らないが──

　いまのエロマンガ先生＝紗霧は、実は二代目であり、それ以前に初代エロマンガ先生なるイラストレーターが存そん在ざいしていた、らしい。

　でもって、『エロマンガ先生グレート』を名乗った黒いお面のイラストレーターは、初代から直じき々じきに手ほどきを受けた、ただ一人の正統後継者……なのだという。

　だから、自分こそ〝本物〟のエロマンガ先生なのだ──そう主しゆ張ちようしている。

　なるほど……確たしかに、こいつの言うことがすべて事実だとしたら、筋すじが通っている。

　でも──

　なぁんか、ひっかかるんだよな、いまのやり取り。

　ここで俺おれは、何かを思い出さねばならないような気がする。

　──初代『エロマンガ先生』が、オレ様の絵の師し匠しようだったからだよ。

　大事なことを、ド忘わすれしているような感覚がある。

　少なからぬモヤモヤを感じながら、俺は、紗さ霧ぎりを見た。

　エロマンガ先生グレート（以後グレートと呼ぼう）の名乗りを受けたエロマンガ先生は、黙だまってモニターを見つめている。何を考えているのかわからない。

　数秒の間があってから、グレートが言った。

「そういうわけだ。さあ！　質しつ問もんに答えてやったぜ！　なんとか言ったらどーだ？　なぁ、ニセモノのエロマンガ先生──」

「そんな名前のひとは──」

　しらない。いつものように、そう続くのかと思いきや。

「──ひとりでいい」

　紗霧は、きゅ、とズレたお面めんを格かつ好こうよくかぶり直し、

「オレが、エロマンガ先生だ」

　今度は紗霧が、断だん言げんした。

　いままでは、真っ赤になって、かたくなに認みとめようとしなかったのに──

「よく言った、さすがエロマンガ先生だ」

　俺は笑って、妹の肩かたを叩たたいた。

「……も、もうぅ…………！　言わないでっ！」

　そしたら、紗霧が、バンバン俺を叩いてきた。どうやら、『エロマンガ先生』が自分だと主張するのが、恥はずかしかったらしい。

　自分こそが〝本物〟だ──真まっ向こうから対決の意思を見せた紗霧に対し、グレートは、「きひひっ」と楽しげに笑い声を漏もらした。まるでこう来ることがわかっていたとばかりにだ。

「よしっ！」

　ぱんっ！　と、手を叩いて、

「そんじゃあ、おまえが〝本物〟か〝ニセモノ〟か──はっきりさせようじゃないか」

「えっ？」

「まずは、オレ様こそが『エロマンガ先生の後こう継けい者しや』だっつー、証しよう拠こを見せよう」

　画面が切り替かわり、デスクトップが映うつる。マウスポインタが動き、とあるアイコンをクリックした。起動したのは、お絵かきソフトだ。

　真っ白なキャンバスと、いくつものアイコンが並ならぶ画面が映し出された。

　エロマンガ先生の配信で、見み慣なれたものだった。

　なるほど、って、思ったよ。

　自分こそが『エロマンガ先生の後こう継けい者しや』である証しよう拠こ。

　そんなの、ただ『絵』を描かいて見せるだけでいい。見るやつが見れば、容よう易いに判はん別べつがつくだろう──本物か、ニセモノか。

「絵ぇ描いてるところを他人に見せるなんて、ガラじゃねーんだけど────ま、しゃーない」

　そうして──

　俺おれたちの目前、モニターに映るキャンバスに、きわめて速いスピードで、キャラクターが描えがかれていく。

「あっ……このキャラって」

　それは俺の著ちよ作さく『転てん生せいの銀ぎん狼ろう』に登場するヒロインだった。

　胸むねは薄うすく、顔立ちは幼おさなく、獣けもの耳みみが生えている……エロマンガ先生がもっとも得意とする外見。

「……エロマンガ先生が描いたのと、そっくりだ……」

　本人が描いたと言われたら、俺でさえ信じてしまいそうなくらいに似にている。

　素すの口く調ちようで紗さ霧ぎりが言う。

「こんなの……ただ私の絵と……描き方を……真似まねているだけ……」

「バァカ、あえて似せて描いてやってるんだよ。その方が、〝違ちがい〟がわかりやすいだろーからな。ここからだ──よく見てろ」

　飄ひよう々ひようとした口調が、ガラリと真しん剣けんなものへと変わる。

「すぅ──………………ふぅ」

　深しん呼こ吸きゆうをひとつして、グレートは、線画に色を塗ぬり始めた。以前、エロマンガ先生の『お絵かき動画』で見たものと、素人しろうと目めには同じ手順に見える。

「初代エロマンガ先生は、すごい絵を描く人ではあったけれど、別に有名ってわけじゃなかった──イラストレーターとして、名前が表に出ない仕事ばかりやっていたからだ。こっ恥ぱずかしいペンネームを名乗るのは、ネットの片かた隅すみで絵を描いているときだけだった」

　グレートは、まるで紗霧のように、喋しやべりながら絵に色を塗っていく。

「ちゃんと名前出してラノベの挿絵描いてる二代目おまえの方が、ずっと有名なくらいだ。だからおまえにニセモノだ──なんて、難なん癖くせつけてくるやつは、いままで出てこなかったんだろう。──でも、ようやくおまえにイチャモンをつけられるやつが現あらわれた。オレ様だ」

　肌はだ色いろに塗られた太ももに、匂におい立つような色いろ香かが生まれる。

「はっきり言って、いまのおまえに、そのペンネームを名乗る資し格かくはない。いまからそれをわからせてやる」

　純じゆん白ぱくの髪かみに、獣けもの耳みみ、金と銀の瞳オツドアイ──イラストに色が塗ぬられ、キャラクターに命が吹ふき込こまれていく工こう程ていは、まるで魔ま法ほうのようだ。

「ほう、絵え描かきの仕事を初めて見たが、美び麗れいなものだな」

　俺おれとよく似た感性を持つムラマサ先せん輩ぱいが、うっとりと見み惚ほれている。

　確たしかに言うだけのことはあるな……くそ。

「くふふ……そうでしょう、そうでしょう」

　エルフは、何故なぜかめちゃくちゃ嬉うれしそうに、口こう端たんを大きく吊つり上げてニヤけている。

　紗さ霧ぎりは、お面めんをかぶっているので表情はわからないが──硬こう直ちよくして、肩かたを震ふるわせていた。

　こぶしを強く握にぎりしめている。

　そして──

「よし、できたぜ」

　ついにグレートのイラストが完成した。

　果たして〝彼〟は、どんな作品を出してくるのか。

　えっちでかわいいイラストを描き、ネットでも人気を博している紗霧──エロマンガ先生に対し『そのペンネームを名乗る資し格かくはない』『いまからそれをわからせてやる』とまで言った、その自信の根こん拠きよが、俺たちの前に提てい示じされる。

「────────」

　グレートのイラストを直ちよく視しした瞬しゆん間かん、全員が息を吞のんだ。

「……さすがね」

「こ、これは……」

〝神眼ゴツドアイ〟を持つと自じ称しようするエルフ。そして、『本屋に面おも白しろい本なんか売ってない』『だから自分で本を書いている』そう言ってのけた、特とく殊しゆな感性を持つ作家──ムラマサ先輩までもが、戦せん慄りつに目を見開いた。
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　そして、俺もまた、下した唇くちびるを嚙かみしめる。

　どんなものを出されようと、驚おどろいてなんかやるものか──そう身み構がまえていたはずなのにだ。

　俺は、ごしごしと目をこすった。

「おかしいな……錯さつ覚かくか……？　イラストが……光って見える」

「……奇き遇ぐうだな、後輩。私にも……まばゆく光って見えるぞ──まるで、君の書いた小説の……クライマックスシーンを読んでいるときのように」

　それは、ムラマサ先輩にとって、最大級の賛さん辞じだった。

「不思議な感覚だ。……最さい終しゆう巻かんを読んでいるときの……あの感動が……私の中で……増ぞう幅ふくされる……ような」

「……初めて、読者からイラストレターをもらったときのことを思い出すわね。あのときも……わたしの目には……つたないはずのイラストが、きらきら光っているように見えたっけ」

　ぐす、とエルフの目に涙なみだが浮うかぶ。

「人が、本当に、心底、心を打たれたとき──〝幻げん影えいの光〟を視みるというわ。絵画等で超ちよう自し然ぜん的なモノを表ひよう現げんするときに使われる〝光輪アウレオラ〟の原型──。まさか、ラノベの……しかも自作品以外のイラストで……目にすることになるなんて……」

　錯さつ覚かくのようなもので、実じつ際さいに光っているわけじゃないのだろう。

　光沢のある絵という意味でもない。

　理り屈くつもさっぱりわからない。エルフの大おお仰ぎような解かい説せつもどうでもいい──

　俺おれにも、この絵が、光って見えた。

「…………っ」

　不覚にも、涙がこぼれた。

〝嬉うれしい〟って思ってしまったから。こんなふうに、俺が生み出した〝こいつ〟のことを、生き生きと魅み力りよく的てきに描かいてもらえて──よかったな、って、感じたからだ。

　小説でもない、漫まん画がでもない──ライトノベルのキャラクターは、イラストがあってこそ、完成する。命が吹ふき込こまれる。

　だからこそ、原作者として、震ふるえが来るほど心が動かされた。

　もしかしたら──

　エロマンガ先生に、初めてキャラクターデザインをしてもらったときよりも、強く。

　紗さ霧ぎりが、声を荒あらげて身を乗り出した。

「噓うそ……これ……これっ……！　まさかっ……本当に……!?」

「そう！　この、まばゆい光を幻げん視しさせるイラスト──おまえも見覚えがあるだろう！」

　イラストの片かた隅すみにウインドウが開き、再ふたたびグレートの顔が映うつる。

「これが、初代エロマンガ先生の最さい終しゆう奥おう義ぎ──」

「『エロマンガ光線フラツシユ』だ！」

「………………なんだって？」

　俺は、ぽかんと眉まゆをひそめ、聞き返してしまった。

　最高に盛もり上がるシーン、乾けん坤こん一いつ擲てきの決め台詞ぜりふだったのは、重じゆう々じゆう承しよう知ちの上なんだが。

　グレートに向かって、こう返さざるを得なかった。

「奥義の名前が聞き取れなかったんで、もう一回リピートしてくれますかね」

「ふぇっ？　えっと………あの…………だから………………………え、エロマンガ光線だよ」

「えっ、なんだって？」

「…………エロ…………光線」

「もっとハッキリ、でかい声で頼たのむ」

「『エロマンガ光線フラツシユ』だよ！　何度も言わせんな！　恥はずかしいんだから！」

「あ、恥ずかしい名前って自覚はあったんだ」

「ちが……こ、この『エロマンガ』ってのは……えっちなマンガのことじゃなくて……だから、恥ずかしい名前じゃない！　でも、口に出すのは恥ずかしいんだっ！　……わかるだろ？」

　なんか、紗さ霧ぎりと喋しやべっているような気分になってきた。

　実じつ際さい紗霧も、グレートの釈しやく明めいに、こくこくと力強く頷うなずいていた。

　こんな状じよう況きようであるにもかかわらず、同意せざるを得なかったらしい。

「ゴホン──ともかく！」

　ウィンドウが拡かく大だいされ、グレートの顔が大おお映うつしになる

「これでわかったろう！　オレ様こそがエロマンガ先生の正せい統とう後こう継けい者しやだってことがよ！　エロ……お、奥おう義ぎを会え得とくしていない、いまのおまえに、そのペンネームはふさわしくない！」

　しん、と場が静まり返った。

　きっと、誰だれもが、グレートの描かいた〝光り輝かがやくイラスト〟を見て、『〝彼〟の言っていることが正しい』と思ってしまったからだろう。

　紗霧でさえも。

「さて、本題だ──要求を伝えるぜ」

　沈ちん黙もくを破やぶり、彼の言葉が重々しく響ひびいた。

「オレ様と、ペンネームを賭かけて勝負しろっ！」

「名付けて、『エロマンガ先生ＶＳエロマンガ先生Ｇ　マスク剝はぎデスマッチ』だ！　詳しよう細さいはあとで教えてやるから、楽しみにしておきな！」

　きひひっ──と、邪じや悪あくに笑って。

　唐とう突とつに通信は終わった。

「………………」

　……………………………………………………。

　しん、と場が静まり返る。誰も、なにも言わない。

　先まで『グレート』の顔を映うつしていたモニターは、いま、再ふたたび『紗さ霧ぎりのお絵かき動画』へと切り替かわっている。

　まるで最初からなにも起こらなかったかのように、日にち常じようの光景が戻もどっていた。

　ふとエルフの方を見ると、彼女は、俺おれからすいっと視し線せんをそらす。いつもなら真正面から見返してくるのに、おかしな反はん応のうではあった。それから、彼女は、チラリと横目で紗霧を見た。

「………………」

　紗霧は、ぺたんと床ゆかに座すわり込こみ、モニターを見つめ続けている。

　お面めんがあるから、表情はうかがいしれないが──

　さっき、あの恥はずかしい名前の奥おう義ぎを目もく撃げきしたときの様子を顧かえりみるに、ショックを受けてしまったのだろうな。

　気持ちはわかる。

　自分とそっくり同じ絵え柄がらで、自分よりもすごい絵を描かかれてしまったのだから。

　三年前の俺とおんなじだ。かつての俺も、自分と同じ作風で、自分よりも面おも白しろい作品を書くことができる存そん在ざいに──打ちのめされてしまった。

　立ち直るまで、大変だったのだ。

「エルフちゃん、ムラマサちゃん、今日はありがとう。でも、もう帰って」

　紗霧が、抑よく揚ようのない声で言った。

『エロマンガ光線』とかいうふざけたネーミングのせいで、いまいちシリアスになりきれないが、これは相当に深しん刻こくな状じよう況きようだ。

　なにせ紗霧は、当時の俺とは違ちがって、繊せん細さいな女の子なのだから。

「………………おっけ、ムラマサ、行くわよ」

　エルフがうなずき、ムラマサ先せん輩ぱいを連れて部屋の外に出て行く。

　俺も、そのあとに続こうとしたのだ。そしたら──

「……紗霧？」

　くい、と、そでを引かれる感かん触しよくに振ふり返る。すると紗霧は、お面をつけたままで俺を見上げ、

「……兄さんは、残って」

　エルフと先輩が部屋を出て行き、『開かずの間』には、俺と紗霧だけが残された。

「………………」

「………………」

　会話はなく、ベッドを背せもたれに、二人並ならんで座っている。

　……こんなとき、俺がちゃんとした兄あに貴きだったら、気の利きいた慰なぐさめのひとつでも言えたのだろうか。考えてはみるものの、どれも逆ぎやく効こう果かになりそうで、余よ計けいに妹を傷きずつけてしまうんじゃないかと怖こわくて……結局口には出せなくて。

「ねぇ、兄さん。あいつの描かいたイラスト、どうだった？」

「えっ？」

「……私のと……どっちがよかった？」

　お面めんをかぶっているのに、エロマンガ先生ではなく、紗さ霧ぎりの口く調ちようになっていた。

「それは……」

「……正直に、答えて」

　俺おれは、数秒間、もしかしたら人生で一番じゃないかってくらいに迷まよった末──こう返答した。

「あいつの描いたイラストの方が、すごかった」

　俺はダメな兄あに貴きだ。

　どうしても、噓うそをついて、妹を慰なぐさめてやることはできなかったのだ。

　ずっと一いつ緒しよにやってきた相あい棒ぼうに、誠せい実じつであることを選んでしまった。自分だったら……って考えると、ここで噓をつくような相手と、一緒に仕事はできないと思うから。

「そっか」

　と、紗霧──いや、エロマンガ先生は言った。軽い口調だった。

「オレも、そう思う」

「……………………」

　また、少しばかりの間があった。

「……負けちゃった」

「あの、さ。あいつがなんと言おうと、俺にとって、エロマンガ先生は、おまえだけなんだ。だから────」

「だから？」

　ここで初めて、紗霧は俺を見上げた。

「……だから、の、続きは？」

「─────」

　だから──

　俺は、どう続けるつもりだったのだろう。

　元気出せ？　負けたって気にするな？　あんな勝負なんて無む視ししちまえ？

　違ちがう！　俺が本当に言いたいのは、これじゃない！

　でも、言って、いいのだろうか？　ショックを受けて、傷きずついているだろう妹に、俺の本心を明かしてしまって、いいのだろうか。言うべきではないのではないか。

　胸きよう中ちゆうでは、迷まよいが激はげしく渦うず巻まいていた。しかし俺は、こう口にしていた。

「だから、勝ってくれ」

「わかった。任まかせとけ」

　それからすぐに、紗さ霧ぎりは『開かずの間』に引きこもり、外部との接せつ触しよくを断たってしまった。

　夕食時になっても床ゆかドンをしてこないくらいに、集中している様子だった。

　俺おれも、エロマンガ先生の邪じや魔まをしたくはなかったから、受験生の子供を抱かかえる親のように、冷めても問題ない食事を用意して、扉とびらの前に置いておいた。

　部屋に戻もどり、椅い子すに座すわって呟つぶやいた。

「……紗霧に、聞きそびれてしまったな」

　色々聞きたいこと、聞くべきことが多すぎるが、特に初代エロマンガ先生についてだ。

　グレートについては、まったく知らなかった様子だが──あいつと紗霧の会話は、ちゃんと嚙かみ合っているようだった。

　初代エロマンガ先生という、超ちようすごいイラストレーターがかつて存そん在ざいしていて。

　いまのエロマンガ先生──紗霧は、二代目なのだという。

　そのグレートの言葉は、おそらく真実なのだろう。

「…………ふむ」

　エロマンガ先生なんていう、とんでもないペンネームを自分につけて。

　エロマンガ光線なんていう、弟で子しにセクハラをするためだけに考案されたかのような名前の奥おう義ぎを編あみ出しており。

　名前の出ない仕事ばかりを引き受けていたから、有名ではなく。

　エロマンガ先生グレートを名乗る、その技わざを受け継ついだ弟子がいて。

　いまは、もう活動していない。

　二代目エロマンガ先生──紗霧との関係は、不明。

「………………………………きっと、そういうこと、なんだろうな」

　心当たりがある。俺が、ド忘わすれしていたことだ。

　思い出してみれば、ぴたりとつじつまが合ってしまう。

「……俺の中で、段だん々だんと『あの人』のイメージが崩ほう壊かいしていっているぜ」

　そう、この考えが正しければ、俺は『初代エロマンガ先生』と、直ちよく接せつ会ったことがあるはずなのだ。まぁ、もう、いまとなっては会えないし、この事じ態たいを収しゆう拾しゆうしてくれと頼たのむこともできないが。

　いずれにせよ──

　現げん時じ点てんで俺にできることは、相あい棒ぼうを信じて、待つことだけだった。

　事態に進しん展てんがあったのは、その翌よく日じつだ。

　放課後、帰き宅たく直後に、担たん当とう編へん集しゆうから電話がかかってきたのである。

　つい先日、発売日を迎むかえたばかりの新しん刊かん『世界で一番可愛かわいい妹』のことかな？

　……くっ……ちっとも売れてなくて、早くも打ち切り決定だったりしたらどうしよう……。

　不安混まじりで電話に出ると、

『和泉いずみ先生！　見た!?』

　担たん当とう編へん集しゆうの神楽かぐら坂ざかさんは、開口一番、主語を省はぶいて切り出してきた。

「えっ？　ど、どうしたんですか神楽坂さん。血相を変えて」

『いまからメールでＵＲＬ送るから、とりあえず見てください！』

　俺おれは慌あわててノーパソを開き、着信したメールに添てん付ぷされていたＵＲＬをクリックする。

　飛んだ先は、いつもの動画サイト。

「こ、これは……！」

　すでに五万回ほど再さい生せいされているその動画に映うつっているのは、黒いお面めんのイラストレーター・エロマンガ先生グレートであった。

「これが、初代エロマンガ先生の最さい終しゆう奥おう義ぎ──『エロマンガ光線フラツシユ』だ！」

　エロマンガ光線ｗｗｗｗｗ　　初代とかいたのｗｗｗｗｗ

　　　　　　　エロマンガ光線ｗｗｗ

　　　最強奥義キター　　なんでそんな名前にしたし……

　エロマンガ神しん拳けん正せい統とう後こう継けい者しやグレート先生ＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ

　　　　エロマンガ先生よりえろーい　　　　　　　　真のエロマンガ先生や

　どうやら、昨日のやり取りを編集した動画らしいが……。

「……な、なんですかこれっ！」

『「なんですか」じゃないでしょ！　勝手にこんなことされると困こまるんだけど！』

　神楽坂さんが言っているのは、エロマンガ光線の件けんではなく、

「名付けて、『エロマンガ先生ＶＳエロマンガ先生Ｇ　マスク剝はぎデスマッチ』だ！」

　こっちだろう。

　動画からは、俺たちとの会話部分が省かれ、代わりに『勝負の詳しよう細さい』が追加されていた。

　グレートみずから、口頭で説明している。内ない容ようはこうだ──

　六日後の十五時から、この動画サイトで勝負を執とり行う。

『ふたりのエロマンガ先生』が、生放送でイラストを描かき、勝ち負けを競きそう。

　勝った方が、以い降こう『エロマンガ先生』を名乗る。

　負けた方は、マスク──お面めんを外して、素す顔がおをさらす。

　審しん査さ員いんは五名。そのうちの一人には、現げん在ざいエロマンガ先生と組んで『世界で一番可愛かわいい妹』を書いているラノベ作家・和泉いずみマサムネ先生を希望するので、ぜひ生放送に参加して欲ほしい。

「審査員──俺おれ!?」

『知らなかったの？』

「知りませんでしたよ──ってか、俺が審査員じゃ勝負なんて成立しないんじゃ」

『成立するわよ。エロマンガ先生グレートとやらのイラスト、見たでしょ？　あれだけ圧あつ倒とう的てきな差があったら、一いち目もく瞭りよう然ぜんでどっちの勝ちか、わかるでしょ──視し聴ちよう者しやも』

「あっ」

『和泉先生はさあ、何万人もいる視聴者の前で、えこひいきとかできるの？』

「エロマンガ先生のためなら楽勝でできますけど、意味がないかもしれませんね」

『でしょ！』

　審査員である俺が、いくら紗さ霧ぎりの勝ちだと主しゆ張ちようしても、視聴者の大多数がそう思わなかったら、明らかにわかるほどの差があったなら、他の審査員だって、グレートに投とう票ひようするはずだ。

　しかも『マスク剝はぎデスマッチ』──負けたら、素す顔がおを、全国ネットでさらすことになる。

　恥はずかしがり屋の紗霧に、耐たえられるとは思えない。

　なんやかんや理由をつけて、素顔バレを防ふせいだとしても……

　きっと、もう、いままでどおりには描かけなくなる。ペンネームを変えても絵え柄がらでバレるし、『負けたのに素顔バレから逃にげた卑ひ怯きよう者もの』『ニセモノのエロマンガ先生』というレッテルを貼はられてしまうだろう。

　そうしたら、紗霧は、もうイラストレーターの仕事はできないって、思い詰つめてしまうかもしれない。紗霧のイラストレーターとしての生命が、終わってしまう。

『なんか、まとめサイトとかにも取り上げられて、すっごい盛もり上がっちゃってるみたいですよー。言うまでもなく、負けたら超ちようめんどくさいことになりますよー』

　ぼそっと小声で、『勝てば美味おいしいけど』と聞こえた。

「勝ちますよ」

　と、俺は言った。

「エロマンガ先生は、絶ぜつ対たいに勝ちます。だから、心配いりません」

『そんな身内びいきの希き望ぼう的てき観かん測そくで、大人おとなは安心できないんですっ！　まったくもうっ！』

　とはいえ、ここまで盛り上がってしまったら、簡かん単たんに中止にできるわけもない。

　神楽かぐら坂ざかさんも、そこは同意見のようだった。

　結局、この電話で、『今後の具体的な方ほう針しん』などは決められなかったのだが……

『さぁて、どうしましょうかね……』

　後から思い返してみると、意い味み深しんな呟つぶやきだった。

　電話を切ったあと、ほどなく──

　どん、という音が天てん井じようから響ひびいた。

　俺おれは慌あわてて部屋から飛び出して、階かい段だんを駆かけ上っていく。

「……紗さ霧ぎりも『例の動画』を見たのかな……」

　それで、不安に思って、俺を呼よんだのだろうか……。

　慰なぐさめの文もん言ごんを考えながら、『開かずの間』の扉とびらをノックする。

　反はん応のうがあるまでの数秒が、とてつもなく長く感じた。やがて扉がゆっくりと開き──素す顔がおの紗霧が現あらわれた。いつものパーカー姿すがたなのだが、もしかしたらこれって、エロマンガ先生の作業着なのかもしれない。

「紗霧、来たぞ」

「……ん……入って」

　妹に促うながされ『開かずの間』へと移い動どうする。

　部屋のＰＣでは、お絵かきソフトが起動しているようだ。

　俺たちは、向かい合って座すわった。

「えと……兄さんを呼よんだのはね……ちゃんと説明しておこうかな、って」

「説明？」

「……昨日、あの人が言ってたでしょ。私が、『エロマンガ先生』の二代目だって」

「！」

　──昔々、『エロマンガ先生』っていう……本当にすごいイラストレーターがいたんだ。

　──初代『エロマンガ先生』ってとこかな。

　──そいつは『二代目』ってわけ。

　まさか──紗霧から切り出してくれるとは、思わなかった。

「あれは……本当。『エロマンガ先生』は……私の……私の………………私、に……」

　紗霧は、そこで一いつ旦たん言葉に詰つまり、少し迷まよってから、

「私に、絵を教えてくれた人なの」

　微笑ほほえんで、そう言った。やっぱりな、俺の予想どおりだ。

　きっと問いただせば、もっと詳くわしく答えてくれるだろうが、

「そっか」

　俺は黙だまって、妹の話を聞くことにした。あえて確かく認にんするべきことでもないと思った。

　紗霧は、遠い目で、ゆっくりと語る。

「『先生』は、もう、いなくて。それで、いまは……私が、『エロマンガ先生』になったの」

「そっか」

「この名前、使ってもいい？　って、聞いたら。『いいよ』って、嬉うれしそうにしてた」

「そっか」

　俺おれたちのデビューが三年前で……だから、時期的に、そうなるよな。

　紗さ霧ぎりは、勝手にエロマンガ先生ってペンネームを使っていたわけじゃなかった。

　ちゃんと許きよ可かを取っていたんだ。

「あの……和泉いずみ先生と一いつ緒しよに仕事をしていたのは、ずっと、最初から……私だから」

「わかってるよ。言わなくたって」

「ん……」

　何故なぜか、妹は、頰ほおを赤くしていた。

「あとね……これは、すっごく、すっ～ごく、大切なことなんだけど……」

「う、うん。なんだ？」

「『エロマンガ』って名前、私が付けたんじゃないから」

「それ、ずっと言いたかったんだな！」

「うんっ」

　紗霧は、めちゃくちゃ『やり遂とげた』みたいな顔をしている。

「だから、私はえっちじゃないの。わかった？」

「わかったよ！」

「よし」

　ふー、と、一仕事終えたような息を吐はく紗霧。

　よせばいいのに、俺はこうツッコんでしまう。

「でも、おまえが自分で先せん代だいに『そのペンネーム使ってもいい？』って聞いたんでしょ？」

「！」

　じゃあ、やっぱり、紗霧がえっちなんじゃないの？

「ちがうのっ！　それはちがうのっ！　あのときはっ──え、えっちな意味じゃないよって、島の名前だよって言われたばっかりだったからっ！　恥はずかしい名前だとは思ってなくてっ！　……私も、なら、いいかなって……先生の名前でお仕事したら、受け継ついであげたら、喜んでくれるかなって……だから……！」

　紗霧は、両手をぶんぶん振ふり回して、超ちよう必ひつ死しに弁べん明めいしてくる。

「でもデビューしてからネットでえっちだって言われてこのイラストレーター変へん態たいだってみんなに言われて恥ずかしい名前じゃないのにって先生は笑うしもういまさらペンネーム変えられないしうああああばかぁ！　もうぅ……！」

　きっとこれがマンガだったなら、目をぐるぐる回しているシーンだろう。

　思考垂たれ流しで、なにを言っているのかわからなくなってきているぞ。

　紗霧は、はぁはぁと肩かたを上下させている。ちらりと顔を上げて、

「…………いまさらだけど、和泉先生の小説、えっちな本みたいになっちゃってごめんね」

「マジでいまさらだな！　もう慣なれたからいいよ！」

「やっと言えた。すっきりした」

「そうかい」

　俺おれも嬉うれしいよ。またちょっと、紗さ霧ぎりのことを知れた。

「俺を呼よんだのは、その話をしたかったから？」

「うん。でも、もうひとつあるの」

「そうか。なに？」

「………………えっと」

　そこで紗霧は、口をつぐんでしまった。頰ほおを朱しゆに染そめて、ぷく、と膨ふくらませる。

　目をぎゅーっとつむって、かなり悩なやんでいる様子。

　一秒、三秒、五秒ほど経たってから……紗霧は、そっと目を開けて、

「……エロ……線……のこと」

「ああ、エロマンガ光線？」

「い、言わないでっ」

　そんなに恥はずかしいかなあ。

　俺、もう、エロマンガって単語を言いすぎて、麻ま痺ひしちゃってきたよ。

「いちおう聞くけど、あの明らかにヤバい名前の奥おう義ぎ、ほんとに初代が使ってたの？」

「つ、使ってたっ……むしろもっとテンション高い感じで叫さけんでたっ」

「そ、そうなんだ」

　テンション高い感じで叫んでましたか。

　初代エロマンガ先生……あのルックスからは、まったく想そう像ぞうできないぜ。

「……え……と……だから……その……」

　紗霧は「こほん」と咳せき払ばらいをして、

「あの人……グレートに、私が勝つためには、私もあの……あれを使えるようにならなくちゃいけないと思う」

「エロマンガ光線な」

「だ、だからぁっ」

「はいはい」

「もぅぅ……兄さんのえっち」

　叱しかられているのに、こんなことを考えちゃいけないんだろうけど……。

　この台詞せりふを呟つぶやくときの紗霧は、死ぬほどかわいい。

　──兄さんのえっち。

　言われるたびに、どきっとしてしまう。録音したいくらいだ。

「ふうむ……初代『エロマンガ先生』は、紗霧の絵の先生でもあったんだろ？　だったら、エロマンガ光線の使い方とか、紗霧は教えてもらってなかったのか？」

「教えてもらった」

　あれっ？　予想と逆ぎやくの答えが返ってきたぞ。

「教えてもらったんだけど……またふざけて頭おかしいこと言ってるって思って、」

　真ま面じ目めに聞かず、スルーしてしまったらしい。

　弟で子しに敬うやまわれてねえな、初代エロマンガ先生。

「というか、真面目に聞いてもらえないような内ない容ようだったのかよ。奥おう義ぎの使い方というか、覚え方というか……習得方法？」

「だ、だって……名前からしてアレだもん」

「……ああそっか。すげえ納なつ得とくした」

　たとえば俺おれが、絵の師し匠しようから、ある日『エロマンガ光線』っていう奥義の使い方を教えてあげるよ、などと言われたとしよう。

　バカじゃねーの？　って思うよね、普ふ通つうに。

「でしょ？」

　紗さ霧ぎりは、うつむき、唇くちびるをかわいく尖とがらせた。

「………………それに………じっこうできないし」

「ん？　どゆこと？」

「なっ、なんでもないっ」

　かぁっと赤くなって、激はげしく両手を振ふる紗霧。

　どうもごまかしているように見えたので、

「なにか、知ってることがあるなら言ってくれないか？　二人で考えた方が──」

「だめっ！」

「うわっ」

　ヘッドセットなしで、いきなり大声を出されたものだから、驚おどろいてしまった。

「だ、だめって、なにが」

「だめったらだめなのっ！　あう……ぅぅ…………な、な、なんとか……なんとかっ、ひとりでやってみるからっ！」

　なんとかひとりでやってみる──それはわかったが。

　……こいつ、なんでこんなエロい表情を……。

　奥義の習得方法って……いったい。

「へんな想像しちゃだめ！　えっち！」

　やはり、えっちなことなのだろうか。

「はいっ、話は終わりっ！　しょ、勝負の日までに、なんとかするからっ！　あいつより、すっごい絵を描かいてみせるからっ！」

　力強い宣せん言げんに、気の利きいた返しをするべきだったのだろうが。

「……あ、あぁ……がんばって……ひとりで……」

　本当に申し訳わけない。俺おれは……『奥おう義ぎの習得方法って、どんなえっちなことなんだろう？』という想いで、もんもんとするばかりであった。

「想像しちゃだめって言ったでしょ！　ばかぁ！」

　三日後──例の『マスク剝はぎデスマッチ』まで、あと三日しかない。

　あれから紗さ霧ぎりは、最終奥義『エロマンガ光線』を習得すべく、『ひとりでやってみる』と引きこもったままだ。

　そんな相あい棒ぼうに、俺はなにをしてやることもできず、ハラハラした心しん境きようで、自分の仕事──『世界で一番可愛かわいい妹』二巻の執しつ筆ぴつを進めていた。

　和泉いずみマサムネがピンチのとき、エロマンガ先生が描いてくれるイラストは、いつも俺を励はげましてくれた。面おも白しろい小説を書く──原動力になってくれた。

　だから俺も……新作を書き上げて、勝負の前に、エロマンガ先生に渡わたそうと思うのだ。

　エロマンガ先生が、俺と同じように、小説を渡されて喜んでくれるかはわからないし、むしろ大事な勝負の前に、そんなものを読む暇ひまなんてないって思うかもしれない。

　でも、他に、なにも思いつかなかったのだ。ネットでグレートの情報を調べたり、美味おいしくて栄養のある食事を用意したり……そんな些さ細さいなことでしか、相棒を、支し援えんできないから。

　意味がなくても、迷めい惑わくかもしれなくても……自分にできることを、やらずにはいられなかった。

　そうやって。

　休日の昼間、俺が部屋で仕事をしていると──

　ズドズドズドズドンッ！

　という、もの凄すごい床ゆかドンが鳴り響ひびいた。

「なっ……なんだぁ!?」

　俺は慌あわてて自室を飛び出して、妹の下もとへと急行する。

　その間も、がたんっがたがたっ！　と暴あばれるような音が鳴り響いており、さらに部屋に近づくと、

「ひゃあぁあぁぁぁぁぁあっ！」

　紗霧の悲鳴だ！

「紗霧！　大だい丈じよう夫ぶかっ！」

　どんどんどんどんっ！　『開かずの間』の扉とびらを、激はげしくノックする──と、すぐに扉が開き、パーカー姿すがたの妹が飛び出してきて、俺おれに抱だきついた。

「にいさ……！」

「どうした！　強ごう盗とうか!?　痴ち漢かんか!?」

「ちが……あれ……」

　紗さ霧ぎりが指さした方を見ると──

「は、はぁい♪」

　両手をばんざいして、降こう伏ふくのポーズを示しめす、エルフの姿があったのである。

「…………なにこれ、どういう状じよう況きよう？」

　俺は、混こん乱らんしながらも、まずそう聞いた。

「エルフ……おまえ、俺の妹に、あんな声を出させるようなことをしやがったのか？」

「ち、違ちがうんだってば……聞いて頂ちよう戴だい」

　エルフいわく──

　彼女は、今日もいつものように、ベランダから直ちよく接せつ『開かずの間』へとやってきた。

　窓まどのカギが開いていたので、

「ちょっぴりビックリさせてあげようかなーって、ガラっといったわけ。そしたらなんと、エロマンガ先生がえろい顔でぬいぐるみにちゅ──むぐっ」

「わーっ！　わーっ！　わーっ！」

　紗霧が大声を出して、エルフに走りより、その口を両手でふさいだ。

「秘ひ密みつとっくんだから！　ひ、秘密とっくんだからぁっ！」

　口と鼻をふさがれて呼こ吸きゆうができないエルフは、泣きわめく紗霧の手を必死で外し、

「ぷはっ……けほっ……わ、わかったわよ。ねぇ、マサムネ、本人がこう言ってることだし……もういいわよね？」

「…………………………………………紗霧がそう言うなら」

　渋しぶ々しぶと了りよう承しようする。

　秘密特とつ訓くん……というと、やはり、『エロマンガ光線』習しゆう得とくのためのものなのだろうか。

「でも、声のちいさい紗霧が、見られて、あんなに叫さけんでしまうようなことって……」

「想そう像ぞうしちゃだめっ」

「いや、想像もつかねぇよ……」

　紗霧は、いったいなにを──どのような行こう為いを、エルフに目もく撃げきされてしまったというのだろう。ちらりとエルフを見ると、隣りん人じんは、気まずそうな顔で作り笑顔を浮うかべた。

「ま、まぁ、いいじゃない！　それより、わたしの用よう件けんを言ってもいいかしら？」

　話をそらそうとしているのが丸わかりだが、それは紗霧のためでもあったから、おとなしく乗ってやることにする。

「どうぞ」

「じゃあ、わたしの華か麗れいなる登場シーンからやりなおすからね」

　そう言って、エルフはベランダの窓まどを開けて、外に出ていった。

　改あらためて、ガラッと窓が開く。

「改めて、いくわよ！」

　エルフは、すぅはぁ、と深しん呼こ吸きゆうしてから、まさに『いま登場した』とばかりに声を張はり上げる。

「やっほー、エロマンガ先生！　奥おう義ぎ習しゅう得とく、はかどってるぅー♪」

　本来は、こうやって出て来たかったらしい。

「………………………………」

　紗さ霧ぎりは、不ふ機き嫌げんそうに目を細めた。

「あ！　やっぱり、ぜんぜんうまく行ってないんだ。くふふふふふ、そうだと思ったわ！」

「エルフ、紗霧を煽あおりに来たんだったら、帰れよ」

「まあまあまあまあ！　聞きなさいって！　くふふっ……新たな強きよう敵てきの登場で、窮きゆう地ちに追い込こまれた和泉いずみ兄妹きようだい──あんたたちを、このわたしが助けてあげる！」

「どういうことだ？」

　俺おれは素す直なおに問うた。前回、ムラマサ先せん輩ぱいとの対決の際さいにも、エルフにお世話になったことを思い出したからだ。彼女は、俺たち兄妹きようだいにとって、頼たよれる味方なのだ。

「あんたたちに、会わせたい人がいるのよ」

　エルフは片かた手てを腰こしに当て、俺と紗霧の顔を、順番に指さした。

「黙だまって付いてきなさい。もちろん二人一いつ緒しよにね」
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　そして──

　俺おれとエルフは、五ご反たん野の駅から電車に乗り、都内へと向かっていた。

　日曜昼間の車内は、それなりに空すいている。それでもロリータファッションの金きん髪ぱつ美少女というエルフのルックスはかなり目立ち、車内の女性たちから『かわいい～』『フランス人形みたい』などと言われていた。

　当人は、もう褒ほめられ慣なれているのか平然としたものだ。俺たちは、ドア近くに並ならんで立っているのだが、エルフはさっきからずっと、まるで子供のようにはしゃいでおり、しきりに喋しやべりかけてくるのだった。

「ねぇねぇ、マサムネ！　休日に、わたしと二人っきりでお出かけできて、嬉うれしいでしょ？　ぐちぐち悩なやんでいたのがパァッと晴れて、最高の気晴らしになったわよね！」

　まだ電車に乗っただけなのに、なにを言っとるんだ、こいつは。

「別に、悩んじゃいなかったけどな。俺は、エロマンガ先生を信じているからさ」

「そう？　あんたって、妹が悩んでたら、『どうしていいかわからないよー』って、一いつ緒しよに落ち込こんじゃうタイプだと思ったんだけど」

　さすがに鋭するどい。

「まぁ、な。心配はしてないけど……妹のために、なんにもしてやれなくて……信じてやることしかできなくて……モヤモヤはしてた」

「でしょ、外に出て正せい解かいね」

「そう……だな」

　外に出て、足を動かして、太陽を浴あびて──それだけでもだいぶ違ちがうものだ。

　本心から言った。

「……さんきゅ、エルフ。いい、気晴らしになった」

「！」エルフは、一いつ瞬しゆんだけ固かたまって、「いいのよ！　わたしたちの仲じゃない！」

　……すごく『いい顔』で笑うよなあ、こいつ。

　確たしかに、エルフと話しているだけでも、パァッと明るい気分になるかもしれない。

「でも、『二人っきり』じゃないだろ？　おまえが、エロマンガ先生も一緒にって言ったんじゃないか」

　俺は、大切に抱かかえたタブレットＰＣを掲かかげて言った。

　部屋から出られないエロマンガ先生も『通信』という形で、同行？　しているのだ。

　車内でスカイプ通話をするのは、マナー的にどうかと思うし、バッテリーの問題もあるので、いまはＬＩＮＥのグループトーク機き能のうを使ってやり取りをしていた。

　どさくさに紛まぎれて、妹のＬＩＮＥ ＩＤを教えてもらうこともできた。やったぜ。

『エルフちゃんが、会わせたい人って、誰だれ？』

　と、エロマンガ先生からテキストが届とどく。

　俺おれとエルフは、それを各自のスマホで見る。

「ふふっ、会えばわかるわ」

『なにもったいぶってんの？　今日のぱんつがピンクの縞しま々しまだってばらしちゃうよ？』

「──は？　あ、あんたっ、なんでそんなことしってるのよ!?」

　大声を張はり上げたエルフは、同じ台詞せりふをＬＩＮＥにも打ち込こんでいた。

　そしたら、ピロンと音が鳴り、エロマンガ先生がとある画が像ぞうを投とう稿こうしたのである。

　縞ぱんの画像であった。

「んなっ！　ど、どうやって──ハッ！」

　びくんっ、とエルフの肩かたが跳はねる。かぁぁ～っ、と、赤せき面めんし、

「ま、ま、ままま、まさかっ……あんた……あんた……わたしのっ」

『さっき脱ぬがした』
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　バッ！　エルフはとっさに、片かた手てでミニスカートの前を押おさえる。

　全身をわなわなさせながら、

「えッ、えええ、駅に階かい段だんとかあったのよ！　後ろにいた小学生くらいの子から、丸見えだったぽいんだけどどうしてくれるわけ！」

『──てのは噓うそ』

「ぜったい超ちよう美び人じんの変へん態たいお姉さんだって思われたじゃな──ってえ？　噓？」

『うん、このぱんつ、オレが描かいた絵だから』

「……………………ほ、ほんとうに……？」

　呆ぼう然ぜんと画像を覗のぞき込むエルフ＆俺。

　どう見ても、本物のぱんつにしか見えないが……。

「絵……だな」「絵……ね」

『すごいでしょ』

　誇ほこらしげなテキストを送ってくるエロマンガ先生。

　むふん、と、ぺたんこな胸むねを張はっている光景が目に見えるようだ。

　エルフとの外出は、俺のみならず、行き詰づまっていた紗さ霧ぎりにも、良い影えい響きようを与あたえたのかもしれない。

「確たしかにすごいけど……これがエロマンガ先生の描いた絵だとしても、見、見た……のよね？」

　エルフのぱんつを、だ。

「じゃなきゃ……その……わた、本物と、同じ柄がらを描けるわけ──」

『見なくても描ける』

　自信満々に（テキストで）答えるエロマンガ先生。

『かわいい女の子が穿はいているぱんつの柄がらを、さながら透とう視ししたかのように描かくことができるという、オレの「先生」が教えてくれた必殺のイラスト奥おう義ぎさ！』

「で、電車の中でセクハラはやめて頂ちよう戴だい！」

「その台詞せりふを俺おれのそばで叫さけぶんじゃない！　俺が痴ち漢かんしたみたいじゃないか！」

　ったく──ろくなこと教えねぇな、初代エロマンガ先生。

　おそらく、原理はシャーロック・ホームズがよくやるアレと同じだとは思うのだが。

『ちなみにターゲットと仲良くなるほど精せい度どがあがる』

「もはや人にん間げん業わざじゃないわねそれ。プロのラノベ作家たちが使う〝Ａ級きゆうスキル〟に匹ひつ敵てきするわ」

　自分や同業者に、変な必ひつ殺さつ技わざやらスキルやらを設せつ定ていするあたり、エルフと同じ人種のような気がするな──初代エロマンガ先生。

〝イラスト奥義〟は、エルフが設定するそれよりも、ずっとダイレクトにえろいっぽいけども。

　他にどんなものがあるのだろうか……知りたいような、知りたくないような。

『プロのイラストレーターの中には、無数の触しよく手しゆを自じ在ざいに操あやつり、女の子たちのスカートをめくりまくる、緑色の生物がいるらしいよ』

「人型ですらないですって!?」

　エロマンガ先生とエルフの会話は、かつてないほど盛もり上がっていたそうな。

　しばし電車に揺ゆられ、俺たちは新しん宿じゆくにある某ぼうホテルへとやってきていた。バカでかい塔とうのような建物を、エレベーターで上っていく。

　スカイプを繫つないだノーパソから、機械を通した声でエロマンガ先生が言った。

「エルフちゃんが会わせたい人って……こんな豪ごう華かなホテルに住んでるの？」

「豪華？　普ふ通つうでしょ？」

　いや、おまえからしたらそうなのかもだけど……。

　一いつ般ぱん庶しよ民みんの俺たちは、ちょっと気後れしてしまう。

　……きっと、エルフみたいにド派は手でな格かつ好こうのお姉さんとかなんだろうな。

　覚かく悟ごをしておこう。

「ちなみにエルフ、その手に持ってるバスケットは？」

「ん？　これ？　えーと、ワイロ的な？」

「……なんだそりゃ」

　エレベーターから降おり、堂々と歩いていくエルフのあとを、おずおずと付いていく。

　彼女は、とある部屋の前で立ち止まり、

「着いたわ。ここよ」

　インターホンを押おした。ピンポーンと音が鳴り──

「エッミリ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]♡　よくきたなっ！」

　いっさいの待ち時間なくドアが開き、中から人が飛び出してきた。

　ツリ目で赤毛の女の子だ。アスリートのように引き締しまった体たい軀く。Ｔシャツにショートパンツという、ラフな格かつ好こう。背せはエルフより少し高い。歳としは……俺おれと同じくらい、かな。

　にかーっ、と、キバをむき出しにして、快かい活かつな笑みを浮うかべている。

　エルフも同種の笑みを返した。

「はろはろー、アメリア。仕事が忙いそがしいのに、いきなり来ちゃって、悪かったわね」

「ばっか、おめーならいつでも大だい歓かん迎げいだって！　今日もめっちゃかわいいなっ！」

「フッ、当然よ。あのね、今日は、あんたに紹しよう介かいしたい人たちがいるの」

「えっ……紹介？」

　アメリアと呼ばれた女の子は、きょとんと目を丸くして──そこでようやく、エルフのとなりにいる俺に気付いた。くわっと目を細めて、不ふ機き嫌げんそうに言う。

「はあ？　誰だれ？　こいつ。エミリーとどういう関係？　つか、どっかで見たことあるよーな……」

　……うわっ、俺、すっげー歓迎されてないっぽい。

　おい、エルフ、なんとかしろよ──そういう意図を込こめてアイコンタクトを送ると、エルフは「任まかせとけ」みたいな顔で頷うなずいて、

「彼は、和泉いずみマサムネ、わたしの彼氏なの！」

「わざとやってんのか！」

　おまえらの関係をよく知らない俺にでもわかるよ！　それが最悪な紹介方法だってなあ！

「いやっ、いまのは──」

　慌あわてて弁べん明めいを試みると、赤毛の少女はツリ目を大きく見開いて、ぽん、とこぶしで掌てのひらを叩たたく。

「あ、あ～っ、和泉マサムネ！　おまえ、和泉マサムネか！」

「あ、ああ……そうだけど」

「なるほどな！　見覚えあったわけだぜ！」

「……どっかで会ったっけ？」

　勢いきおいに押おされながらも聞いてみる。しかし、彼女は俺の問いを完全にスルーして、じろじろと人の顔を眺ながめ回す。

「ふーん、おまえが最近、エミリーの彼氏ヅラしてやがるっていう──和泉マサムネ……」

　ビシッと俺の顔に指を突つき付けて──

「しょぼっ！」

「なっ」

「しょぼい！　まーったく釣り合ってないっ！　こんなんがエミリーの彼氏だなんて、とーてー認みとめられねーな」

「だから彼氏じゃないって！　つかっ……そういうおまえは誰だれなんだ！」

　エルフを本名で呼よんでいるってことは、相当親しい間あいだ柄がらではあるのだろうが……。

「おっと、そういや、自じ己こ紹しよう介かいがまだだったな」

　彼女は、親指で自分の顔をさし示しめし、

「オレ様は、アメリア・アルメリア！　『アルミ』ってペンネームでイラストレーターをやっている！」

「えっ、アルミ先生って……あの!?」

「美少女イラストレーター・アルミちゃんと人は呼ぶぜ！」

　ビシッ、と、ふんぞり返って言うのである。

　色々な意味で、エルフに匹ひつ敵てきする自己紹介だった。

　説明しよう。

　アルミ先生は、山やま田だエルフの代表作『爆ばく炎えんのダークエルフ』の挿さし絵えを担たん当とうしているイラストレーターだ。

　様々な画風を使い分けることができ、絵画や漫まん画がの方面でも活かつ躍やくしていて、そのどれもが超ちよう一いち流りゆうであるがゆえに──『万ばん能のうの絵え描かき』なんて呼ばれている。

　アルミ先生の描く、肉につ感かん的てきで、色気たっぷりの女の子たちは、エルフの作風とぴったり一いつ致ちしていて、まさにベストコンビといっていい。『爆炎のダークエルフ』が大ヒットしたのは、原作者の力だけでなく、イラストを担当したアルミ先生の力も大きいだろう。

　まぁ、そもそもライトノベルの面おも白しろさって、文章とイラストが合わさって生まれるものなのだけど。

　とにかく、超有名で、すごい人なのだ。

「……でも、まさか、こんなに若わかい女の子だなんて……」

　紗さ霧ぎりもエルフも、ムラマサ先せん輩ぱいも、俺だって若いから、人のことは言えないし、いまどき珍めずらしいことでもないんだろうが──驚おどろいた。

「かわいい。どんな下着つけてるのかな？」

　黙だまってろ、エロマンガ先生。

　エルフが、アルミ先生の肩かたを叩たたいて言う。

「アメリア──アルミちゃんは、わたしの幼おさな馴な染じみでもあるの。ほら、わたしって色んな習い事をさせられてた──って、前に言ったじゃない？　アメリアも、その一いつ環かんで、お母様が連れて来たのよ。歳としの近い友達、兼けん、絵の家か庭てい教きよう師し──って感じで」

「色々あって、意気投合したんだよなっ！　エミリーはオレ様の嫁よめ！」

　堂々と腕うでを組んで言い放つアルミ先生。

「アルミちゃんは、ちょっぴり日本語あやしいのよ。気にしないで頂ちよう戴だい」

　日本語というか、言動すべてがあやしいような気がするんだが……。

　バラエティ番組に出てくる外国人タレントみたいなものと処しよ理りしてしまっていいのだろうか。どうも違ちがう気がするぞ。

「エルフが俺おれたちに会わせたかった人って……」

「そう、このアルミちゃんよ」

「ぱんつ見たい」

　黙だまってろ、エロマンガ先生。

「………………………………」

「………………………………」

　俺とアルミ先生は、しばし間近で見つめ合った。

　しかし……エルフに負けないくらいかわいい顔をしているな、この人。つん、と強気そうなツリ目も、愛あい嬌きようのあるキバも、まるで欠けつ点てんにはならず、むしろ彼女の魅み力りよくを際きわ立だたせている。

　──なのに、なんでだろう。……ちっともドキドキしない。妹と一いつ緒しよに暮くらしていて、美少女には慣なれているから──といっても、ここまで無む反はん応のうなのは、我われながらおかしい。

　別に、嫌いやな感じはしないのだが。むしろ見た目だけなら、好感度激げき高たかなくらいなのだが。

　……女、だよな？

　彼女の膨ふくらんだ胸むな元もとに、ちらりと視し線せんをやったときだ──

「なぁ」

「!?」

　いきなり当人から声を掛かけられて、びくっとしてしまった。

「な、なんだ？」

「おめー、マジで、エミリーと付き合ってないの？」

「つ、付き合ってないよ。そう言ったろ？」

「ふぅん、そっか」

　なんとも言えない反応だった。

　納なつ得とくしたのか、してないのか、そして、俺がおっぱいチラ見してたことに気付いていたのかどうか。なにもわからない。

「じゃあ言っとくけど、オレ様に惚ほれんなよっ」

　アルミ先生は、腰こしを折り曲げ、人差し指を俺の顔に突つき付ける。

「オレ様、男と恋れん愛あいとか、まーったくする気ないからなっ。オレ様が超ちようかわいいからって、好きになるんじゃねーぞっ。おまえに恋れん愛あい感かん情じようを抱いだくことは、金こん輪りん際ざいありえねーからっ」

「わかったって！　そんなに念ねんを押おさなくても……！」

「いーや、おまえみたいなスケベ野や郎ろうには、こんくらい言っとかなきゃダメなんだっ」

　あ、おっぱいチラ見したのバレてるわ、これ。

　というか、こいつ、いままでの言動からすると……男おとこ嫌ぎらいの女の子っていうよりも……。

　そういうこと、なんだろうか？

「……了りよう解かい」

　俺は手を挙あげて降こう参さんする。すると、アルミ先生は、エルフに向き直った。

「それで、エミリー、このスケベ野郎を、オレ様に紹しよう介かいしたいって……どういうことなんだ？」

「お、やっと本題ね。えっと──アルミちゃん、あんたさあ、エロマンガ先生って知ってるでしょ？」

「！」

　アルミ先生は一いつ瞬しゆん固まり、ぱちくりと瞬まばたきした。

「そりゃ当然、知ってるけど」

「じゃあ、エロマンガ先生が、ピンチなのも知ってる？」

「『マスク剝はぎデスマッチ』の件けんだろ？　よーく知ってるぜっ？」

　やっぱり『例の騒さわぎ』は、業界に知れ渡わたっているらしい。

「そ。なら、話が早いわ。エロマンガ先生、いま、勝負に向けて、絵の猛もう特とつ訓くん中ちゆうなんだけど──あんまりうまく行ってないらしいの」

「……………………へぇ～、そう」

　アルミ先生が、がらりと無表情になった。なにか、思うところでもあるのだろうか。

「そんでね、実は、エロマンガ先生、いまここに来てもらってるのよ」

「えっ？　どこに？」

　アルミ先生は、入口から身を乗り出し、きょろきょろとあたりを見回す。

　エルフが、俺の抱だいているタブレットＰＣを指さした。

「ここよ、ここ。パソコン画面に映うつってるお面めんの人が、エロマンガ先生」

「どーもー、そんな恥はずかしい名前の人はしらねーけどっ」

　画面の中で、ちょこんと片かた手てをあげるエロマンガ先生。

「お、おう……どーも」

　ぱちくりと瞬きするアルミ先生。

　エロマンガ先生は、きわめてフレンドリーな口く調ちようで、こんな自じ己こ紹介をした。

「はじめまして、アルミちゃん。きみ、かわいいねー、どんなぱんつ穿はいてんの？」

「こんなひどい自己紹介、初めて聞いたよ！」

　俺は、頭を抱かかえそうになってしまう。慌あわててアルミ先生に頭を下げた。

「すみませんでした！　こいつ、ちょっと頭おかしいんで！」

「和泉いずみ先生、相あい棒ぼうに向かってなんてことを」

「うるせえ変へん態たい！　おまえも謝あやまれ！」

「あー、いーって、いーって、謝んなくっても」

　有あり難がたいことに──アルミ先生は、笑って許ゆるしてくれたようだ。片かた手てをひらひらさせて俺おれの謝しや罪ざいを退しりぞけるや、タブレットＰＣに向かって、ニカッとキバを見せつけた。

「こんちわ、エロマンガ先生。オレ様がつけてるのは、上下ともにスポーツ用だぜ」

　彼女は、あっさりと着用している下着を明かすや、逆ぎやくに問いかけてきた。

「そーゆーエロマンガ先生は、どんなぱんつ穿はいてんの？」

「えっ……」

「ん？　おまえ、声を変えてるけど女の子だろ？　ひっひっひー、どんなぱんつ穿いてんのっ？」

「……あぅ……えと……その……」

　うわ……エロマンガ先生が、完全にカウンターを決められている。

　いつもと逆ぎやくのシチュエーションだった。

　しかしアルミ先生、ちょっと会話をしただけで、エロマンガ先生の性せい別べつを見み抜ぬくとは……できるな。

　わたわたしているエロマンガ先生に向かって、アルミ先生はさらに追つい撃げきを加える。

「どした～？　オレ様はちゃんと答えてやったんだから、今度はそっちの番だぜいっ」

「……ぅぅ…………」

　お面めんをかぶったまま〝素す〟に戻もどり、弱弱しい声を漏もらす紗さ霧ぎり。

「…………にいさ……い、和泉先生……たすけ、」

「………………………………………………………………………………」

「い、和泉先生!?　なに聞き耳立ててるのっ!?」

「た、立ててないよ？」

「うそっ！　ぜーったいうそっ！　いま、こっそりタブレットを耳に近づけたでしょ！　わ、私が……どんなぱんつを穿いてるのか……じっくり聞こうとしたでしょっ！」

「してないって！　なんで決めつけるんだ！」

　まぁ、確たしかにね？　紗霧からフォローを催さい促そくされているのがわかってて、スルーしてしまったけども！　それは仕方ないんだよ！　俺も動どう揺ようしてたんだよ！

「えっちっ！　へんたいっ！　和泉先生なんて、もうしらないっ！　ふんっ！」

　ぶちっ、と、通信を切られてしまった。

「そ、そんな……」

　俺は、顔を真っ青にして絶ぜつ望ぼうに染そまる。アルミ先生がぽつりと言った。

「……自然な感じで逃にげやがったな」

　あ、ほんとだ。

「マサムネ、エロマンガ先生がいないと、話が進められないんだけど。なんとかして頂ちよう戴だい」

「スカイプにかけてみるけど……出てくれるかな……」

　エルフに促うながされ、俺おれは、再ふたたびエロマンガ先生とのスカイプ通話を試みた、のだが……。

「……出ない」

「『ぱんつの件けんは、もう聞かないから』ってメッセージを送りなさい」

「俺が送ると、セクハラになっちゃうじゃん。おまえがＬＩＮＥで送ってよ」

「めんどくさいわねえ──」

　などというやり取りの末、無事にエロマンガ先生とのスカイプ通話は復ふつ活かつした。

「通信復活～」

　と、軽い調子でエロマンガ先生が言う。エルフも、満足そうにうなずいて、

「これで本題に入れるわね」

　そこでアルミ先生が、エルフに言った。

「本題ねえ……オレ様に、どうしろっての？」

　まさに、それを俺も知りたいのだ。

　俺とエロマンガ先生を、アルミ先生と引き合わせて……エルフは、いったいどうするつもりなのか。

「くふふっ──よくぞ聞いてくれたわね。マサムネとエロマンガ先生も、よーっく聞いておきなさいよ！」

　エルフは、深い笑みを浮うかべ、さっそうとカッコいいポーズを決めた。

「アルミちゃん、エロマンガ先生に、あんたの〝イラスト奥おう義ぎ〟を見せてやって頂戴！」

「！」

「オレ様の……奥義？」

「そう──『万ばん能のうの絵え描かき』と呼よばれるアルミ先生による、必殺の〝イラスト奥義〟よ」

　おい、エルフ……それ……電車ん中で、エロマンガ先生と話してたやつじゃねーか。

　確たしかにエロマンガ先生いわく、プロのイラストレーターたちは、〝イラスト奥義〟──各自の〝必ひつ殺さつ技わざ〟とでも呼ぶべきものを持っているそうだが。

　それって、ぶっちゃけ、初代エロマンガ先生が、適てき当とうなことを紗さ霧ぎりに（あるいはグレートにも）吹ふき込んだってだけだろ。

　いきなり〝奥義〟なんて言われたって、アルミ先生、困こまっちゃうんじゃねーかな。

　ところが、話を振ふられたアルミ先生の反はん応のうはこうだった。

　大きく目を見み張はって、

「────驚おどろいた。すげえこと言うね、おまえ」

　あれっ、〝イラスト奥おう義ぎ〟で、話が通じているだと？

「ふふん、さすがわたしでしょ？　一番てっとり早いでしょ？　で──どう？　頼たのまれてくれる？」
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　アルミ先生は、腕うでを組んで考え込こんでいる。

「この前は、わたしがあんたに協力してあげたじゃない。そのお返しだと思ってさ」

　エルフは、手に持っていたバスケットを、アルミ先生に差し出した。

「あっ、そうそう、コレ、わたしの手作りクッキーなんだけど、よかったら食べて頂ちよう戴だい」

「しょ、しょうがねぇなぁ～ッ。ま、まーとりあえずっ」

　デレデレと表情を緩ゆるめたアルミ先生は、親指で部屋の中をさした。

「こんなところじゃなんだ、入れよ」

　通されたのは、めちゃくちゃ広い部屋だった。ソファにローテーブル、液えき晶しようテレビ……俺おれんちのリビングとよく似にた構こう成せいだが、明らかに〝お高そう〟な家具が並ならんでいる。

　ローテーブルには、デスクトップパソコンと液晶ペンタブレット、マイクなどが無む造ぞう作さに置かれている。

「…………」

　──少しだけ、紗さ霧ぎりの部屋を連想した。

「じゃ、その辺に座すわって──ん？　なに？　それが気になんの？」

「あ、ああ。これ、生放送の道具……だよな？」

「そうそう、最近始めたんだよねー、お絵え描かき放送」

「あ、私とおそろいだ」と、小さく素すで呟つぶやく紗霧。

「まあいいじゃない！　そんなことは！」

　エルフが、強引に話を打ち切った。

　アルミ先生が、テレビの正面のソファに座る。俺は同じソファに、少し離れて座った。

「わたし、お茶用意してくるから、クッキー食べながらお話しましょうよ！」

　エルフが、勝手知ったる他人の家、という感じで、バスケットを持って部屋から出ていく。

　アルミ先生は、エルフの後ろ姿すがた、というかおしりをじーっと見送って、

「えへへ」

　と相そう好ごうを崩くずした。

　俺がいままで会ったイラストレーターって、全員変へん態たいなんだけど……どういうことなんだ？　絵を描く人って、みんなこんなんばっかなのか？

　この前エロマンガ先生が『イラストレーターはみんな女の子のぱんつに興きよう味みしんしんの変へん態たい』などと失礼な決めつけをしていたけれど、あれってもしかして……本当だったりすんのかな。

「……………………」

　俺おれがやや引き気味で見ていると、アルミ先生がくるりとこちらに向き直って、

「いいだろ。ちょー羨うらやましいだろ」

「な、なにが？」

「超ちようかわいい幼おさな馴な染じみが、自分の部屋に来てくれて、甲か斐い甲が斐いしくお世話してくれて、なんと手作りクッキーとお茶まで振ふる舞まってくれるんだぜ！　オレ様って、超勝ち組だと思わねえ!?」

　アルミ先生のノロケに、こくこくとうなずくエロマンガ先生。

「勝ち組。まちがいない」

「だろ？　だろ？」

　そこで俺が言った。

「エルフ、最近毎日うちに来るけど」

「えっ」

「クッキー毎日焼いて持ってくるけど」

「はぁぁぁ!?　どっ、どういうことだよテメぇ！　ちゅ、ちゅきあっちゃちゃ！」

　嚙かんだらしい。舌したをべーっと出して苦くるしんでいる。

　いかん、あまりにもアルミ先生の『ドヤァ……』という表情がうざいから、つい対たい抗こうしてしまったが……変態と張はり合うんじゃなかった。めんどうなことになってしまった。

　俺は、慌あわてず騒さわがず弁べん明めいする。

「付き合ってないって。単に、家がとなり同士で、同業者だから、仲良くさせてもらってるだけだよ」

「でも……クッキー……」

　しょんぼりした顔を見ていると、罪ざい悪あく感かんが募つのってくるな。

「あ、和泉いずみせんせーが泣かしたー」

「な、泣かしてないって」

　お面めんをかぶってるときのエロマンガ先生って、どうしてこういい性せい格かくをしてやがるのか。

　にしても……。

　エルフが、最近クッキー焼きまくってるのって、たぶんシドーくんに対抗してるからだと思うんだよな。この前『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かいの打ち上げ』をやったとき、みんながシドーくんの手作りクッキーを褒ほめていたから……それでムキになってるんだと思う。

　負けず嫌ぎらいだから。

　俺は、少し考えて、こう言った。

「ああ、そっか。俺は、きっと、美味おいしいクッキーを作るための、練習台だったんだな」

「えっ？」

「今日、大好きなアルミ先生に食べさせるのが本番だったってことだよ」

「！」

　落ち込んでいたアルミ先生は、ぱぁっと夏のヒマワリのように笑った。

「そっかっ！　そーいうことか！　なーんだっ！　嫉しつ妬として損そんしちゃったぜー」

　ぎゅーっ、と、クッションを足まで使って抱だきしめて、

「えへへへへ……もうっ、かわいいなぁ！　かわいいなぁ！」

　そのリアクションの方が、アホかわいいと思う。

　まぁ、なぜかドキドキはしないのだが。

　こんな美少女に対して失礼な話だが……弟とか、男友達と話してるような感じである。

　照れ照れになったアルミ先生は、俺おれの肩かたを気安くパンパン叩たたいて、

「おい！　マサムネ！　おめー、結けつ構こういいヤツじゃねーかよ！　チビのくせに！」

「!?　ッちゃ、ちっ──チビっていうな！　クラスの男子より、ちょっぴり低いだけだから！　まだ成せい長ちよう途と中ちゆうなんだっ！」

「アハハハ、ラノベの貧ひん乳にゆうヒロインみたいな台詞せりふだな！」

「しれっと他人のコンプレックスに触ふれやがって！　楽しそうにするんじゃない！」

「……ふんっ、いつも小説で、ヒロインたちを貧乳ネタでいじってるくせに……自じ業ごう自じ得とくだぜ」

　と、小さな声でエロマンガ先生が呟つぶやく。

　──確たしかに、それを言われるとキツイっ！

　俺は、目をきつくつむり、こぶしを握にぎりしめた。

「くっ、すまない……俺の書いた歴代ヒロインたちよ！　いくら定番ネタとはいえ、毎回毎回『ぺちゃぱい』だの『まな板』だの言われて……辛つらかったよな！　そりゃ、怒おこるよな！　好きでおっぱい小さく生まれたわけじゃないのに……生で巨きよ乳にゆうを見ないと描かけないエロマンガ先生のせいなのに……っ！」

「オレに責せき任にん転てん嫁かすんなよ……」

「おまえらを描いてるやつが、貧乳だからちくしょう!!」

「おいっ、あとで覚えてろよっ！」

　があー、と、俺の胸むな元もとで吠ほえるエロマンガ先生。

　それを見たアルミ先生が、腹はらを抱かかえて笑っていた。

「アハハハ、おっもしれーなぁ、おまえら！　よしっ、マサムネ！　エロマンガ先生、オレ様のことは、親愛をこめてアルミちゃんって呼よんでいいぜ！」

「最初からそー呼んでるし」

「俺のことを身長ネタでいじるようなやつに、ちゃん付けなんてしてやらない」

「気にしてたのかよ！　ごめんね！」

　再ふたたびパンパン肩を叩いてくるアルミ先生──いや、もうアルミでいいか。

　そこで、エルフがお茶とクッキーをお盆ぼんに載のせて戻もどってきた。

「あらら、あんたたち、もう仲良くなったの？」

「別に仲良くねーよ」と、俺おれ。

「つれないこと言うなよ！」

　ぐい、と肩かたを抱だき寄よせてくるアルミ。

　うーん、やっぱりドキドキしないな。肩に胸むねが当たってるのに、ちっともときめかない。

　半目になって言ってやった。

「やめろ、暑苦しい」

「よし、合ごう格かく！」

「なにがだよ」

「ひっひ、おまえは、オレ様に惚ほれそうにないってコト。そういうやつなら、ちゃんと友達になれそーだなってよ」

「なんだそりゃ」

「マサムネおまえ～、好きなやつがいるんだろぉ？」

「な……にゃに……っ」

「おうっ、図星！」

　アルミは、ぱんぱん素す足あしを打ち鳴らしてはしゃぐ。すらりと健けん康こう的てきに伸のびた生足が、なまめかしい。紗さ霧ぎりに目の前で同じことをされたら、心しん臓ぞうが爆ばく発はつしてしまうと思う。

「……カマをかけやがったな」

　ジト目でにらむ俺だったが、別にもう怒おこっちゃいなかった。悪ガキめいた笑い声を聞いているうちに、どうにもアルミのことが、憎にくめなくなってきたからだ。

「オレ様ってかわいいからさあ──別に超ちよう好きな人がいるやつじゃないと、すぐに惚れられちゃうんだよ」

　……自じ信しん過か剰じようってわけでもなさそうなのが、ムカつくな。

　そんなやり取りを、エルフがにやにやと満足げに眺ながめていた。

「じゃ、みんなが無事に仲良くなれたところで──〝イラスト奥おう義ぎ〟のお披ひ露ろ目め会かいを始めましょうか！」

　ローテーブルを囲み、お披露目会とやらが始まった。

　左から順に、エルフ、アルミ、俺という位置関係でソファに並ならんで座すわっている。

　俺の胸には、エロマンガ先生。

「オレたちに、アルミちゃんが〝イラスト奥義〟を見せてくれるって話だけど──」

　さっそくエロマンガ先生が、本題を切り出す。

「まぁ慌あわてんなって。まずはコレを食べてからな」

　アルミが、クッキーをぱくつきながら言った。

「美味うまい！　美味い！　美味ぁ──────い！」

　こいつ、いくらなんでも、リアクションでかすぎだろう……。

　グルメ漫まん画がの審しん査さ員いんかよ。

「ありがとう。アルミちゃんてば、相変わらずいい反はん応のうをしてくれるわね──」

　エルフは優ゆう雅がに紅茶を一口飲み、それから「ふふっ」と微び笑しようした。

「さあ、マサムネも、エロマンガ先生も、遠えん慮りよなく食べて頂ちよう戴だい。わたしの作った究きゆう極きよくのクッキーを！」

「あ、ああ、でも……」

　俺おれは、ちらりとエロマンガ先生を見やる。

「うぅ……画が面めん越しだから食べられない。あとそんな名前のひとはしらない」

「……お土産みやげにしてもらうから、あとで一いつ緒しよに食べような」

「……ひとりで食べる」

「…………そうっすか」

　俺たちは、しばしエルフの用意してくれたクッキーと紅茶を楽しんだ。

　エロマンガ先生が、うらめしそうにそれを見ていた。

「どうかしら？　国くに光みつなんかよりも、わたしが作ったクッキーの方が美味しいでしょ？」

「やっぱり、シドーくんと張はり合ってたのか」

「ふんっ、悪い？　で──どうなのマサムネ？　わたしと国光、どっちを選ぶの？」

「なんだよ、そのギャルゲーの選せん択たく肢しみてーな質しつ問もんは……」

　ちなみに獅し童どう国光──シドーくんは、お菓か子し作りが得意な、俺の後こう輩はい作さつ家かである。

　正直、両者の作ったクッキーは、どちらも美味しく、甲こう乙おつ付けがたいデキだ。

　ただし……なんとなく、わずかな差ではあるが……。

「まぁ、今回は、エルフの勝ちかな」

「やった♪」

　エルフは、それはもう嬉うれしそうにガッツポーズをした。ニマニマ嬉しそうにしている。

「くふふふ、そーよね！　そーよね！　わたしの作ったお菓子には、〝心〟がこもっているもの！　美味しいに決まっているわ！」

「むー」

　何故なぜかエロマンガ先生が、不満げなうなり声を漏もらした。

「〝心〟がこもっている──ねぇ」

「ん？　なぁに、アルミちゃん？」

「いんや、結局のところ、〝それ〟が創そう作さく系けいの最さい強きよう技わざなんだよなーってさ」

　アルミのぼやきには、自じ嘲ちようめいた響ひびきがあった。

「あんまり好きじゃねーんだよ〝それ〟。──知ってる？　オレ様の、昔のあだ名。『上手うまいだけの絵え描かき』だの『機き械かい仕じ掛かけのアルメリア』だの。なんでも、オレ様の絵には、心がこもってねーんだってよ──」

「あっ、懐なつかしいわね！　向こうに住んでいたとき、わたしが付けたかっこいい二つ名じゃない！」

「けっ、忘わすれもしねーよ。初めて会ったその日につけられたんだ。人が気にしていることを、平然とえぐってきやがって」

「そうそう、アルミちゃんてば、歳としの近い友達、兼けん、絵の家か庭てい教きよう師しとして呼よばれたのに、雇やとい主の娘むすめであるわたしのことを、笑って蹴けっ飛とばしてくれたのよね。思い返してみると、最悪の初対面だったわ！」

　何年前の話か知らないが、エルフって昔から、初対面の印象悪いやつだったのか。

　──俺おれんときも、そうだったしな。

　エルフは、片かた目めをつむり、指を一本立てて見せる。

「どんなジャンルのどんな絵でも、要よう望ぼうどおりに描きあげる。どんな人のどんな絵え柄がらもどんな技ぎ術じゆつも、一ひと目め見ただけで、きわめて正せい確かくに模も倣ほうできる──稀き代だいの天才少女。けれどその絵には心がなく、魂たましいがなく、人の心を震ふるわせない。決して〝本物〟には敵かなわない────」

　エルフは、歌うように言った。

「わたしと初めて会ったころ、アメリア・アルメリアは、そんな絵描きだったわ」

「まるでライバルキャラの設せつ定ていだな」

「ふふん、うまいこと言うじゃない、マサムネ。〝他人の能のう力りよくをコピーする〟なんて、創そう作さくでよく使われる『三大チートスキル』のうちのひとつだもの。〝写しや輪りん眼がん〟に〝誇りの略奪プライドスナツチ〟、〝完全無欠の模倣パーフエクトコピー〟に〝盗賊の極意スキルハンター〟──枚まい挙きよにいとまがないけれど、作り手視点で見れば、まぁー、かませに最さい適てきの設定よ。実じつ際さい、昔のアメリアは、『かませ用最強キャラ』を地じで行く天才少女だったわ。そりゃあ、初対面の美び幼よう女じよに、バカにされもするわよね！」

「アハハハハハ！」

　挑ちよう発はつするようなエルフの台詞せりふに、アルミは腹はらを抱かかえて笑う。

「オレ様、おまえのそういうところが大好きなんだ。──そんだけ全力でバカにされりゃあ、『見返してやるぞ、この野や郎ろう』って気にもなる」

「……すげぇわかるわ」

　──上等だこのクソエルフめ。勝ってやるぞ。

　俺も、そうだった。

「だろ？　……まぁ、昔の話だよ。その弱点は、もうとっくに克こく服ふくしたんだ」

　ニヤリと悪そうに笑うアルミ。

　心がこもっていない絵を描く──〝ニセモノ〟では、なくなった、というのだろうか。

「弱点を克こく服ふくしたぁ～？　そうかしらねー、ちょ～っと油ゆ断だんすると、いまでも『全ぜん裸らなのにちっともえっちくない女の子』を描かくじゃない、アルミちゃんてば」

「あ？　なんだとコラ？　そりゃ、この前、『ダークエルフ』の挿さし絵えの件けんで、オレ様と喧けん嘩かしたときの話か？　ありゃあ、ちーっともえっちくない文章を書く原作者様が悪りーんだろ？　あれじゃこっちも気合入んねーよ」

「なんですって!?　た、確たしかにあのときは、わたしもやる気なかったから、文章微び妙みようだったかもだけど！　そこであんたが超ちよう素す敵てきな全裸イラストを描いて送ってくれれば、やる気ＭＡＸファイヤーになって最高の文章に書き直せたのよ！　それをなによ、あの心のこもってない全裸は！　あんなんじゃ、わたしのチンチンはまったく反はん応のうしないわ！」

「てめーのどこにチンチンが付いているのか言ってみろや！」

「心よ！」

　………………………。

　聞くに堪たえない美少女同士の喧嘩だったが──

　こいつらが仲のいいコンビだというのは、めちゃくちゃ伝わってきたよ。

「弱点を克服したっつー証しよう明めいもしなくちゃだし、食い終わったし、始めるかね」

　アルミは、おしぼりで指を丹たん念ねんに拭ふき、ペンを手に取った。

「見せてやるぜ──オレ様の〝イラスト奥おう義ぎ〟を！」

「……ついにか……よしっ」

　エロマンガ先生の口く調ちようは真しん剣けんだ。もとより、行き詰づまっている現げん状じようを打開するために、エルフに連れられてここにやってきたんだものな。

「……俺おれも、よく見ておかなきゃな」

　絵の素人しろうとである俺が、アルミ先生の仕事ぶりを見学して──得るものがあるかどうか。

　それはわからないが、エロマンガ先生のために、ベストを尽つくすべきだろう。

　──単たん純じゆんに、楽しみでもある。

　イラストレーターが、一いつ生しよう懸けん命めいに絵を描く姿すがたは、とてもかっこいいからだ。

「えーっと、そうだな。エミリー、ちょっとそこでポーズ決めてくれるか？」

「あ、わたしがモデルなんだ。いいわよ──こうかしら」

　エルフは、ソファに座すわって足を組み、ふんぞりかえった。

「うんっ、めっちゃかわいい！　さすがオレ様の嫁よめ！」

「えへへへ、当然じゃない！　わたしだもの！」

　素す晴ばらしい笑顔を見せるエルフに、俺はこう聞いた。

「電車の中では、褒ほめられても平然としていたのに、いまはずいぶん嬉うれしそうだな」

「知らない人に褒められるのと、友達に褒められるのじゃ、ぜんぜん違ちがうわよ」

「そういうもんか？」

「そういうものよ。あんたも早く褒ほめなさい」

「はいはい、かわいいかわいい」

「ふふふ～、知ってる！」

　エルフは、満足げにニヤニヤしている。

　俺おれたちが、そんな会話をしているわきでは、ペンを構かまえたアルミが、じっとエルフを観察していた。

　まるで刀を抜ぬき放つ直前のような、張はり詰つめた緊きん張ちよう感かん。

「す──っ、ふぅ」

　深しん呼こ吸きゆうをひとつして──

「いくぜ！」

　アルミはペンを走らせた。液えき晶しよう画が面めんに、エルフの全身が描えがかれていく。デフォルメされていない、写しや実じつ的てきな絵だ。まるで現げん実じつを写し取るかのように……よう……に……。

「お、おい……アルミ、これ……」

　俺は、アルミの描いているものの正体に気づき、戦せん慄りつする。

　アルミは、こちらを一いち瞥べつもせずに声を荒あらげる。

「話しかけるな！　いまいいところだから！　よし……よし……完成だ！」

　エルフが調子こいた口く調ちようで問うた。

「出で来き栄ばえはどうかしら？　アルミちゃんの腕うでを疑うたがうわけじゃないけれど──このわたしの美び貌ぼうを、きっちり表ひよう現げんできている？」

「我われながら完かん璧ぺきだ！　なっ、マサムネ？　エロマンガ先生？」

「お、俺に聞くなよ！」

　とある理由から、俺はそう答えるしかない。エロマンガ先生も黙だまっていた。

　それを見たエルフが眉まゆをひそめ、首をかしげる。

「な、なんか、様子がおかしいわね……」

　そこでエルフは、ハッと何かに気づいたように目を見開く。勢いきおいよく立ち上がった。

「ちょ、ちょっとそれ、見せなさい！」

　こちらに周りこんで、液晶画面を覗き込むエルフ。その目に映うつったものは──

「アルミこらあぁぁぁぁぁっ！　この絵ぇっ！　なんでわたしハダカなのよ！」

「説明しよう！　かわいい女の子を、さながら透視したかのように描くことができるという、オレ様の『師匠』が教えてくれた必殺のイラスト奥義！」

　ガッ！　アルミは、力強いガッツポーズとともに、こう叫さけんだ。

「その名も、『ネイキッドアナライザ痛ぁッ！」

[image: ]

　エルフに思いっきり頰ほほ肉にくを引っ張られ、アルミは[image: ]こんな顔になっている。

「ちょ！　エミっ……痛いたいって！　やめれっ……ごめ……ふゃやるからっ！」

「アルミちゃんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ったのなんて、もう何年も前よねえ！　なんであんた、最さい新しん版ばんのネイキッドエルフ様をこんな正せい確かくに描かけちゃうのよ！」

「そういう奥おう義ぎだからな！　おまえのことが大好きだからな！」

「答えになってなぁーいっ！　げ、原理は想そう像ぞうつくけれど……ま、まったく……っ！」

　そこで俺おれがぽつりと一言。

「あっ、この絵……正確なんだ」

「!?　……っ……も、もぉぉ！　見るな！　消しなさい！」

　こんなに『普ふ通つうの女の子』っぽく恥はずかしがっているエルフを見るのは、初めてかもしれない。いつもはもうちょっと、なんというか、自分から見せてくる感じだったから。

　だからだろう──不覚にも、エルフにドキドキしてしまっていた。

　エルフは、アルミの頰肉をようやく解かい放ほうして、

「ちくしょう！　そうよね！　このエロストレーターに『〝イラスト奥義〟を見せて』なんてリクエストしたら、こうなることはわかっていたのに……！　わたしがバカだったわ！」

「いちちちち……おーイテ。──オレ様なりに、かわいい相あい棒ぼうの考えを深読みした上で、リクエストに応えたつもりだったんだけどなぁ」

「わかってるわよ！　わかってたわよ！　わかってはいたけれど……予想を上回ったの！　ああもう！　まったくっ、こんなアホな必ひつ殺さつ技わざを考え付くあんたの師し匠しようって、とんでもないエロ女ね！　痴ち女じよよ！　痴女──」

　どうやら、アルミの絵の師匠は、女で──その人が、いま披ひ露ろうしてもらったエロ奥おう義ぎの考案者であるらしい。

　いや、というか……ニブい俺おれにですら、段だん々だん、薄うす々うす、わかってきたぞ。

　エルフが、俺たちとアルミを引き合わせた理由。

　そして、アルミとその師匠の〝正体〟……。

　きっと、エロマンガ先生も気付いている。

　だからだろう。

「なぁ、アルミちゃん。おまえの師匠って……どんな人だったんだ？」

　エロマンガ先生が、真しん剣けんな口く調ちようで問うた。

　アルミは、質しつ問もんの意図を察したようで、「きひひっ」と笑って、

「そうだなあ……一言でいうと」

「一言でいうと？」

「オレ様を数倍ダメにしたような感じだ」

　そいつは本気でヤベーな。

「常つねになに言ってっかわかんねー人でもあった。感かん覚かく派はっつーか、天てん然ねん系けいの天才っつーかよ。すごいイラストレーターではあったけれど、人にものを教える才さい能のうは、まったくなかったんじゃねーかな。いまにして思うと、あの人から、よくぞオレ様のような素す晴ばらしい弟で子しが育ったもんだぜ。まぁ、かなりの部分、勝手に育った自覚があるけどよ」

　師匠の話をするアルミは、とても楽しそうだった。

　きひっとキバを見せて、笑みを浮うかべている。

　俺は、話の続きを促うながした。

「天然系って……たとえば、どんなふうに？」

「風景画を描かくのに、えっちなコスプレをさせるような人だった」

「それ、おまえにコスプレさせたいだけじゃないの!?」

　風景とまったく関係ないじゃん。

「オレ様もそう思って、アホ師匠いくらなんでもテキトーこきすぎだろシメんぞコラって怒おこったんだ。でも──でもな。どういうわけか、師匠の言うとおりにすると、毎回毎回、めちゃくちゃいい絵が描けるんだよ」

「……………………」

「どーよ、意味わからんだろ？　頭おかしくなりそうだろ？」

　まったく同感だった。意味がわからない。

　でも、

　──ビビビーって娘こが見たいの！

　紗さ霧ぎりも、わりとそういうとこあるよな。

「当時のオレ様は、言葉の不自由な師し匠しようが喋しやべる、意味不明の教えを、必死んなって解かい読どくしたもんだ。まぁ、ようするに、『あの人』が言いたかったのは──」

「──『心をこめて描かきなさい』ってことだと思うんだよな」

　アルミは、自分が口にした言葉に、照れくさそうにしていた。

「あー、恥はずかしい。オレ様、ずーっと理り詰づめで絵の勉強してきたからよー。『心』とか、『愛』とか『思いやり』とか『共感』とか──オカルトめいてて、ホントはすっげーキライなんだよ。できれば使いたくねー言葉だぜ」

「……少しわかる気がする」

　小説も同じだ。

『心をこめて書きましょう』──良い小説を書くコツとして、そんなことを言われると、モヤモヤしちゃうよな。ちっとも具体的じゃなく、漠ばく然ぜんとしている。

　ずっと小説を書き続けている俺の体感では、圧あつ倒とう的てきに正しいと思うんだが。

　なんで？　それってどういうことなの？　って聞かれると困こまる。うまく説明できない。

「『上手うまい絵』を描かくための技ぎ術じゆつって、結局はＴＩＰＳの積み重ねでしかねーから、理詰めでぜんぶ説明できるんだけどさあ、『上手い絵』は、『上手い絵』であって、『すげー絵』じゃあねーよなあ」

『上手い絵』を描く方法は理詰めで教えられるけど。

『すごい絵』を描く方法は、その限かぎりではない──と、アルミ先生は言う。

「『すごい絵』って、なんだ？」

　エロマンガ先生が、聞いた。きわめて純じゆん粋すいな、本ほん質しつを衝つく質問だ。

　アルミ先生はこう言った。

「人の心を動かす絵のことだ。光って見える絵のことだ。喜き怒ど哀あい楽らくを発生させ、見るものを感動させる絵のことだ。科学的にいやあ、ドーパミンやらセロトニンやらの脳のう内ない物ぶつ質しつの分ぶん泌ぴつ量りようを変化させる絵ってことなんだろーが──どうしてそーなるのかってのは、完全にはわかってねえんだってさ。絵でも風景でも音楽でもなんでもいーんだけどよー、『なんで人はすげーもんに触ふれると感動するのか』、ひいては『どうやったら人を感動させるもんを作れるのか』──いまんとこ科学的には、ちゃんと説明できねぇっぽい。不本意ながら、アホ師匠のオカルトに頼たよるしかねぇ」

『心をこめて描かきましょう』

「対戦ゲームが、極めると最終的に運ゲーになっちまうのと似にててよー、芸げい術じゆつだの創そう作さくだのは、どーしても精せい神しん論ろんに行きつくよなぁー」

　アルミは、どさっとソファーにふんぞり返った。足指をぐにぐに動かして喋しやべる。

「あくまでオレなりの解かい釈しやくだけど、『心をこめる』ってのは、自分の中にある『感動した体験』を素そ材ざいにして、組み合わせたり、加工したりして、作品にくっつけることなんだ。『なーんであんとき、超ちようドキドキしたんだっけっかなあ──』ってな感じで思い出して、その原げん因いんとなったものを模倣コピーして描くわけ。──わかるか？」

「わからん」「…………………………すこし」

「わかるわ！　アルミちゃんならではの解釈よね！」

　それぞれの返答。もちろん自信満々で答えたのはエルフだけだ。

　たぶんこれでも『元の教え』よりは、百倍わかりやすく言ってくれているんだろうなあ……。

　俺おれは、指を立てて言った。

「もうちょい『具体的な例』があるとわかりやすいんだが」

「……『具体的な例』って、たとえば？」

「たとえば──アルミ先生が、全力で、本気で、『超かわいい女の子』を描こうと思ったら、どうやるんだ？」

「────それは」

「それは？」

「………………それは……だな」

　アルミの顔が、ゆっくりと、真っ赤になっていった。

「……えっと……えっと……ぅぅ……」

　強気そうな瞳ひとみがうるみ、見ているだけで切なくなってしまうような憂うれいを帯びる。

　その表情は、恥はじらい、ではなかった。

　怒いかり、でも、なかった。

　──ああ……俺、これ、知ってる。

　鏡かがみで、何度も見たことがある。この感情は────

「『恋こいする女の子を描く』ぜ」

　アルミ先生は、そう言った。胸むねをぎゅっと鷲わし摑づかみにして、唇くちびるを嚙かむ。

　震ふるえる指でペンを摑み、先ほど描き途と中ちゆうだった線画に──

　色を塗ぬっていく。

「こうやって、描きながら──恋をしたときのことを、思い出すんだ」

　命を、吹ふき込こんでいく。

「好きで好きで好きで好きで好きで好きでしょうがない人の顔を、思い描えがいて……自分の中からバンバン湧わき出てくるどうしようもない気持ちを……〝素そ材ざい〟にする」

　きつい。息が苦しい。胸むねが痛いたい。

「普ふ段だんは、そいつを組み合わせたり加工していくんだが、今回のオーダーなら〝生〟がいい」

　俺おれは、彼女に、完全に感かん情じよう移い入にゆうしてしまっていた。

　できあがる絵を見るまでもない。

　──兄さん、私、好きな人がいるの。

　激はげしい〝共感〟が、俺の胸を苛さいなんだ。彼女にも、同じような〝体験〟があるのだろう。

「……頭ん中、どうしようもない気持ちでグチャグチャにして……胸ん中をグルグル回して……そいつを絵にのせていく」

　それはきっと、きわめて残ざん酷こくな〝失しつ恋れん〟の記き憶おくだ。

　あきらめきれない、けれどどうにもならない〝悲恋〟の想いだ。

　たとえるならば、鋭するどい刺とげを喰くいこませながら、それでも力強く脈動し続けている心しん臓ぞうのような。あるいは、結ばれるべきではない相手に恋こいをした者の末路のような。

「こんだけむき出しで描かきゃあ、いー確かく率りつで刺ささるだろうよ。生まれてから一度も恋をしないやつなんて、そうそういねーだろうからなあ──」

　彼女は、胸が張はり裂さけそうな気持ちで絵を描いて──

　心をこめる。
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　大きく息を吸すい込こんで、立ち上がり、叫さけんだ。

「好きだぁぁあぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁああぁぁぁぁっ！」

　声が枯かれ果てるまで絶ぜつ叫きようし──力ちから尽つき、床ゆかに、ばったりと倒たおれ伏ふす。

　ぜぇぜぇ、と、アルミは、瀕ひん死しの有あり様さまで言った。

「……とまぁ、こうやって描くんだ。……わかったか？」

　まったく論ろん理り的てきでも科学的でもなかったけれど。彼女が身を持って実じつ演えんしてくれた『すごい絵の描き方』に、俺は、これ以上ないほど納なつ得とくした。めちゃくちゃ共感した。

　というか、『俺も小説書くとき、似にたようなことやってるわ』って思った。

　心配にもなった。

「……アルミ先生は……絵を描くたんび、毎度毎度それやってんの？」

「毎回やってたら……死ぬ…………」

　だよな。精せい神しんが保もたないよな。わかるぜ。

　彼女は、汗あせびっしょりになって、いまだに起き上がれずにいる。

「いまのは、わかりやすくやってやったんだよ──っつか、てめーの出したお題がドンピシャだったせいだぞ……あー、しんど」

　よっこらしょ、と、身体からだを起こし、アルミはその場で立ち上がる。

「ほらよっ、完成だ」

　彼女は、液えき晶しようペンタブレットを俺おれに渡わたす。

　俺はエロマンガ先生と一いつ緒しよに、描かかれたイラストを覗のぞき込む。

「────」

　そこに描えがかれているのは、先と同じ、あられもない姿すがたのエルフである。

　いまは、鮮あざやかに色が塗ぬられていた。

　アルミと俺たちを引き合わせる際さい、エルフが言っていた台詞せりふの意味が、ようやくわかった。

「………はん、なるほど。こりゃ確たしかに、てっとり早い」

　匂におい立つような色いろ香かを放ち、光かがやいてさえ見えるその絵には──心を動かす力があった。　描かれた可か憐れんな少女に、恋心を抱かせる。それだけの想いが込こめられていた。

「…………懐なつかしい。やっぱり……これ──」

　エロマンガ先生と紗さ霧ぎりが、変声機を通さぬ声で、呟つぶやいた。

「お母さんの絵だ」

　いまにも、泣き出しそうな声だった。嬉うれしそうにも、悔くやしそうにも聞こえる声だった。

「そう」

　アルミが、紗霧を見て、うなずいた。

「いまはもういない──師し匠しようから教わった、最後の奥おう義ぎだ。絵に心を込める〝必ひつ殺さつ技わざ〟さ」

　彼女は、片かた腕うでを真っ直ぐ横に伸のばし、

　エルフから黒い何かを受け取った。

「『エロマンガ先生』なんて、自分じゃ断だんじて名乗りたくねー、こっ恥ぱずかしいペンネームだよなあ──そんな名前はいらねーって思うやつが大半だよなぁ──」

　アルミは、エルフから受け取った〝それ〟──黒いお面めんを、ゆっくりとかぶる。

「だけどよー、それ、オレ様に『絵の描き方』を教えてくれた、超ちよう恩おん人じんの名前なんだよ──えろくてアホなオレ様の師匠が使ってた、すっげー特別なペンネームなんだ」

　ぐっと、こぶしを強く握にぎりしめ──喝かつ破ぱする。

「タダでくれてやるわけにゃいかねーな！　たとえ師匠の娘むすめでもだ！」

「！　やっぱり……アルミちゃんが──」

　──イラストを描かき始めたきっかけは……お母さんが、教えてくれたから。

　──『エロマンガ先生』は……私の……私の………………私、に……。

　──私に、絵を教えてくれた人なの。

「『エロマンガ先生グレート』！」

　すべてつながった。初代エロマンガ先生の正体も、エロマンガ先生グレートの正体も、動画ジャックに見せかけた、あの演えん出しゆつの仕し掛かけもだ。

「ふふんっ、ようやくすべてがわかったようね──エロマンガ先生グレートって、かっこいいペンネームでしょ？」

　エルフが俺おれに、かわいく片かた目めをつむって見せる。

「エロマンガ先生の兄あに弟で子しって意味で、このわたしが付けたのよ！」

「エルフ！　ってことは──」

「あんたたちの新作発売日に、『世界で一番可愛かわいい妹』を見たアルミちゃんから、共きよう闘とうを持ちかけられたのよ。いまこそ〝ニセモノ〟のエロマンガ先生をブチのめすときだとね！」

　そのときに、色々な事情を聞かせてもらったわ──と、エルフは言う。

　つまり、エロマンガ先生とグレートの初はつ遭そう遇ぐう、あのときにはもう……。

「おまえ、俺たちを裏うら切ぎってたのか！」

「裏切り？　くふふふふ、頭ずが高いわよマサムネ──いったい、いつから偉い大だいなるこのわたしが、底辺作家であるあんたの仲間になったのかしら？　最近ちょ～っとなれ合っているからって、勘かん違ちがいしないで頂ちよう戴だい」

「なっ……」

　エルフは、ちちち、と、指を振ふって、堂に入った悪役口く調ちようで言う。

「今回、わたしはエロマンガ先生の敵てきに回るわ！　ここに連れてきたのも、あんたたちにさらなる絶ぜつ望ぼうを与あたえるためよ──さぁ、アルミちゃん、否いな、『エロマンガ先生グレート』よ！　やっておしまい！」

「改めて言っておくぜ──紗さ霧ぎり！」

「！」

「おまえにこのペンネームは渡わたせねぇ！　欲ほしけりゃ、オレ様からぶんどってみせな！」

「………………………………なくたって…………」

「言われなくたって、お姉ちゃんになんかもう負けないっ！」

「────」

　紗さ霧ぎりを指さしたまま、グレートが固まる。紗霧はさらに、声を荒あらげてこう続けた。

「私はっ！　オレは……っ！　兄さんと一いつ緒しよに、夢ゆめを叶かなえるんだ！　こんなところで負けるかぁ───っ！　は、恥はずかしくったってっ……やってやる！　見せてやるっ！　私の心をぜんぶ出して！　お姉ちゃんにも──お母さんにも負けない、私のイラストを描かいてやるっ！」

「それが、私の、〝エロマンガ魂だましい〟だぁ──っ！」

　言い切って──

　エロマンガ先生は、ぶちんと通信を切せつ断だんした。

　アルミ──グレートは、黒いお面めんを外し、

「お姉ちゃん、ね」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

「そんじゃあ──妹にゃ、負けてらんねーよなぁ」

　キバを剝むいて笑う表情は、きわめて好戦的で。

　そして、嬉うれしそうでもあった。

　あっという間に数日が過すぎ──『マスク剝はぎデスマッチ』の前日になった。

　時じ刻こくは夕方。

「ついに、明日か」

　学校から帰ってきたばかりの俺おれは、リビングから天てん井じようを見上げ、呟く。

　あの日、俺たちは、エロマンガ先生グレートの正体を知り、改めて、対決の意思を固めた。

　あれから紗霧は、引き続き『開かずの間』に引きこもり、絵の特訓をしているようだった。

　紗霧が──グレートを倒たおすための奥おう義ぎを習得できたのかどうか、勝機が見えたのかどうか、いま、なにを思っているのか。なにもわからない。

　変わったことといえば、ちゃんと床ゆかドンをして、食事をするようになったこと、くらいか。

　いや、これだけでも、とてもいい変化ではあるのだが。

「………………落ち着かない」

　俺が勝負をするわけではないのに、胃いがキリキリしてきた。

　そんなとき──

　どん、どん、と、天井から音が鳴った。いつもより控ひかえめな、優やさしい床ドンだった。

　兄あに貴きを呼よぶ、妹からのメッセージだ。

「……優しい床ドンってなんだよ……我われながら意味わからんな……」

　でも、そう感じたのだ。

　俺は、階かい段だんを上り、再ふたたび『開かずの間』の前に立った。

「紗さ霧ぎり、どうした？」

　ノックをすると、ほどなく扉とびらが開き、紗霧が出てくる。

　この半年で、何度となく繰くり返されてきたやり取り。

　しかし、妹の姿すがたを目まの当あたりにした俺おれは、

「──────」

　絶ぜつ句くしてしまう。かつて、紗霧が、おしゃれをして出て来たあのときも、浴衣ゆかたを披ひ露ろうしてくれたあのときも──俺はあまりの衝しよう撃げきに慌あわてふためいてしまったものだ。

　けれど、今回の驚おどろきは、それらとは違ちがっていた。

　強きよう烈れつな既き視し感かん。

「紗霧……その……服って」

「……ん……」

　紗霧は、うつむき、指を前で組んで、もじもじと身体からだを揺ゆらす。

　お風ふ呂ろ上あがりなのか、その顔は火ほ照てっていて……

　妹の身体からは、甘あまい香かおりとともに、ふわりと湯気が立ち上っていた。

　ヘッドセットはつけていない。

　紗霧は、わずかに唇くちびるを震ふるわせ、素すの声で、ゆっくりと、儚はかなげに──

「……初めて会ったときに、着てた……服」

　そう言った。

　シンプルなブラウス、スカート。女の子が、がんばって背せ伸のびして、新しい家族と会うために、おしゃれをしてきたのだろう。そんな物語を想そう像ぞうさせる、かわいらしい服ふく装そうだ。

　そして、それは……

　俺が、妹に、一ひと目め惚ぼれをしたとき──紗霧が着ていた服だった。

「懐なつかしいな、それ」

「……あの……やっぱり、今日は、これ……かな……って」

「？」

　よくわからない。相変わらず、対面だと喋しやべるのがへたくそなやつだ。

　紗霧は、ちらりと上うわ目めづかいで俺を見て、
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　すぐに、恥はずかしさに耐たえられないといった風ふ情ぜいで、うつむいてしまう。

　かちこちに緊きん張ちようしているようで、肩かたをわずかに震わせている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……なんでも……ない」

　心配になって声をかけてみるも、妹の緊張は悪化するばかりである。最近は、段だん々だんと自然に話せるようになってきたというのに……妹との距きよ離りが、一気に遠ざかってしまったようで。

　初対面のあのときまで、巻まき戻もどってしまったようで。

　なんだか、心細くなってしまった。切ない郷きよう愁しゆうを覚えた。

「もう、一年半くらい前になるのかな、俺おれたちが、初めて会ったのって」

「……うん……そのくらい」

「ちょっとだけ、大人おとなっぽくなったか？」

「……ほんと？」

　妹の問いに、俺はうなずいた。実じつ際さい、今日の紗さ霧ぎりからは、大人っぽい雰ふん囲い気きを感じる。

　お風ふ呂ろ上あがりで、色気が増ましているから……かもしれないが。

　それだけ、では、ないような……。

「なんか、今日の紗霧を見てると……いつもより、ドキドキする」

「…………………………………………ばか」

　ぎゅ、と、抱だきしめたくなる衝しよう動どうを、こらえるのが大変だった。

　俺は、うつむき恥はじらう妹から、己おのれの視し線せんを引きはがし、話題の変へん更こうを試みる。

「えと……その服を、見せてくれるために、俺を呼よんだの？」

「………………」

　ふるふる、と、首を横に振ふる紗霧。

「違ちがうのか。じゃあ……」

「あの、ね」

　紗霧は、ぎゅ、と手を前で組む。顔は赤く、肩かたに力が入っている。

「……兄さんに、お願いが……あるの」

「そうか、なんでも言ってくれ」

　即そく答とうした。

　紗霧は、顔を上げて、目を見開いた。

「いいの？」

「そんなに改まって言うってことは、大事なことなんだろ？」

　どん、と、胸むねを叩たたき、笑って言った。

「なら、なんだって聞いてやるさ！　俺は、おまえの兄貴なんだから！」

「そ、そうっ」

　紗霧は、小さくささやき、踵きびすを返す。

「入って、秘ひ密みつとっくん………………最後の仕上げ」

　少しだけ躊ちゆう躇ちよしてから、紗霧のあとを追って『開かずの間』へと足を踏ふみ入れる。

　紗霧は、ベッドの上にぺたんと座すわり、自分のすぐ前を指さした。

「に、兄さんは……そこに、座って」

「あ、ああ……」

　な、なんでベッドの上に……。い、いつものように床ゆかじゃダメなのか？

　色々疑ぎ問もんが浮うかび上がるも、口に出すほどの余よ裕ゆうはない。

　妹の言うとおり、ベッドの上に正せい座ざをすると、紗さ霧ぎりは、緊きん張ちようした様子で口を開く。

「……う、動かないでいてね」

「……お、おう。こうか？」

「……そうっ……それで……あの……め、目をつむって」

「目を……つむるの？」

「そ、そう」

　……………………な、なんだろう。

　紗霧は、俺おれに目をつむらせて……どうしようというのだろうか。

「はやく。……なんでもするって言った」

「……そうだな」

　自分が口にした台詞せりふには、責せき任にんを持たなければ。

「こ──こうか？」

　言われたとおりに目をつむる。視し覚かくがふさがれたせいで、耳に意い識しきが集中される。

　ドキドキと高鳴る心しん臓ぞうの音。それに混まじって、わずかに聞こえる──紗霧の、息づかい。

　い、息づかいっ!?

「な……っ、な──」

　俺の顔の、すぐ近くに、紗霧の顔がある。

　それがわかる。

「──っ──さ、さ──」

「う、動かないで。……そのままでいて」

「あ、ああ」

　耳元に、妹の吐と息いきがかかる。

　俺は、目をきつくつむり、膝ひざの上に両りようこぶしをのせた体たい勢せいで、震ふるえている。

　握にぎりこぶしに力を込こめすぎて、段だん々だんと感覚がなくなってきた。すると──

「！」

　ふわり、と、甘あまいにおいが俺の鼻び腔こうをくすぐった。

　次ついで、胸むねのあたりに、柔やわらかい感かん触しよくが──

「さ、ささささ……紗霧？」

　目を開けなくてもわかる。いま、俺は、妹に、抱だきつかれている。

「い、いいから……じっとしてて……」

　もうだめだ。俺、実はもう死んでるだろ。

　これは、息いき絶たえる直前に見ている、都合のいい夢ゆめに違ちがいない。そのくらいに、現げん実じつ味みのない状じよう況きようだった。
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「ま、まだか……？」

「ま、まだ」

「せ、説明を……説明を頼たのむ！　さ、最後のっ……特訓って……！」

　辛かろうじて声を絞しぼり出す。俺おれはどうして妹に抱だきつかれているのか、いますぐ納なつ得とくのいく理由を聞かせてもらわないと、俺は……俺は……！

「……じゅうでん」

　ぽつり、と紗さ霧ぎりが呟つぶやく。

「えっ？」

「〝充じゆう電でん〟。……お姉ちゃんに勝つために……必要なこと」

「おっ、〝奥おう義ぎの習得方法〟って……やつか？」

「…………そ、そう」

「な、なんで……それが……」

　俺に抱きつくことなんだよ。

　アルミ──エロマンガ先生グレートが実じつ演えんしてくれた『すごい絵』の描かき方。

　初代エロマンガ先生の最終奥義『エロマンガ光線』。

　絵に、心を込こめる〝必ひつ殺さつ技わざ〟。

「…………わからないの？」

　──『恋こいする女の子を描かく』ぜ。

　──こうやって、描きながら──恋をしたときのことを、思い出すんだ。

「わ、わからない」

　好きな人に抱だきつくってんなら──それが〝必殺技〟を使うための〝充じゆう電でん〟だってんなら──まだわかるけれど。紗さ霧ぎりが好きなのは、俺おれじゃなくて、別にいて……！

　だったら、わからないよ！

　脳のう内ないぐちゃぐちゃになっている俺に、紗霧が言った。

「……ちょっとだけ、妹のふりをしてあげる……って、言った」

「えっ……」

　夏休みのあのとき。

『家族が欲ほしい』と弱音を漏もらした俺に、

　──私は、兄さんを家族だなんて思ってなかったし、兄さんの妹になんてなりたくない。

　──でも、しょうがないから、ちょっとだけ、妹のふりをしてあげる。

　紗霧は、そう言ってくれた。

「……あなたは、いま、私の……兄さんなんでしょ？」

「──ああ、そうだ」

　即そく答とうはできなかった。けど、そう答えることができた。

「なら、妹は、兄さんに、甘あまえてもいい……はず」

「………」

　そのとおりだ。俺たちは家族で、兄妹で、だから、別に、こうしたって、おかしくない。

　胸むねの中がぐちゃぐちゃでも、紗霧への『好き』が、割わり切れていなくても。

　この行こう為いの意味がわからなくても。

　俺は、兄あに貴きのふりをしなくちゃいけない。

「わ、わかったっ──どんと来いっ！　エロマンガ先生グレート、打だ倒とうのために！」

　目を閉とじたままで、言った。

　すると、紗霧は、俺の胸に顔を埋うめるようにして、

「じゃあ……頭、なでて」

「お、おう……」

　がちがちに固まった手を、ゆっくりと動かして──妹の頭を、なでる。

　以前、こうしていて……変な雰ふん囲い気きになってしまったことがあったっけ。

　あれ以来、髪かみを触さわろうとするたびに、叱しかられていたのに。

「……これで……いいか？」

「……ん……」

　ドキドキする。くらくらする。

　妹なのに。

　好きだから。一ひと目め惚ぼれした、相手だから。

　心しん臓ぞうの音が、紗さ霧ぎりに聞こえてしまわないか、心配だった。

「……………………」

　どれくらいの時間が経たっただろう。数秒かもしれないし、数時間かもしれない。

　目をつむっているからか……まどろんでいるときのように、時間の感覚が、あやふやになっていた。

　やがて、紗霧の顔が、俺おれの胸むねから離はなれていく。

　しばしの沈ちん黙もくがあってから……俺はこう聞いた。

「も、もう、いいのか？」

「うん……いい。──目、開けて？」

　言われたとおり、俺はゆっくりと目を開けた。

　すると、そこには、ベッドの上にちょこんと正せい座ざし、俺をまっすぐ見つめている紗霧の姿すがたがあった。顔は、火が出そうなくらいに赤く、熱く、そして、自信に満ちている。

「これで…………秘ひ密みつとっくん……終しゆう了りよう。もう、きっと負けない」

「そ、そうなのか？　よくわからないが──いまので、その、〝奥おう義ぎ〟が、使えるようになった……ってこと？」

「たぶん」

「たぶんて。教えてもらったとおり──やったんだろう？」

　奥義の習得方法を、だ。

　当然うなずくと思いきや、紗霧は、首を横に振ふった。

「……ちょっと足りない。けど、たぶん、大だい丈じよう夫ぶ」

「じゃ、じゃあ、だめじゃないか。ちゃんと、最後までやらないと──」

　慌あわててそう主しゆ張ちようした俺だったが、

「だめ」

　と、一言で却きやつ下かされてしまう。

「な、なんで？」

　そう問うと、紗霧は、ぼん、という擬ぎ音おんが聞こえてきそうなくらい、急速に赤くなった。もとから火ほ照てっていたものだから、ゆでだこみたいになっている。
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「は、恥はずかしがっている場合じゃないんじゃないか？　ここで負けたら──」

「そうかもだけど、ぜったいむりっ！」

　ぶんぶん頭を振ふって拒きよ絶ぜつする紗さ霧ぎり。

　……『奥おう義ぎの習得方法』……いまの段だん階かいで、すでにめちゃくちゃ恥はずかしい行こう為いだったわけだが……。まだ、〝ちょっと足りない〟のだという。

〝ちょっと足りない〟ものとは、いったいなんなのか。

　もしや、いまのよりもっと、ドキドキしてしまうような行為だとでも……。

「へ、へんな想そう像ぞうしたっ！」

「し、してないっ！」

「兄さんが想像したような、えっちなことじゃないからっ！　えとっ、その……し、神しん聖せいな行為だからっ！　いまのままじゃ、妹のふりをしたままじゃ、だめなのっ！」

「？？？」

　えっちなことじゃない──神聖な行為で。

　妹のふりをしたままじゃ、だめなこと。

　それはいったいなんなのか？　俺おれにはさっぱりわからない。

「とにかくっ──ちょっと足りないけど……そ、それは向こうもおんなじだし、今度こそ絶ぜつ対たいに勝ってみせるから」

　紗霧は、その場で立ち上がり、お面めんをかぶって、力強く宣せん言げんする。

「だから、オレに任まかせとけっ」

　翌よく日じつ。

　エロマンガ先生ＶＳエロマンガ先生Ｇ──『マスク剝はぎデスマッチ』当日。

　俺は、都と内ない某ぼう所しよにあるビルへとやってきていた。

　紗霧が愛用している、例の動画サイトの運うん営えい会がい社しや、その本社ビルである。

　これからこのビルのスタジオにて、『イラスト勝負』の生放送を行うのだ。

　といっても、もちろん引きこもりである紗霧は、ここに来ていない。

　対決を行う当人たちは、各おの々おのの自じ宅たくからお絵かき配信を行う。

　スタジオのスタッフが、二人から送られてきたお絵かき生放送を編へん集しゆうし、『生放送番組』として改めて放送するという形である。

　勝負中、スタジオ／エロマンガ先生／グレートの間で会話もできる、とのこと。

「………………うぅむ……なんか、大事になってしまったな」

　俺は、光り輝かがやくビルを見上げ、呟つぶやく。

　どうしてこうなったかというと、神楽かぐら坂ざかさんの仕し業わざである。

　エルフとアルミの勝手な行動により、『二人のエロマンガ先生による対決』は、業界内で、大きなニュースとして、様々なサイト等で取り上げられてしまった。

　和泉いずみマサムネ、そしてエロマンガ先生の担たん当とう編へん集しゆうでもある神楽坂さんとしては、看かん過かできぬ状じよう況きようだったわけだ。彼女は、（俺おれになんにも相そう談だんせずに）すぐさまエロマンガ先生グレートと接せつ触しよくし、各方面への調整を行い──その結果。

　現げん在ざい『エロマンガ先生ＶＳエロマンガ先生Ｇ　マスク剝はぎデスマッチ』は、出しゆつ版ぱん社しや主しゆ導どうの公式イベントっぽい扱あつかいになっている。

　繰くり返すが、俺にはなんの相談もなかった。

　当事者のひとりである俺は、このことを電話越ごしに聞いたのだが、担たん当とう編へん集しゆう氏は、いつものおちゃらけた口く調ちようで、こんなことを言っていた──

『せっかく話題になったので、和泉いずみ先生の新しん刊かん宣せん伝でんイベント風にアレンジしてみましたよ！　販はん促そく効こう果かがあるといいですね！』

「いいですねって！　こ、こんな大事にしちゃって、どうするつもりなんですか！」

『もとより大事になっていたじゃないですか～。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫♪　勝てばいいんですよ、勝てば──勝ったらいい宣伝になりますよっ♪』

「そんな！　も、ももも、もし、負けたら──」

『負けてもそれはそれで宣伝になりますけど、エロマンガ先生が、素す顔がおバレのショックで描かけなくなっちゃうでしょうね、繊せん細さいな方ですし』

　軽く言ってくれるぜ。

『マスク剝ぎデスマッチ』──もしもこの勝負に、エロマンガ先生が負ければ、全国ネットで、お面めんを外すことになる。

　そうしたら、もう……心の脆もろい紗さ霧ぎりは、イラストレーターとして活動できなくなってしまう……と思う。

『「世界妹セカイモ」って、イラストレーターを変えられないタイプの作品ですよね。ですから、エロマンガ先生がイラストを描けなくなったら、和泉先生の新作も、一いち蓮れん托たく生しようで打ち切り待ったなしです。スリル満点の勝負ですねえ』

「そこまでわかっていて、どうして……」

『和泉先生が、「絶ぜつ対たい勝つから安心してください」──って大口を叩たたいたんじゃないですか』

「そう──です、けど」

　最初から大事になりかけてはいたし、エロマンガ先生にとっては、逃にげられない状況でもあったけれど。逃げるつもりもなかったけれど。

　わざわざ大おお舞ぶ台たいにしやがって、って思う。

　こんなの、注目度が上がって、プレッシャーもハンパじゃないし……負けたときのリスクが、さらに跳はね上がっているじゃないか。

　完全に梯子はしごを外された形である。

　──くそっ。

　唇くちびるを嚙かんだ俺に、神楽かぐら坂ざかさんはこう言った。

『……あのう……もしかして、負けそうなんですか？　そうだとすると、こっちの計算狂くるっちゃうんですけど。……そんなわけ、ないですよね？　勝てますよね？』

　この期ごに及んで、なんで不安そうなんだよこの人！

『負ける可か能のう性せいがあるなら、最初からそう言ってくれないと。和泉いずみ先生のせいで、勝つ前ぜん提ていで企き画かく立てちゃいましたよ。それじゃあ、この危き険けんな企画は、和泉先生が考えたようなものですね。編へん集しゆう長ちように聞かれたら、ちゃんとそう言っといてくださいよ』

　確たしかに俺おれは『絶ぜつ対たいにエロマンガ先生が勝ちます』って言ったけど、それは相あい棒ぼうを信じているって意味で──……うぅむ、相変わらずこの人と喋しやべっていると、モヤモヤする。

　俺が悪かったんだろうか……。

『えっと、じゃあ、アレです……万が一、エロマンガ先生が負けちゃったときは、和泉先生の出番ですよ。ちゃんとイラスト描かいてくれ……じゃなくて、妹さんが潰つぶれてしまわないよう、あなたが支ささえてあげてください』

「わかってますよ！　言われるまでもありません！」

　覚かく悟ごを決めて返事をした俺だったが、

　んっ？　って首をひねった。

　あれっ？　いま、この人………おかしなことを言わなかったか？

「ちょ、神楽かぐら坂ざかさん！　いま、なんて言いました!?」

『えっ？　そのときは、妹さんが潰れてしまわないよう、あなたが支えてあげてください──と』

「な、なな、なんでっ！　エロマンガ先生が、俺の妹だって……！」

　混こん乱らんする俺に向かって、神楽坂さんは、あっさりと言った。

『なんでって、エロマンガ先生は、和泉先生の妹の紗さ霧ぎりちゃんじゃないですか。当然知ってますよ、私、担たん当とう編へん集しゆうですもん』

「でも！　エロマンガ先生とは、直ちよく接せつ会ったことないって！」

『「会ったこと」はありませんよ？　でも、普ふ通つうに打ち合わせとかしてますし、イラストの賞に応おう募ぼしてきたときは、当然本名でしたし──未成年だから、受賞の際さい、仕事を始めるにあたって、親おや御ごさんとも話しましたしね。先日お話ししたとおり、いまはおふたりの保ほ護ご者しやである京きよう香かさんとも、定期的に連れん絡らくを取り合っていますよ』

「俺、知らなかったんですけど！　三年間ずっと組んでやってきたイラストレーターが、妹だって、つい最近まで知らなかったんですけど！」

　なんで教えてくれなかったんですか！

　そう問うと、神楽坂さんは当然でしょうという口ぶりで、

『プロフィールを極ごく秘ひにするのが、契けい約やくの条じよう件けんだったからです』

「…………！」

　そうだった！　確たしかにそうだった！　俺おれもそう聞いていた！

　けど！　けどさあ！　ひどくない!?　紗さ霧ぎりと再さい会かいしたときの会話を顧かえりみるに、この大人おとなたち、紗霧にも俺の正体を教えてなかったんだぜ！

　自分たちで気付くまで、ナイショにしてやがったんだぜ！

『契けい約やくは家族より優ゆう先せんですから。まぁ、いまはお兄さんにバレちゃったらしいので、こうして和泉いずみ先生にも「エロマンガ先生の正体」を言えるようになりましたけど………………というか、「兄妹きようだいにまでお互たがいの正体を秘密にしていた」っていう文もん句く、エロマンガ先生からは、かなり前に言われたんですけど……和泉先生は、いまのいままで気付いてなかったんですか？』

「ぐっ……」

　そのとおり。

『ニブいんですね』

「ううう……」

　悔くやしい。すっごい悔しい……。そうだよなあ……俺、自分で言ってたもんなあ……。

　出版社で仕事をしている以上、取引先は、エロマンガ先生の連絡先も、身元も、わかっている──キリッ！

　ぐわあああああああああああ！　バカ丸出しで恥はずかしいっ！　気付くチャンスは何度もあったはずなのに！　我われながら、ラノベ主人公という罵ば倒とうを、否ひ定ていできないニブさじゃないか。

　──そんな電話でのやりとりがあったのが、ついさっき。

　そしていま、俺は、生放送が行われているスタジオ、その入口前にてスタンバイし、自分の出番を待っている。

　今日の俺は、動画サイトの中で、出版社が持っている生放送番組、そのゲストという立場である。司会を務つとめるレギュラーとともに、『マスク剝はぎデスマッチ』を視し聴ちようし──審しん査さ員いんとして、勝敗を決める。その様子を、生放送で視聴者たちにも見てもらうという形だ。

　スタジオは、ちょっとした記者会見会場のような感じで、まぁ、トークショー形式の生放送番組を見たことがある人なら、パッと情景が目に浮うかぶはずだ。

「うう……緊きん張ちようしてきた……」

　本来、俺は、こういう目立つ場所に、進んで出ていくようなタイプじゃないのである。

　学校で正体バレするのも、できれば避さけたいしな。

　ただ、俺自身が出で張ばることによって、エロマンガ先生へのフォローがやりやすくなるし、ついでに新しん刊かんの販はん促そくにもなると神楽かぐら坂ざかさんにも説せつ得とくされ──熟じゆく慮りよの末、承しよう諾だくしたという次し第だいであった。

　……紗霧は、もっと、もっと緊張しているんだ。俺がへこたれてどうする！

　ぱん、と自みずから頰ほおを張はり、気合を入れる。

　と──そこで、

「それでは、審しん査さ員いんの皆みな様さまをお呼よびしましょう！　どうぞ！」

　司会のお姉さんに呼ばれた。

　俺おれは、がちがちに固まった身体からだをなんとか動かし、ステージへと歩いていく。

「ど、どうも……和泉いずみマサムネです！　エロマンガ先生と一いつ緒しよに、新作『世界で一番可愛かわいい妹』を書いてます！」

　ふふ、これで俺も芸げい能のう人じんの仲間入りか……そんな的まと外はずれなことを考えながら、無ぶ難なんに挨あい拶さつと宣せん伝でんをすませ、席へとつく。

　俺から見て正面にある大画面には、動画の生放送が映うつっており、ひきつった表情の俺を、自ら確かく認にんすることができた。

『和泉先生キター！』『あれっ、美少女じゃなかったの？』『若わかい！　超ちよう若い！』『山やま田だエルフ先生と付き合ってるってマジ？』『千せん寿じゆ先生の愛人ってほんとなんですか？』

　──等々、雑ざつ多たなコメントが流れている。

　……一部、ツッコミどころ満まん載さいのコメントが混まじっているな。

　エルフ先生と付き合っている──これはまあいい。よくないが、まあいい。想定内だったからな。でも──愛人って！　愛人って！

　俺、ネットでは、ムラマサ先せん輩ぱいの愛人だと思われてんのかよ！

　しかも俺、エルフと付き合っているのに、ムラマサ先輩と二ふた股またをかけてるってこと!?

　なんてことだ……まずいって絶ぜつ対たい[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！

　もしコレで同級生とかに正体がバレたりしたら、俺、もう学校いけねぇよ！

「……は、は」

　作り笑いをひきつらせていると、次々に他の審査員たちが入ってくる。

　──そういえば、俺以外の審査員が誰だれなのか、聞いていなかったな。

　それも『公平な審査をするため』の処しよ置ちらしいのだが──

　はたして、俺に続いて、大物イラストレーター、有名ボカロＰ、人気生主が名前を呼ばれ、スタジオに入ってきた。そして最後の一人は、

「山田エルフよ！　この〝神眼ゴツドアイ〟に誓ちかって、パーフェクトな審査を約束するわ！」

　俺もよく知る、売れっ子美少女ラノベ作家であった。

　ド派は手でな挨拶を済ませたエルフは、しれっと俺のとなりに座すわった。

「今日はよろしくね、和泉マサムネ先生♪」

「………よろしく」

　俺は、渋じゆう面めんでエルフを見つめた。小さな声で、呟つぶやく。

「考えてみれば……そうだよな。エロマンガ先生の身内である俺が審査員にいるんだから……おまえが来たっておかしくないよな」

「くふふ、そういうことよ」

　エロマンガ先生グレート──アルミの友人であり相あい棒ぼうでもあるエルフがいれば、公平になるってわけだ。あの神楽かぐら坂ざかさんが、自分の不ふ利りになるような座ざ組ぐみにするわけがないので、きっとエルフからごり押おした話だろうが。

　まぁ、いい。いずれにせよ、こと勝負ごとにおいて、エルフが私し心しんを入れることはない。

　えこひいきすると〝面おも白しろくない〟からだ。

「ねぇねぇ、マサムネ♪　エロマンガ先生、その後どう？　せっかく発はつ奮ぷんパワーアップイベントをお膳ぜん立だてしてあげたんだから、ちゃーんと奥おう義ぎを習得できたんでしょうね？　我わが忠ちゆう実じつなる右みぎ腕うで、エロマンガ先生グレートと、いい勝負を繰くり広げられそう？」

　ほらな。こいつはこういうやつなんだ。

　強きよう敵てきと闘たたかいたいがために、嬉き々きとして敵を強化育成してやるタイプなんだよ。

「さぁな。見てりゃわかんだろ」

　俺おれは、突つき放すようにそう言った。

　するとエルフは、あからさまにションボリして、おずおずとこう問うてきた。

「？　………………あの………………マサムネ…………怒おこってる？」

　俺は、ぷいっとそっぽを向いて、

「ふんっ、おまえなんかキライだ」

「！」

　ガガーン！　と真っ青になるエルフ。

「な、なんでよ!?　グスッ……なんでそんなひどいこと言うの？」

「察しのいいおまえなら、聞かなくても、わかるだろ？」

「あ！　わかったわ！　大好きなわたしに裏うら切ぎられたって思って、それですねてるのね！」

「ちげーよバカ」

　なんでそうなるんだ。

「えっ？　じゃあ……その……もしかして……わたしがグレートに協力して……エロマンガ先生を……窮きゆう地ちに追い込んだから、それで怒ってるの？」

　他に何があるんだよ。なんで、いまいち納なつ得とくしてないような口ぶりなんだ。

〝神眼ゴツドアイ〟なんてうそぶくだけあって、エルフは、めちゃくちゃ察しが良くて、相手の立場になってものを考えることができる──思いやりのあるやつなのに。

　どうして、俺が怒っている理由がわからないんだ？

　自分がやられて嫌いやなことを──紗さ霧ぎりにしたってのに、悪びれないんだ？

　ん？　あ、いや、そっか、そういうことか？

「……わかった。おまえ、さては──」

　俺は、怒いかりをあきれに変えて、目を細めた。

「──『相手の立場になったつもりで考えて』……そんで……『自分がやられて嬉うれしいことをやった』んだな」

「え……そうよ？　なんでそんな当たり前のことを聞くの？　『自分よりも強力なライバルが現あらわれて、絶ぜつ対たいに負けられないギリギリの勝負を挑いどんでくる』──なんて、最高に嬉しいシチュエーションじゃない。一気に成長できるチャンスでもあるわ。──そんな素す敵てきな場をプレゼントしてあげたわたしが、どうしてあんたに嫌きらわれなくちゃいけないわけ？」

　納なつ得とくいかないんですけど──と、エルフは涙なみだ目めで唇くちびるを尖とがらせる。

　エルフの言い分を聞いた俺は、あきれるあまり怒りが霧む散さんしてしまった。

「ああくっそ、おまえってやつは……！　なんつーか、ブレねーよな！」

「よくわかんないけど、わたしに惚ほれ直したようね？」

「怒るのがバカらしくなったんだ！　ったく──本当、敵てきに回すと頼たよりになるやつだぜ！」

「最高の褒ほめ言葉よ」

　俺たちが、エロマンガ先生たちに代わり、火花を散らしていると、司会のお姉さんが割わり込こんできた。

「和泉いずみ先生～、山やま田だ先生～、いちゃいちゃしているところ大変申し訳わけないのですが～、そろそろ始めてもよろしいでしょうか～？」

「！　ど、どうぞ！」

「そうね！　続きは家に帰ってからにしましょうか、マサムネ！」

　くっ、おまえはまた、誤ご解かいを招まねくようなことを……！

　視し聴ちよう者しやたちに『爆ばく発はつしろ』『噂うわさは本当だったのか』などと茶化されながらも、ようやく──

「それでは──『エロマンガ先生ＶＳエロマンガ先生Ｇ　マスク剝はぎデスマッチ』！　スタートですっ！」

　イラスト勝負が始まった。

　俺の目前で、大画面の動画が切り替かわり、白いキャンバスが映うつし出された。

　上部に『エロマンガ先生Ｇ』と、表ひよう示じされている。

　どうやら、いまは、『グレート』のお絵かき動画を映しているようだ。

　キャンバスの端はしに、パッとウィンドウが開き、グレートのバストアップが映し出された。

　ちょうどバラエティ番組でよくある〝小窓ワイプ〟のような感じである。

「さあて──描かきながらだが、改めて自じ己こ紹しよう介かいをしておこうか」

　変声機を通しているので、アルミの声とは違ちがっている。

「オレ様は、エロマンガ先生グレート！　〝本物〟のエロマンガ先生だ。今日は、このペンネームと、正体バレを賭かけて、イラスト勝負をするぜ！　ゆえに「マスク剝ぎデスマッチ」っつーわけだ！　まぁ、ヨロシクな」

『うおおおおおぉおぉおぉ！』『この前の配信見てましたー！』『超ちようエロかわいかったです！』

『本物のエロマンガ先生ー！』『エロマンガ光線ｗｗｗｗまたやってｗｗｗ』

　──等々、大いにコメントが盛もり上がっている。

「おぉ～、大人気ですね～！　エロマンガ先生グレート！　いったい何者なんでしょうか!?」

　司会のお姉さんも、ノリノリで実じつ況きようをする。

「では、続いて、勝負を挑いどまれた『旧きゆう・エロマンガ先生』の様子も見てみましょう！」

　いくらわかりやすいからって、〝旧〟とかつけるなよ！　すでに負けたみたいじゃねーか！

　大画面の動画が『エロマンガ先生』側のものに切り替かわる。

　パッと〝小窓〟が開き、今度はエロマンガ先生のバストアップが映うつった。

「みんなご存ぞんじ、エロマンガ先生だ」

　こちらも機械で、声を変えている。

「今日だけは、『そんな恥はずかしい名前のひとはしらない』──とは言わないぜ。覚かく悟ごしやがれニセモノ野や郎ろう、オレこそが〝本物〟だと、この勝負で証しよう明めいしてやる！」

『旧エロマンガ先生ｗｗｗ』『大だい丈じよう夫ぶっすかｗｗｗ』『この前負けてたけどｗｗ』

『俺はエロマンガ先生が勝つって信じてるから』

　──コメントの雰ふん囲い気きは、やや劣れつ勢せいってところか。まぁ、前回一度、負けているからな。

　当然といえば当然の反はん応のうか。むしろ完全アウェーにならないのは、エロマンガ先生が、いままでのお絵かき配信で、根強いファンを獲かく得とくできていたせいだろう。

　仮かりに〝負けたらイラストレーター生命が終わってしまう真しん剣けん勝しよう負ぶ〟という状況を、きちんと視し聴ちよう者しやに認にん識しきさせた上で勝負をしたならば、もっとエロマンガ先生を応おう援えんするファンは、増ふえていたことだろう。俺の妹は、そのくらいには好かれている。

　でも──それじゃあ、公平な勝負にはならないからな。

　エロマンガ先生の望むところではないだろう。

「前回は、完全にオレの負けだった。けど、今回は、前と同じにゃいかないぜ。まぁ──ごたくはこの辺にして、一言だけ」

　エロマンガ先生は、こほん、と咳せき払ばらいをしてから、

「最っっ高に、えろかわいい女の子を描かくからっ、超ちよう期待しててくれ、みんな！」

『『うぉぉおぉぉぉぉおぉぉ──』』

　コメントだけなのに──波は濤とうのような大声援が、聞こえてくるかのようだった。

　両者のコメントが出そろうと、勝負中の二人は、ぴたりと黙だまり込こみ、黙もく々もくと作業に集中し始めた。

　普ふ段だん、楽しくお喋しやべりしながらお絵かき配信をしているエロマンガ先生も、今回ばかりはピリリと張はり詰つめた空気を作りだし、ペンを走らせている。

　イラストを描かいている二人を映うつす〝小窓〟が消え、キャンバスが大映しになる。

「はい、お二人とも、力強い意い気き込ごみを、ありがとうございます！　視し聴ちよう者しやの皆みな様さまからも、応おう援えんコメントが続々届とどいているようです！」

　司会のお姉さんが、適てき切せつなタイミングで台詞せりふを挟はさむ。

「ここで改めて、勝負のルールを説明しましょう！　エロマンガ先生、そしてエロマンガ先生グレート──お二人には、それぞれ、自由なテーマで〝美少女イラスト〟を描いていただきます！　そしてそして、こちら五名の審しん査さ員いんの皆様に、完成した〝美少女イラスト〟を見み比くらべてもらいましてぇ──『どちらの女の子がかわいかったか』という評ひよう価か基き準じゆんで審査していただきます！」

　評価基準──『より、かわいい女の子を描いた方の勝ち』。

　エロマンガ先生の名を賭けた勝負にふさわしい、実にわかりやすい白黒の付け方だった。

「五名の審査員による多数決！」

　司会のお姉さんは、指を三本立てて見せた。

「つまり、三票を獲かく得とくすれば勝ちッ！　勝者には、『エロマンガ先生』という伝説のペンネームを、正式に名乗る権けん利りが与あたえられます！」

　ちなみに、このとき、『いらねぇｗ』というコメントが、たくさん流れていたそうな。

　気持ちはわかるが、勝負をしている二人にとっては、超ちよう大事なことなんだよ！

　さて……そういうわけで、イラスト勝負が始まったわけだが──

　二人が描いているのは、示しめし合わせたように同じキャラクターのイラストだった。

　和泉いずみマサムネの新作『世界で一番可愛かわいい妹』に登場する、メインヒロインだ。

　グレートは、自分本来の絵え柄がらではなく、エロマンガ先生の絵柄で描いているようだ。

　一巻かんの表紙絵に、ポーズまで似にせている。

「……相変わらず上手うまいな」

　アルミ先生は、本来、もっと肉感的な少女を描くことが多いのに、よくまあ自分とは違ちがう作風をここまで再さい現げんできるものだ。

　そういえば、この人、絵画や漫まん画がも描くんだっけ？

　絵のことはわからないが、小説の文ぶん体たい模も写しやだって、とても難むずかしい技ぎ術じゆつなのだ。

　人の絵を真似まねて、本人に勝ってしまう。

　これがどれだけおそろしい難なん事じか。俺にだって、想そう像ぞうくらいはつく。

　間違いなく、紗さ霧ぎり──エロマンガ先生にとって、最強の敵てきだろう。

　キャンバスの隅すみに、再ふたたび開いた〝小窓〟の中で、グレートは、イラストを描きながら言う。

「フフフフ……なぁ、〝ニセモノ〟のエロマンガ先生よう、ひとつ聞くが……どうしてオレ様が、いまになってオマエに勝負を挑いどんできたんだと思う？」

　……こいつ……なにを……？

「オレ様は〝ニセモノ〟の存そん在ざいを、ずーっと前から知っていたんだぜ？　それこそ三年前──おまえがイラストレーターとしてデビューした頃ころからな。だってのに、どうしてオレ様は、そのときじゃなくて──いまになってイチャモンを付けて来たんだと思う？」

〝小窓〟がもうひとつ開き、エロマンガ先生が現あらわれる。

「三年前は、まだ『先生』が……いたからだろ」

「それもあるな」

　と、グレートは答えた。

「当時は『あーあ、あんな恥はずかしいペンネームを引き継ついじゃってかわいそうに』としか思ってなかった。……けど、『師し匠しよう』は、いなくなっちまって……それなのに、おまえはそのペンネームを使い続けた。このオレ様を差し置いて、だ。それが気に食わなかった……ってのもある。この前言ったとおりな」

　──タダでくれてやるわけにゃいかねーな！　たとえ師匠の娘むすめでもだ！

「もう一つ、オレ様にとって大事な理由があるんだよ」

　アルミが、エロマンガ先生グレートとして、勝負を挑いどんできた、もう一つの理由。

「……おいエルフ、そうなのか？」

　となりにいる敵てきにコッソリ問うと、エルフはきょとんと首をかしげる。

「……初耳なんだけど。ってか、わたしも、勝負のお膳ぜん立だてに協力しただけで、実はよく知らないのよね──アルミちゃんが、エロマンガ先生をブッ倒たおそうって張はり切っている理由」

「ちょ、仕事のパートナーで、親友で、今回の共きよう犯はん者しやのくせにわからないのかよ……！」

　この前、『アルミから事情を聞いた』と言っていたから、エルフは、すべての事情を把は握あく済ずみなのかとばかり思っていたが、そういうわけでもないらしい。

「お得意の〝神眼ゴツドアイ〟とやらはどうした？」

「実は……わたしとアルミちゃんって、ずっと喧けん嘩かしてて……最近仲直りしたばかりなのよ」

「えっ……そうだったのか？」

　とてもそういう風には見えなかったが。

　イラストの出来で口こう論ろんした──みたいなことは言っていたけれど、あれは痴ち話わ喧げん嘩か的てきなものだったし。

「ちょっとねぇ～、わりと大喧嘩して……疎そ遠えんになってる間は、仕事以外でやり取りしてなかったのよ──ってわけで、ここ数か月のアルミちゃんが、なにを考えていたのかについては、よくわかんないわ。悪いわね」

「……むう」

「『アルミちゃんが、エロマンガ先生にイチャモンを付けるのが遅おそくなった理由』は、『わたしと喧嘩中で、勝負のお膳立てを整えるやつがいなかったから』──だと思うんだけど……」

　なーんかズレてるっつーか、足りない気がするのよねえ──とエルフは言う。

　曖あい昧まいな表ひよう現げんだが、俺おれもそんな感じがする。

　エルフとアルミの『喧けん嘩かの理由』について、気になったが、問うまでもなかった。

　グレートが、お面めんの中で、怒いかりを押おし殺すように含ふくみ笑う。

「なんで今回、オレ様が、わざわざオマエの絵を真似まねて挑いどんでいるのかっつーとだな──勝敗がわかりやすいからだ。同じキャラを、同じ作風で描かいて競きそえば、バシッと優ゆう劣れつが付くだろ──審査員の前で。そこが重要なんだ。すげえすげえ重要なんだ」

　──あ、って、思った。

「さぎ──エロマンガ先生、オレ様は、本気で、おまえを負かしてやるつもりだ。そのお面めんをかっ剝はいで、素す顔がおをさらしてやるつもりだ。おまえが描けるもんはオレ様にだって描けるんだって……才さい能のうも経けい験けんも腕うで前まえも！　おまえよりも先に、物心ついたときからずっとずっと絵を描き続けているオレ様の方がずっと上だって！　ここで証しよう明めいしなくちゃいけねーからだ！」

　アルミは、それ以上の説明をしなかった。

　けれど、俺には察せられた。俺だからこそ、一発でわかった。

　アルミが、エロマンガ先生よりも上であることを──誰に対して、証明しなくてはいけないのか。

　──わたしの次回作のイラスト、エロマンガ先生に描いてもらうから！

　──いままでコンビを組んでいた天才美少女イラストレーター・アルミちゃんも超ちよう興こう奮ふんする全ぜん裸らを描いてくれるけれど──残念ながらエロマンガ先生には敵かなわないわね！

　──エロマンガ先生のイラストにベタ惚ほれよ！　愛していると言ってもいい！

　これは、エルフが、俺と初めて会ったときに言い放った台詞せりふである。

「エルフ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……ことの元げん凶きようはおまえかよ！」

「……ど、どうやら……そのようね」

　自分でも気づいていなかったらしく、エルフは冷ひや汗あせをかいている。

　自じ慢まんの〝神眼ゴツドアイ〟も、己おのれを〝視みる〟ことはできないらしい。

「さては、大おお喧げん嘩かした理由ってのもコレだろ」

「フッ、ご名答よ」

　腕うでを組んでいばってやがる。褒ほめてねーから。

「アレは『もうアルミちゃんとは仕事しない』って意味じゃなかったのに……『それでもイヤだ』って、当時喧嘩になったの。仲直りするまでに数か月かかったわ。……色んなイラストレーターと仕事をするなんて、ラノベ作家なら普ふ通つうのことなのにね。納なつ得とくしたと思いきや、まだ根に持っていたなんて。ほんと、アルミちゃんてばベテランのくせに大人おとな気げな──くはないか。むしろわたしが、光栄に思うべきかしら？　フフ……やば、嬉うれしいかも」

[image: ]

　エルフは、頰ほおを赤らめて照れている。

　元げん凶きようのくせに。

　つまり、アルミは、エルフが、エロマンガ先生の描かいた絵をべた褒ぼめして、これからはエロマンガ先生と仕事をする──なんつったもんだから、怒おこっているらしい。

　もちろん、この前言っていた『師し匠しようのペンネームを、タダで渡わたすわけにはいかない』という理由も、本心なのだろうが。

　それだけじゃなかったわけだ。

　正直、かっこ悪い動機だと思う。みにくい嫉しつ妬とだとも思う。

　けど、その気持ちは、痛いたいほどよくわかる。

　奇くしくもアルミは、『エロマンガ先生をエルフに取られまい』という一念で発はつ奮ぷんした俺おれと、よく似にた状じよう況きようで戦っている。

『絶ぜつ対たいに負けるものか』、『俺こそがあいつにふさわしいんだ』──もはや怨おん念ねんじみたその執しゆう念ねんは、痛いほど〝共感〟できた。

　あのときの俺にとっての〝宿しゆく敵てき〟が、アルミにとっての紗さ霧ぎりなんだろう。

　状況を、再さい度ど説明しよう。

　ステージには、俺やエルフを含ふくむ審しん査さ員いんが、五名並ならんで座すわっている。

　そのすぐわきには、マイクを持った司会のお姉さんが立っている。

　俺おれたちの真正面には、大画面があり、生放送の視し聴ちよう者しやが見ているものと同じ動画が、ずっと映うつり続けていた。

　その大画面には、いま、描かきかけのイラストが順番に映されている。

　エロマンガ先生と、エロマンガ先生グレート、それぞれが作業をしているキャンバスを映したものだ。

　いまは、エロマンガ先生の描いているイラストが大おお映うつしになっていた。

　そして、画面の隅すみには、イラストに被かぶらないような形で、二つのウィンドウが開いており、エロマンガ先生と、エロマンガ先生グレートのバストアップが映っている。

　ちょうど、バラエティ番組の小窓ワイプのような形である。

　たったいま、エロマンガ先生グレートによる、『戦いの動機』が明かされたわけだが──

　激はげしい敵意をぶつけられたエロマンガ先生は、強い言葉で返すことなく、

「実のところを言うと」

　むしろ淡たん々たんと、そう切り出した。

「イラスト勝負で負けたあのとき……悔くやしくなかったんだ」

「────」

　グレートは、息を吞のんだようだった。俺も驚おどろいた。まさか、エロマンガ先生が、勝負の場で、こんな、弱気とも取れるようなことを言い出すとは思わなかったからだ。

「本当にすごい絵を見たときの感想なんて、心からの尊そん敬けいしかないだろ。オレよりも上手うまい絵を描かくひとがいるって、オレにとっては、嬉うれしいことなんだよ──悔しいとか、やっつけてやるとか、そういう悪意めいたものは出てこないんだ。好意しかない。オレは、かわいい絵を描くひとが、大好きだから。……まぁ、わざわざオレの絵を真似まねてきやがったのは、ちょっとイラッとしたけどね。そんくらいだ」

　絵を描くひとなら、みんなそうなんじゃないかな……と、エロマンガ先生は言う。

　それはどうだろう。イラストレーターの中にも、エルフみたいに、嬉き々きとして作品で勝敗を競きそうタイプのやつもいると思う。

　けれど……紗さ霧ぎりは、誰だれかと競うために絵を描いているわけじゃ、ないんだろうな。

「それに……懐なつかしかったんだ。……すごく、嬉しかった」

「私に絵を教えてくれた『先生』と、久しぶりに会えたような気がしたから」

「…………………………」

　……そんな風に、感じていたのか。

　紗霧の母親──初代エロマンガ先生と、同じ技わざで絵を描くイラストレーター。

　会えて、嬉うれしかったのか。

　そうか……。そうだよな。

「あのときはね、だから、オレよりふさわしいひとがいるなら、あげちゃってもいいかな……って思った。このペンネームじゃなくても、夢ゆめは叶かなえられるし……いいかな、って」

　男と女、ふたつの口く調ちようが、混こん在ざいしている。

　エロマンガ先生は、ゆっくりと喋しやべりながら、絵に、色を塗ぬっていく。

「でも、やっぱり、やめた」

　いつものように、素す早ばやく華か麗れいな筆さばきではなかった。

　アルミの家で見せつけられたような、激はげしい筆ふで遣づかいでもなかった。

「ぜったい、負けるわけにはいかなくなった」

　画面に映うつっていない、紗さ霧ぎりの指の動きが見えるわけではない。

　それでも──優やさしい想いが、伝わってくる。

「勝ってくれ、って、言われたから」

　沸ふつ々ふつと燃もえ上がる闘とう志しが、伝わってくる。

「任まかせろって、応こたえたから」

　……紗霧……。

　やめてくれよ……俺おれ……いま、生放送中なのに……

　……ちょっと泣きそうになっちゃったじゃないか。

「だから、今日はオレが勝つよ」

　弱気だなんて、とんでもない。

　気負いのない、落ち着いた声だった。

「そうかい。んじゃあ──やってみろ！」

　対するアルミは、面おも白しろそうに言い放つや、物もの凄すごい勢いきおいで絵に色を塗り始めた。

　エロマンガ先生のイラストと入れ替かわりに、グレートのイラストが大画面に映うつし出された。

　紗霧を負かしたあのときと、同等以上のイラストが仕上がっていく。

　そして──

「できた」

「完成だ」

　ついに、両者のイラストが完成する。

「皆みな様さま、大変長らくお待たせいたしました[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]勝負に使用する、美少女イラストが、ついに、つい──に、両者ともに完成[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]です！」

　司会のお姉さんが、おおげさな身み振ぶりを加えて宣せん言げんする。

　ちなみに完成直前の十分間ほどは、『お披ひ露ろ目め』のインパクトを大きくするためという名目で、描かき途と中ちゆうのイラストを、視し聴ちよう者しや（審しん査さ員いんや司会を含ふくむ）に見せないように隠かくし、レギュラーメンバーと審査員ゲストのトークで間を持たせていた。

　スタジオに流れていた軽けい快かいなＢＧＭが止まり、代わりに、異い様ような緊きん張ちよう感かんが満ちていく。

「それでは[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、さっそく！　お二人の描いた美少女イラストを、順番に見ていきましょう！」

　バッ、と、大画面に向かって片かた手てを掲かかげ、

「まずは、挑ちよう戦せん者しや、エロマンガ先生グレートから！　どうぞ！」

　パッ。

　アルミ──エロマンガ先生グレートが描いたヒロインが、大画面に映うつし出される。

　描いた本人、そして視聴者たちにも、同じものが見えているはずだ。

「ッッ──」

　司会者、そして審査員全員が、息を吞のむ。

　絶たえ間なく流れていたコメントが途と切ぎれ、不自然な沈ちん黙もくがスタジオに満ちる。

「こ、これはすごぉ──い！　すごいすごいすごいっ！　素す晴ばらしいイラストです！　わたくし、しばし言葉を失ってしまいましたッ！　ああっ……目の錯さつ覚かくでしょうか！　まるで！　絵が、光っているかのよう[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　絶ぜつ句くしていた司会のお姉さんが、全身を激はげしく揺ゆらして、マイクで叫さけぶ。

「これぞ初代エロマンガ先生の最さい終しゆう奥おう義ぎ『エロマンガ光線』だあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！　視聴者の期待に見事応こたえ、今日も炸さく裂れつッ！　エロマンガ先生Ｇ！　エロマンガ先生Ｇです！　伝説のペンネームを継けい承しようせんとする、その証あかしを我われらに見せつけましたぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！　げほっげほっ！」

　むせてんじゃねーか。

　頑がん張ばりすぎだろこの人。

「………………」

　俺おれは、改めて、大画面を凝ぎよう視しする。

　紗さ霧ぎり──エロマンガ先生そっくりの絵え柄がら、そして、俺とエロマンガ先生による新作『世界で一番可愛かわいい妹』、第一巻かん表紙と同じ構こう図ずで描かれているそれは、

　作品タイトルにもなっている、『妹メインヒロイン』のイラストである。

　これは、どちらがより『可愛い妹』を描いてみせるか……そういう勝負でもあった。

「……っ」

　一目見た瞬しゆん間かん、勝ち目がない、と、思った。

　火か炎えんのような〝片かた想おもい〟を素そ材ざいにした、見るものの心を震ふるわせる人物画。

　描かれた少女に、恋こいをさせてしまう〝必ひつ殺さつ技わざ〟。

　これよりもすごい絵を、エロマンガ先生が描かけるわけがない。

　たとえ、同じ奥おう義ぎを身に付けていたのだとしても──それだけじゃ、届とどかない。

　だって……。

　原作者であるこの俺おれが、〝本物〟の一巻かん表紙よりも、いまグレートが描いたイラストの方が〝良い〟と思ってしまったのだから。

　エロマンガ先生の相あい棒ぼうである俺が、心の底で、そう認みとめてしまった。

　きわめて複ふく雑ざつな心しん境きようだった。ひたすら胸むねが苦しかった。

　左胸をわしづかみにし、唇くちびるを嚙かみしめる俺の目前で──

「ひとつ言い忘わすれていたぜ」

　グレートが言った。画面に〝小窓〟が開き、黒いお面めんのイラストレーターが映うつっている。

「オレ様の使う『未み完かん成せい版ばんエロマンガ光線』には、けっこー厳きびしい使し用よう条じよう件けんがあってよ──なんでもかんでも描けるわけじゃねーんだ。どんなイラストにも〝心をこめられる〟ってわけじゃない。簡かん単たんにいうとだな、オレ様にとって、ドストライクなもんにしか使えねえ──つまり」

　グレートは、まっすぐ俺を指さした。

「和泉いずみマサムネ先生。オレ様、おまえの大ファンなんだよね。『世界で一番可愛かわいい妹』──第一巻、めちゃくちゃ面おも白しろかったぜ！　すっげー感動したっ！　オレ様の相棒も、ウルトラかわいい女の子を書くけどよ──キャラの魅み力りよくなら、〝この娘こ〟もまったく負けてねーよ！　部分的にゃ勝ってるくれーだ！　マジっ──ベタ惚ぼれしたぜっ！　愛していると言ってもいいね！」

　それは、グレート──アルミにとって、最上級の賛さん辞じだろう。

　…………彼女は、いまの台詞せりふを、本気で言っている。

　俺の作品を、本当に面白く読んでくれて……だからこそ、心をこめて描くことができたのだ──と。だからこそ、彼女のいう『創そう作さく系けいの最さい強きよう技わざ』を、使うことができたのだ──と。

「ぐぬぬ……アルミちゃんめぇ……」

　俺の隣となりにいるエルフ先生の、マジ嫉しつ妬と顔がおこそが証しよう拠こである。

　アルミ──グレートの表情は、お面に隠かくされていて、わからない。

「だからこそ、『世界妹セカイモ』の挿さし絵えを見て、こう思ったぜ。オレ様なら、こいつを、〝心をこめて〟もっともっと、かわいく描いてやれんのになあ──って」

「────」

　目を見開き絶ぜつ句くする俺に向かって、グレートはこう結んだ。

「今日から、オレ様が『エロマンガ先生』だ。よろしくな、相棒」

　このままでは、本当に、そうなってしまうかもしれない。

　俺は、うつむき、唇を嚙み続ける。

「続いて、エロマンガ先生のイラストです！　ついに、決着のときが近づいてまいりました[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　もうすぐ、エロマンガ先生のイラストが表ひよう示じされ──決着がつく。

　グレートが勝てば──アルミが、〝本物〟のエロマンガ先生となり、俺おれの小説の挿さし絵えを描かく。

　そう主しゆ張ちようしている。

　あってはならないことだという思いとともに、複ふく雑ざつな喜びめいた感情も湧わいてくる。

　だって、自分の小説に、より良いイラストが付くのなら──それは、俺にとって、嬉うれしいことなのだ。

　ライトノベルの面おも白しろさは、小説とイラストが合わさって、初めて生まれるものだから。

　この感情を、俺は、どうしても否ひ定ていすることができない。

　思い返してみれば、俺は、最初から、わかっていたんだろう。

　だから、あのとき──

〝勝ってくれ〟と願った。

　なのに……

「なんて顔してんだよ、ばか野や郎ろう」

　相あい棒ぼうの声が、聞こえた。

　顔を上げると、画面の中から、見み慣なれたお面めんが、俺を見ていた。

　お面をかぶっているから、その表情は、わからない。

「ははぁん、さては、オレが負けると思ってんだろ」

　機械を通しているから、その声から感情すらも読み取れない。

「まぁ、あいつの方が、兄あに弟で子しだし、ベテランだし、技ぎ術じゆつも知ち識しきもあるし、超ちよう多た芸げいだし、一回オレに圧あつ勝しようしてるし……その上、和泉いずみ先生の大ファンで、心をこめて、妹の絵ヒロインを描いてきた。オレそっくりの絵え柄がらで──前回よりも、さらにとびきりスゲーイラストに仕上げてきた。これじゃあ到とう底てい勝ち目がないって、不安に思うのもわかるぜ。……でも、」

　表情は、わからない……はずなのに。

「任まかせろ、って言ったろ？」

　優やさしい笑顔が、俺には見えた。

「信じてくれ。勝ってみせるから」

　こんなときだってのに、笑ってしまった。

　まるで、主人公ヒーローが、ヒロインに向かって言う……決め台詞ぜりふだ。

「なんでそう言い切れるかって？　ははっ……そんなの、決まってんだろ」

　世界で一番カッコいい、俺にとってのヒーローは、人差し指を真っ直ぐ立てて、

「勝負の決め手は、たったひとつ」

「オレよりかわいく、妹こいつを描かけるやつはいねぇ」


「たったいま！　すべての投票が終しゆう了りよういたしました！　勝者は…………勝者は──────」


「勝者は、エロマンガ先生です！」


[image: ]


「いやぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ、カッコよかったよなあ！　あのときのエロマンガ先生！」

「そ、そんな名前のひとはしらないっ」

『マスク剝はぎデスマッチ』が終わってから、数日が過すぎたある日。

　俺おれは『開かずの間』にて、妹に向かって、笑顔で力説していた。

「『オレよりかわいく、妹を描かけるやつはいねぇ』……くわあぁあぁぁぁぁっ！　シビれるぜっ！　みんな絶ぜつ対たい負けるって思ってたのに……！　喰くらえ必殺のエロマンガ光線って感じで！　大だい逆ぎやく転てん！」

「そ、その話は、もういいからっ。しつこいっ。あ、あ、あれから……な、なんども、なんどもっ」

　当時、ノリノリだったことが、いまになって恥はずかしいらしい。

　紗さ霧ぎりは真っ赤になって怒おこっている。それでも、テンションが上がってしまっている俺は、口を動かすのをやめることができなかった。

「何度だって言うさ！　ありがとな……あいつに──勝ってくれて」

「………………う、うん」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせたまま、こく、と、紗霧はうなずく。

　それにしても、今回のエロマンガ先生は、実にカッコよかった。

　もしも俺が、紗霧と出会わずに『エロマンガ先生の正体がおっさん』だと勘かん違ちがいしたままだったとしても、きっと同じ感想を抱いだくはずだ。

「俺が女の子だったら、エロマンガ先生に惚ほれてたかもしれない」

「もぉ……ば、ばかっ……」

　あの日……儚はかなく可か憐れんな紗霧に、一ひと目め惚ぼれをして。

　つい先日、超ちようカッコいいエロマンガ先生に、ときめかされて。

　実は、どっちも同一人物で──………………困こまったな。

　好き過すぎて、どうにかなってしまいそうだ。こうしているだけで、ドキドキが止まらない。

　なるべく表に出さないよう、普ふ通つうを装よそおって話しかける。

「なぁ、紗霧。おまえが『マスク剝ぎデスマッチ』で描いてくれた、『世界妹セカイモ』のイラストだけどさ」

「……うん」

「あれって、俺が勝負の日に渡わたしたあの原稿を読んで、描いてくれたのか？」

「…………ちがう」

　紗霧は、ちょっぴりムッとして、首を横に振ふった。

「あの原げん稿こうを読んだのは……勝負が終わってからだもん。だって、アルミちゃんは、私と同じキャラの絵を描いてくるんだろうなって、わかってたから。それなのに……私が……先に読んじゃったら……ずるいでしょ？」

「そうかぁ？」

　別に、ずるくはないだろう。勝負のテーマは自由だったわけだし、アルミが『エロマンガ先生と同じキャラ』を描かくと決めたのは、あいつの勝手である。

　なのに──

「ずるいの」

　そうですか。俺おれの妹は、なかなかにプライドの高いやつらしい。

「あれ、だとしたら……不思議だな。どうしてエロマンガ先生は、二巻を読まずに、二巻かんの内ない容ようを反はん映えいさせたイラストを描くことができたんだ？」

　そう。紗さ霧ぎりが『マスク剝はぎデスマッチ』で描いた『世界妹セカイモ』のイラストは、まるで、俺が書きあげたばかりの原げん稿こう──『世界で一番可愛かわいい妹』二巻の物語を象しよう徴ちようするようなイラストだったのだ。

「それは……ほんとうに……たまたまなの」

「偶ぐう然ぜんってこと？」

　こくん、と、うなずく紗霧。

　ふへ、と頰ほおを緩ゆるめて、

「一巻を、何度も読んで……二巻では、この兄妹ふたりが、こうなったらいいなぁ……って」

「……………………えっ」

　顔が熱くなってきた。どう、返答していいか……わからない。

　なぜって……紗霧が、最さい終しゆう奥おう義ぎ『エロマンガ光線』を使用して描きあげたイラストは、

『恋こいする妹』のイラストだった。

　一巻の表紙では、まったく心を開いていなかった妹が、さまざまな体たい験けんを経へて……兄にほのかな恋心を抱いだく。『世界で一番可愛い妹』の二巻は、そんなお話である。

　正直に言うと、『妹ともっと仲良くなりたいなぁ』という俺のドストレートな願望が込こめられたお話でもある。

「紗霧……それって……つまり……その……おまえも、」

「あっ」

　紗霧も、俺の言わんとしたことに気づいたらしい。

「ち、ちゃがっ。これわっ、わ、私が──兄さんと仲良くなりたいって意味じゃなくてっ！　あくまで作品の中のお話っていうか、この妹は私じゃなくてその──」

　わたわたと両手を振ふって大だい混こん乱らんした紗霧は、そのあげく、

「こ、恋してないもんっ！　変な勘かん違ちがいしちゃだめ！」

　握にぎりこぶしでシャウトしたのであった。

　普ふ段だんは、かすかに聞こえるくらいの声で喋しやべるのに、決して大声を出せないわけじゃないのである。

「わ、わかったって！　えっと、ともあれ、俺おれが改めて言いたかったのはだなっ。おまえの描かいてくれたイラストが、超ちようっかわいくて、メチャすごくって！　だから、俺、思ったんだ！」

　ばっ、と、両手を広げて言った。

「あれを、『二巻かんの表紙』にしようって！」

「えっ？」

　むす、としていた紗さ霧ぎりは、唐とう突とつな俺の提てい案あんに、きょとんと目を大きくする。

　そんな妹に向かって、真ま面じ目めな口く調ちようで繰くり返す。

「あのイラストを、十二月に発売することになった二巻の、表紙にしたい！」

「……うん、いいよ」

　こうして、俺たちの新作第二巻の表紙が決定した。

「そういえばさ」

「……なに？　まだ用があるの？」

　そろそろ出て行って欲ほしいみたいな口調である。

　たったいま『二巻表紙の件けん』を話したら、微笑ほほえんで快かい諾だくしてくれたばかりなのに。

　ちょっといい雰ふん囲い気きになったかな、って思ったのに！

「なんか、最近のおまえ……不ふ機き嫌げんじゃないか？」

「そ、それは…………兄さんが」

「俺が？」

　紗霧は、ジトーっと目を細め、俺の口くち真ま似ねをしてこう言った。

「……『なぁ……紗霧……「エロマンガ光線」、また使わないの？』とかっ……えっちな顔でセクハラするから……」

「ちょっと聞いただけじゃないか！　なんでそれがセクハラになるんだよ！」

「なるもん。『「エロマンガ光線」って、使うたびにハグしてなでなでする必要があるのかな？』『やった！　もしそうなら、俺が毎回協力しなくちゃいけないよな！』って、そう思ったんでしょ」

　具体的な解かい説せつをありがとよ！

「いやっ……け、決して……そのような……いかがわしい思おも惑わくがあったわけじゃ……」

「……なかったの？」

　じろ、と、にらんでくる紗霧。俺は、妹の怖こわい視し線せんから目をそらし、

「……な、なかったよ。……少ししか」

「やっぱりっ！　あったんじゃないっ！」

　紗さ霧ぎりはガバッと立ち上がり、俺おれを指さし糾きゆう弾だんする。

「に、兄さんのえっちっ！　へんたいっ！　しすこんっ！」

「悪かったって！　そ、それはともかく！」

　俺は、強引に話を引き戻もどさんと試みる。

「おまえが不ふ機き嫌げんな理由って……それだけなのか？」

「……………………」

　紗霧は、俺から目をそらし、ぷぅ……と、頰ほおを膨ふくらませる。

　ほうら、やっぱりだ。他にも理由があるんじゃないか。

　というか……予想は付いているんだけどな。

「当ててやろうか？　おまえ……アルミの『例の件けん』で、イライラしてるんだろう」

「……………………むっ」

　……あ、こりゃ、図星だわ。

　なんのことか、説明しよう。

　エロマンガ先生による『エロマンガ光線』が炸さく裂れつし、見事グレートに勝利したあのとき。

『マスク剝はぎデスマッチ』という名前のとおり、エロマンガ先生グレートは、黒いお面めんを剝がされ、全世界にその素す顔がおをさらすことになった。

「う、うぅ……ま、まさか、このオレ様が……負ける……なんて……」

　自分が負けるとは、まったく思っていなかったのだろう。

　グレート──アルミは、自分で身体からだを抱だきしめて、震ふるえていた。

　悪童めいた強気な雰ふん囲い気きは、すでに、かけらもなくなっている。

　男っぽい振ふる舞まいをしていたアルミだが、

「……ど、どうしよう…………負けたから…………お面……外さ……なくちゃ」

　本当は繊せん細さいな女の子……なのかもしれない。

　よく笑い、よく泣き、よく怒おこり──全身で喜びを表ひよう現げんする。

　理り屈くつっぽくて、融ゆう通ずうが利きかなくて、厚あつい情を制せい御ぎよできない。

　そんなイメージ。そもそも、この勝負の動機からして、そうだったよな。

　あからさまに男を警けい戒かいするのも、女の子が好きってだけじゃなく……男が怖こわいという理由もあるんじゃないか。

　そのときだ。エルフが声を張はり上げた。

「さあ！　エロマンガ先生グレートよ！　なにをモタモタやっているの！　敗者は敗者らしく、潔いさぎよくマスクを外しなさい！」

「お、おいっ」

「止めないで頂ちよう戴だいマサムネ！　敗者には、全力で鞭むち打うつのがわたしのポリシーよ！　負けたとき、むちゃくちゃ悔くやしくて痛いたいからこそッ、勝ったときに嬉うれしいんじゃない！」

「じゃなくて、エルフ先生は、共きよう犯はん者しやのくせに、なんで自分だけ勝者ヅラしてるの？」

　明らかに敗者サイドだよね？　いまの台詞せりふ、おまえが言っちゃだめだよね？

　俺おれのツッコミに、エルフは『えっ？』みたいな顔でこちらを向き、次ついで、なぜか、かぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]っと赤面する。

「マサムネ……あ、あんた……まさかっ！　……このわたしに、世界中のみんなの前で、はだかになれっていうの!?　何万人もの視し聴ちよう者しやの前で、聖せいなる全ぜん裸らを披ひ露ろうしろというのね！」

「そこまでは言ってない！　俺がえっちな罰ばつゲームを強要したみたいなリアクションやめて！」

　この会話も、全世界に聞こえているんだぞ！

　エルフは、俺の弁べん明めいをまるで聞かず、勢いきおいよく立ち上がった。

「い、いいわっ！　アル……グレートだけに脱ぬがせるわけにはいかないものね！　こうなったら、わたしが一いつ緒しよに──」

　こいつの中では、いつの間にやら罰ゲームの内ない容ようが、『マスク剝はぎ』から『ストリップ』に代わっているようだった。

　というか、まさかこのアホ、何万人もの視聴者の前で、脱ぎたいだけなんじゃ……。

　俺の中で、隣りん人じんの変へん態たい疑ぎ惑わくが膨ふくれ上がっていく。

　そこで、

「ま、待って！」

　必死な声で、グレートが叫さけぶ。

「……いま……お面めん……取るから。や……約束……守る……から……」

　弱弱しい、機械音声。

「……辱はずかしめを受けるのは……あた……オレ様だけで……いいから」

　大好きなエルフのはだかを守るため、覚かく悟ごを決めたようだった。

　もう、『マスク剝ぎ』を止められる段だん階かいは、とうに過すぎ去っている。

　俺は、アルミが黒いお面を外すのを、見守るしかない。

「…………………………」

　全世界に配信されている生放送。何万人もの視聴者の前で、グレートは、目ま深ぶかにかぶっていたフードをばさっと外す。すると、結ばれた赤毛と、真っ白な鎖さ骨こつがあらわになる。

『!?』『えっ……』

　グレートの正体を知らない人々が、当とう惑わくするのがわかった。

　彼らが、口く調ちようやイメージから想像した〝グレートの正体〟と、まったく違ちがう〝女性の姿すがた〟が現あらわれつつあったからだろう。

　グレート──アルミは、お面に手を掛かけ……覚悟を決めて、

「っ！　こ、これでどうだっ！」

　その可か憐れんな素す顔がおを、さらした。

『えぇぇえぇぇぇえぇぇえぇ──────────────ッ！』

　大おお騒さわぎになった。

　業界全体が注目していた勝負だったせいで、多くのオタクたちが、元々有名だったイラストレーターの初顔出しを、ドラマティックな形で目もく撃げきした。

『は？　は!?』

『おっさんじゃなかっただと！』

『ちょ……噓うそでしょ……マジ？』

『！？！？！？！？！？！！？っｗｗっｗｗ』

『グレートの中の人、かわぃいぃぃぃいぃぃいぃ────!!』

　騒そう動どうは、現げん場ばだけでは終わらなかった。

『グレートの中身が美少女だった件けん』は、まとめサイト等にも大々的な形で取り上げられ、おおいに拡かく散さんされた。

　さらにエルフのツイッターに、アルミの素す顔がおが掲けい載さいされていたせいで、謎なぞの美少女イラストレーターの正体も、ばっちり世間にバレてしまう。

　その結果──

『美少女イラストレーター・アルミちゃん』は、一夜にして、オタクたちのアイドルになってしまったのである。

　男たちにビクビク怯おびえていたアルミ本人は、

「………………あれ？　あれあれ……？」

　意外なみんなのリアクションに、しばし当惑していたものの、状じよう況きようを把は握あくするや、

「いやぁ～、照れるぜ！　オレ様って、そんなにカワイイ？」

　まんざらじゃない様子だった。

　男が怖こわいアルミちゃん──ネット越ごしなら、大だい丈じよう夫ぶらしい。

「…………………………」

　一方、アルミに勝ったエロマンガ先生は、みんなからキモオタだと思われているせいで、ちっとも目立ってなかった。

「………………オレ、勝ったのに」

　みんながアルミを讃たたえる中、ぽつーんと寂さびしく画面に映うつっていた。

　そして、その翌よく日じつ。

　みんなにおだてられたアルミが、エロマンガ先生の動画と、内ない容よう丸かぶりのお絵かき配信を始めやがったのである。

　結果、エロマンガ先生は、急速に動画の視し聴ちよう者しやたちを奪うばわれていくことになる。

『エロマンガ先生より、アルミちゃんの方がカワイイし好き！』みたいな風ふう潮ちようだ。

　現げん在ざい『美少女イラストレーター・アルミちゃんのお絵かき配信』は、動画サイトのランキング一位に居い座すわっている。

　そして、視聴者を奪われた『エロマンガ先生のお絵かき配信』は、千位以下に落ちぶれていた。

　完全なる敗北である。

　イラスト勝負には勝ったのに。

　ほんとはルックスでも勝ってるのに。

　──そういうわけなのだった。

「まったく──紗さ霧ぎりにとっては、釈しやく然ぜんとしない結末だよな！　不ふ機き嫌げんになっちまうのもわかる！　俺おれも悔くやしい！　俺の妹の方が、めちゃんこかわいいんだぜ！　って、アルミなんて相手にならない美少女なんだぜ！　って、オタクどもに教えてやりたいよ！」

「ば、ばかっ」

　ぺしっと俺の肩かたをはたいてくる紗霧。

「……アルミちゃんがかわいい見た目でファンを増ふやすのも……実力のうちだし……く、くやしくないもんっ。そのうち勝つもんっ」

　そう言って、唇くちびるを尖とがらせる紗霧は、どう見ても悔しがっていたが──

「そっかっ！　なら、がんばれよっ！」

　それはそれで、悪いことじゃないのかもしれない。

　エルフも言ってたけど、負けて悔しいからこそ、勝ったときに嬉うれしいのだから。

　でも……せっかく勝ったんだから、なにかご褒ほう美びがあってもいいよな。

「よし！　じゃあ、今夜、『エロマンガ先生グレート』をやっつけた記念に、ごちそうを作ってやるよ！　超ちよう楽しみにしてな！」

「……兄さんが張はり切って料理すると、きんぴらごぼうとか作るから……」

「なにが不満なんだよ！　きんぴらごぼう美味おいしいだろ！」

　どうにも妹と俺は、料理の好みが合わないらしい。

　さて、そんな、ちょっとした問題はあったものの……

　俺たち兄妹は、再ふたたび穏おだやかな日にち常じように帰ってきたのである。

　ところが──次の事じ件けんはすぐに起こった。

　翌よく日じつ。俺おれは、出しゆつ版ぱん社しやの打ち合わせブースにて、担たん当とう編へん集しゆうの神楽かぐら坂ざかさんと会っていた。

　前日の夜に電話がかかってきて、『電話じゃできない、重要な話があります』と、呼よび出されたのである。

「……か、神楽坂さん……いったいどうしたんですか？」

「フフフフ……今日は、和泉いずみ先生に、大事なお知らせがあるんですよ」

　黒い笑みを浮うかべる神楽坂さん。

「………………うう……」

　俺は、不安で泣きそうになってしまった。

　かつて、俺のデビュー作の打ち切りが決まったときも、同じシチュエーションで、同じ台詞せりふを言われたからだ。

『今日は、和泉先生に、大事なお知らせがあるんですよ』

『打ち切りけって──い！　残念っ♪　さあ！　次！　がんばっていきましょうね！』

　テンション高めで告知することじゃねーだろ。

　──とまぁ、そういうことがあったので、今日の俺は、最初から凄すさまじく警けい戒かいしていた。

「……うううう……」

　なにを言われても受け止める覚かく悟ごを決めていた。

　そんな俺に、神楽坂さんは謎なぞめいた声こわ色いろで、指を二本立てて見せる。

「良いニュースと、悪いニュース、どちらから聞きたいですか？」

「ホラ来たあ！　来たよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]もう！　くっそ……悪いニュースで！」

　ヤケクソ混まじりに返す。いっそ早く殺してくれという気分でだ。

「では悪いニュースから♪」

　信じらんねえ。なんでこんなに嬉うれしそうなのこの人。

「実は……先々週に発売した、和泉先生の新作『世界で一番可愛かわいい妹』なんですが……」

「は、はい」

「せっかく『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい優ゆう勝しよう』という箔はくを付けて売り出したにもかかわらず──」

「………………ごくっ」

「初週の売上が、最悪でした」

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようする俺。

　俺おれの……俺たちの夢ゆめが……ガラガラと音を立てて、崩くずれていく────!!

「あああああ………………紗さ霧ぎりに……なんて言えば……」

　ぶわ、と涙なみだが溢あふれてきた。他人の目も、耳も、気にする余よ裕ゆうがなくなっていた。

「で……続いてぇ、良いニュースなんですけどぉ……」

「大たい量りよう重じゆう版はんが決定しました」

「うっうっうっ……紗霧……ごめん……紗霧………………………………えっ？」

　俺は、ありえない言葉が聞こえた気がして、おずおずと問うた。

「神楽かぐら坂ざかさん……いま、なんて？」

「『世界妹セカイモ』、大量重版決定です！　喜んでください、我わがレーベルでも希まれに見る数字ですよ！」

「…………えっ……えっ………………えぇぇっ？」

　まるで、地じ獄ごくから天国に、アッパーカットで叩たたき込こまれたようだった。

　頭が混こん乱らんして、動どう揺ようして、まったく話についていけない。

「…………打ち切りじゃ……ない……んですか？」

　神楽坂さんは、悪あく党とうめいた笑みを浮うかべたまま、両手をぶんぶん振ふった。

「違ちがいます違います──私が担たん当とうしてるんですから、打ち切りなんてあるわけないじゃないですか！」

「で、でも、いま……売上最悪だったって……」

「はい──『初週は』最悪だったんです。でも、つい先日、私がやってあげた販はん促そくイベントがあったでしょう？」

「えっ？」

　神楽坂さんがやってくれた販促イベント？　あったっけ、そんなの？

「ホラ！　『エロマンガ先生ＶＳエロマンガ先生Ｇ　マスク剝はぎデスマッチ』ですよ！」

「あ、ああ──」

「私が主しゆ催さいしたあのイベントの反はん響きようがスゴかったみたいで！　私がメインで開催したあのイベント直後から、私の担当作家である和泉いずみ先生の新作が全国書店で爆ばく売うれですよ！　あはっ──計算どおり！　私は最初から、こうなると思ってました！　必ずや、エロマンガ先生が勝利して、わた……和泉先生たちにとって、美味おいしい展てん開かいになるだろうとね！」

「……………………」

　ほんとかよ。最初、めちゃくちゃ文もん句く言ってなかったっけ？

　良い結果になったのだって、紗霧が頑がん張ばってグレートをやっつけたおかげじゃないか。

　まぁでも、いい。うさんくさいし、手て柄がらアピール激はげしいけど、いまは許ゆるす。

「じゃ、じゃあ……その……ええと……」

　いまだ混こん乱らんさめやらぬ俺おれに、神楽かぐら坂ざかさんは、ようやくニコッとまともな笑みを見せた。

「おめでとうございます、和泉いずみ先生。新シリーズ、最っ高のスタートですよ！」

「…………や…………」

「やったあああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁあぁっ！」

　先とは逆ぎやくの感情がこもった絶ぜつ叫きようが、編へん集しゆう部ぶにとどろいた。

　──やったぞ紗さ霧ぎり！　エロマンガ先生！　俺たちの夢ゆめに、また一歩、近付いた……！

　ぐっ……！　と、歓かん喜きを嚙かみしめこぶしを握にぎる。

　そこに、神楽坂さんが、さらに言葉を重ねてきた。

「さっそくメディアミックスも決まりましたよ！」

「うそっ、は──早くないですか!?」

「早いですとも！」

「ま、まさか──」

「アニメ化ですか！」

　がば！　と、俺おれはテーブルに手をつき身を乗り出す。

「違ちがいます」

「ありゃ」

　がくっ、とずっこけそうになってしまった。

　神楽かぐら坂ざかさんは、指を一本立てて、片かた目めをつむり、

「ふふーん、和泉いずみマサムネ×エロマンガ先生、初のメディアミックスは──」

　バッ！　と、神楽坂さんは、とある企き画かく書しよを取り出した。

「漫画化コミカライズです！」

[image: ]

　──というわけで。

　帰き宅たくした俺は、真っ先にこの喜びを相あい棒ぼうへと伝えた。

　大たい量りよう重じゆう版はんの話を聞いた紗さ霧ぎりは、

「ふぁぁ……やったぁ」

　と、天使のような笑顔で喜んでくれた。

「よかった……これで……まだ、一いつ緒しよに、続けられるね」

　ほっと胸むねをなで下ろし、上じよう機き嫌げんでいてくれたのだ。

「あとな！　聞いてくれ紗霧！　なんと第一巻かんにして、俺たちの初のメディアミックス──コミカライズが決まったんだぜ！　これがその企画書だ！」

　俺は、新たなるグッドニュースを切り出すべく、企画書を手て渡わたした。

　すると、紗霧はそれをパラパラとめくって、

「ふぅん……こみからいず……」

『世界で一番可愛かわいい妹』コミカライズ企画書

『世界で一番可愛い妹』（著ちよ／和泉マサムネ先生　イラスト／エロマンガ先生）のコミカライズ企画案を、下記のとおり提てい案あんいたします。

　企画概がい要よう

『月げつ刊かんコミックマジカル』での連れん載さい（月平均24ページ前後を想定）を提案いたします。

　コミック連載と並行して、作品情報の宣伝・告知を継けい続ぞく的てきに行っていきます。

　連載開始時期は、二〇××年十二月を想定。

　作家候こう補ほ

　作画担当候補については、添てん付ぷ資し料りようをご覧らんください。

　──等々。

　要約すると、俺たちの新作『世界で一番可愛い妹』の漫まん画が版ばんを、同じ出版社から出ている月刊漫画雑誌で連載しようというものだ。

　企画書には、作画担当候補として、コミカライズ経験のある漫画家の名前が複ふく数すう挙あがっており、その人たちが描かいた『世界妹セカイモ』キャラクターのイラストや、サンプルシーンが添付されていた。

　どれもかわいく、かっこよく、描いてもらえていると……思う。

「なるほどだよなぁ～、コミカライズって、こんな感じで始まるんだ」

　俺おれは作家人生初のメディアミックスに、かなり舞まい上がっていた。

「……………………うん」

「エロマンガ先生じゃなくて、他の人が俺のキャラを描くと、こんな感じになるのかぁ[image: ][image: ]、ふふふ、いやぁ～、なーんか、新しん鮮せんだぜ」

「……………………………………………………へぇ」

「どの漫画家さんも、実じつ績せきある人だし、さすがに上手うまいよな！」

「…………………………………………そう？」

「俺、めっちゃワクワクしてきたよ！　なぁなぁ、エロマンガ先生は、どの人に作画をしてもらうのがいいと思う？　俺は、各キャラの初登場シーンサンプルを、バシッと気合入れて描いてくれたこの人が────ありゃ……紗さ霧ぎり？　どしたの？」

「………………………ふんっ………………どうもしない」

「ええっ？　な、なに……またしても不ふ機き嫌げんになってるんだよ──」

　まさか、俺が披ひ露ろうした『素す晴ばらしいグッドニュース』が、不機嫌の理由だなんて思いもしなかった。

「…………ぷぅ……」

　紗霧が、ぷりぷり頰ほおを膨ふくらませている理由がわからなくて、俺はすっかり困こまってしまった。

「……俺、なんか、まずいことしたか？」

「……べつに……しらない」

　ぷいっ、とそっぽを向いてしまう。そういう子供っぽい仕し草ぐさが、たまらなくかわいいのだが──ドキドキしている場合じゃない。

　紗霧は、ちら、と横目で俺を見る。

「兄さんは……嬉うれしいの？　……その……コミカライズ」

「めっちゃ嬉しい」

「ふぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ。……嬉しいんだ。……私…………じゃないのに…………これ……ふたりの………………なのに……」

　紗霧は、俯うつむき、ぽつぽつと小さな声で呟つぶやいている。

「ん？　なに？」

「なんでもないっ」

「なんでもないってことはないだろう。意見があるなら、ちゃんと言ってくれ。これは───『コミカライズの打ち合わせ』なんだぜ？」

「……………………………………………………」

　紗さ霧ぎりは俺おれと目を合わせてくれない。顔を覗のぞき込こもうとするたびに、ぷいっ、ぷいっ、とそっぽを向いてしまう。あげくの果てに、完全に後ろを向いてしまった。

　ちら、と、首だけで振ふり返って、

「わかった。……じゃあ、担たん当とうイラストレーターとしての意見を……言うけど」

「お、おう」

「コミカライズ……いいと思う。『世界で一番可愛かわいい妹』が漫まん画がになれば、もっとたくさんの人たちに知ってもらえるし……メディアミックスの実じつ績せきにもなるし……私たちの夢ゆめに近付く、チャンスだし」

「だろ？　だろ？　よかった！　そこは俺と同意見だった……！」

「でも、この企画書に載のってる漫画家さんたちは……全員だめ」

　エロマンガ先生の口からは、とんでもない台詞せりふが飛び出してきたのである。

「!?　な、なんで？」

「私の絵と、ぜーんぜん違ちがうから」

「そりゃ、エロマンガ先生が描かいてるわけじゃないんだから……そうだろうけど。これでも、かなり、おまえの絵に近い人選じゃないか」

「そう？　私は、そうは思わない。コレジャナイって……思う」

「むう……」

　俺だって、エロマンガ先生が描いてくれたイラストが、一番好きだし、一番俺の書いた話に合っているって思う。だからこそ、コミカライズの作画は、すっげー上手うまい人に担たん当とうしてもらいたい。初メディアミックスで舞まい上がってはいたけれども、俺なりに、厳きびしい目線で評ひよう価かしたつもりだったのだ。

　その上で『いいんじゃないかな』『この人たちなら』って、判はん断だんした……の、だが。

　エロマンガ先生は、『まだ足りない』『コレジャナイ』という。

　俺は、腕うでを組み、しばし思案した。

「……わかった。俺はアリだと思ったけど……エロマンガ先生がそういうなら……きっとそうなんだろう。もう一度、神楽かぐら坂ざかさんと相そう談だんしてみるよ。たぶんだけど、おまえの要望を再さい度ど聞き取りして、また別の作画担当を探さがすことになるはずだ」

「……ねぇ、兄さん」

「ん？　なんだ？」

「希望……言って、いい？」

「!?　ああ！　もちろんだ！　なんでも言ってくれ！」

　俺おれは即そく座ざにそう答えた。

「じゃあ……」

　エロマンガ先生の、作画担当者に対する希望とは……はたして。

「私と、同じ絵を描けるひと。私が、自分で、よーく見ないと気付けないくらい、そっくりに描けるひとがいい」

「………………」

　おおっと……いきなり……厳きびしい条じよう件けんが来たぞ。

　エロマンガ先生は、さらに、こう続けた。

「私の次くらいに、原作を好きになってくれるひとがいい。物語にも、キャラクターにも、愛着をもって描いてくれるひとがいい」

「……………………」

「私が、思いっきり本気を出しても、負けちゃうかもしれないくらい、すごい絵を描くひとがいい」

「…………………………」

「えっと……あと、これは、できればなんだけど………………」

　ま、まだあるのか。

「な、なに？」

「かわいい女の子の漫まん画が家かさんがいい」

「それ、おまえがセクハラしたいだけだろ」

　うぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]む。

　困こまったな、こりゃ。

　この打ち合わせのあと、俺はすぐに神楽かぐら坂ざかさんと相そう談だんし、新しい作さく画が担たん当とう候こう補ほを探さがしてもらうことになった。

　ところが──

「このひとは、だめ。私の絵と違ちがう」

「だめ。上手うまいけど……魂たましいがこもってない」

「たぶんこのひと、あんまり原作好きじゃないと思う」

「だめ」「このひとも違う」「コレジャナイ」「ちがうもん。この子は、もっとかわいいもん」

「この妹じゃ、おぱんつなめたくならない」

　──等々、等々──

　完全に、俺の心配が的中した形である。

　エロマンガ先生が設せつ定ていした条じよう件けんはこうだ。

　──本人が見み抜ぬけない程ほどのレベルで、エロマンガ先生そっくりの絵を描けること。

　──エロマンガ先生の次くらいに、原作を好きなこと。

　──本気のエロマンガ先生に勝てるくらい、すごい絵をかけること。

　さらにここに、スケジュールの都合など、コミカライズを担当してもらうための各種条件が加わってくるわけだ。

　いるわけねーっつーの！　そんな都合のいい漫画家！

「マズい……これはマズいぞ……」

　作画担当候補をいくら用意しても、エロマンガ先生は、首を縦たてに振ふらない気がする。

　例の個人的理由によって、エロマンガ先生がちょうど不ふ機き嫌げん状じよう態たいなのも、実によろしくない。

　せっかく初メディアミックスが決まったのに……このままでは、コミカライズ企き画かくがポシャってしまいかねない。

「でも……エロマンガ先生の希望は、尊そん重ちようしたいんだよなぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　俺おれは、自室にて、頭をかきむしった。

「ううん……どうしたものか」

　腕うでを組み、目をつむって、悩なやむ。しかし良いアイデアは浮うかばない。

　しばしそうやって悩んでいると、

　ピンポーン、と、インターホンが鳴った。

「はいは～い」

　小走りで玄げん関かんに向かい、扉とびらを開けると、そこにいたのはエルフだった。

「……ひ、久ひさしぶりね、マサムネ」

　いつもと同じロリータファション。両手を後ろで組み、何故なぜか、俺から視し線せんを外している。

「エルフか。別に久しぶりでもないだろ、イラスト勝負のときに会ったし──どうした？　上がらないのか？」

「あのっ……あんた……その……………………怒おこってない、の？」

　ちら、と上うわ目めづかいでエルフが言う。

「なんの話だ？」

「……ほら、イラスト勝負のとき……さ」

「ああ……怒ってたな、たしかに」

　でも、なんで今さら──なんて考えていたら、いきなりエルフが頭を下げた。

「ごめん、わたしが悪かったわ」

「…………」

　いきなりの展てん開かいに、咄とつ嗟さに返事ができなかった。俺は、目を見開いて固まってしまう。

　エルフは、頭を上げるや、真しん剣けんな顔で言う。

「あのときは、いまいちピンと来なかったんだけど──よくよく考えてみたら……そうよね！　わたしにとっては嬉うれしいことでも……あんたや、エロマンガ先生にとっては、そうじゃないケースもあるわよね！　だから、ごめん！　許ゆるして頂ちよう戴だい！」

　堂々とした謝しや罪ざいだった。相変わらず、さっぱりとしたやつである。

　俺おれは、つい、笑ってしまう。

「律りち儀ぎなやつだなあ。いいよ、もう。そもそもエロマンガ先生も、おまえと似にたような感性だったみたいで──喜んでたみたいだし。むしろ、おまえに感かん謝しやしてた」

　強きよう敵てきの登場に、燃もえ上がって、張はり切って──新しん技わざを身につけて、パワーアップまで果たしてしまった。グレートの描かいたイラストを見て、お母さんともう一度会えたみたいだ……って、感動していた。

「……許してくれるの？」

「『エロマンガ先生のイラストレーター生命を危あぶなくしてくれやがった件けん』については、まだ怒ってるんだけどさ。──色んな、おまえへの『ありがとう』で相そう殺さいにしとく」

「そう」

　うまい伝え方だったとは思わないが、察しのいいエルフは、俺の想いをちゃんと汲くんでくれたようだ。満足そうに首しゆ肯こうした。

　そして彼女は、

「ふぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ…………よかった……ぁ…………」

　目の端はしに涙なみだを浮うかべて、胸むねをなで下ろす。

「あんたに嫌きらわれちゃったらどうしようって……心配しちゃったわ。ちょ、ちょっぴりだけね！」

　エルフが、あまりにも本気の様子だったので、俺は照れ隠かくしにこう言ってしまう。

「いらん心配だったな」

「そうよね！　あんたって、わたしのこと、大好きだものね！」

「おまえのことは、初めて会ったときからずっと嫌きらいだよ」

「ええぇえぇぇ!?」

　えらい形ぎよう相そうで驚おどろくエルフ──嫌われてないとでも思っていたのだろうか。

　初対面からして、最悪だったのに。

「まぁ……いまとなっちゃ、好きなところの方が、ずっと多いけど」

「！」

「だから、友達やってるんだ。いまさらあんくらいのことで、どうにかなったりするか」

「……っ……あ、あっそ！　あ、あんたのそういうところ嫌い！」

　エルフは、腕うでを組んで、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

「お互たがい様だ」

「ふん、そういうことね」

　好感度が上がった下がった──なんて、ゲームかぶれのエルフなんかはよく言うけれど、人の好き嫌いを、一本の指し標ひようで表すことなんてできない。

　好きなところも、嫌いなところも、たくさんあって当然だし、『こういうところは好きだけどこういうところは嫌い』みたいな感じで複ふく雑ざつなのだ。

　相手に嫌なことをいっさいしないなんて、できないし、できたとしたら、それはもう友達なんかじゃないと思う。家族なんかじゃないと思う。仲間なんかじゃないと思う。

　だからこそ、お互いに、『好き』を積んでいきたいものだ。

　喧けん嘩かをしたあとで、仲直りできるように。

「……つーか、あんたって、基き本ほんお人ひと好よしのくせに、妹を攻こう撃げきしようとした相手に対しては、問答無用で敵てき認にん定ていするわよね。慈じ悲ひと愛情の女め神がみであるわたしに対してでさえそうなんだから、そのへん自覚しとかないと、いらない誤ご解かいと確かく執しつをまねくわよ」

「……肝きもに銘めいじておくよ」

　まったくそのとおりなので、言い返せない。紗さ霧ぎりを脅おびやかすものに対して、必要以上に敏びん感かんになってしまっているところはあると思う。

　直すつもりはないが、自覚はしておくべきだろう。

「あっ、そうそう、お詫わびの印に、お菓か子しを作って来たのよ！　マカロン！　もちろんエロマンガ先生のぶんもあるわ！」

　早くもスッパリと切り替かえて、いつものエルフに戻もどっている。

　こいつのこういうところが『好き』だった。

「おー、サンキュ！　さっそく一いつ緒しよに食べようぜ！　──あ、そうだ、俺おれもちょうど、おまえに相そう談だんしたいことがあったんだよ」

　その後、俺はリビングにエルフを通し、彼女が持参したマカロンと一緒に、お茶を出してやった。その準じゆん備びをしている間、エルフに相談内ない容ようを軽く話していたのだが……

「ふーん、なるほどねぇ──それでエロマンガ先生、ダメ出しモードになっちゃってるんだ」

「そうなんだよ。なかなか、エロマンガ先生の希望に合う漫まん画が家かさんがいなくてさ」

「なにはともあれ」

　エルフは優ゆう雅がに微笑ほほえんで、

「重じゆう版はん＆コミカライズ決定、おめでとう」

「ああ……ありがとう」

　こうして直ちよく接せつ、編へん集しゆう者しや以外の知り合いから言われると、改めて実感する。

　新シリーズの重版が決まり、初メディアミックス企き画かくが立ち上がり──

　俺たちは、夢ゆめに向かって、順じゆん調ちように進んでいるのだと。

「この調子で、バーンとアニメ化まで突つっ走ぱしっちゃいなさい！」

「そうなったらいいよな！　気が早いけど！」

「アニメ化キャッシュで家買いましょう家！　あっ、そうだ！　改かい築ちくしてうちと合体させましょうよ！」

　すでに我わが家同然に振ふる舞まってるくせになにを言う。

「つーかマジで気が早いって」

「とかいって、もう水面下ではアニメ化企画が動いているんでしょう？　ネットではみんなそう言ってたわよ！」

「ガセネタにもほどがある！　なんでそんなことになってんだ──って、あれか、『マスク剝はぎデスマッチ』の件けんか」

「そうそう。実じつ際さいには、わたしとアルミちゃんが仕し掛かけた勝負なんだけど──結果的に、アレがすごい宣せん伝でんになって爆ばく売うれしたわけだからね。アニメ化前ぜん提ていの仕込みだったに違ちがいない──って深読みしちゃう人も、当然いるわけよ」

「……違うんだけどなあ」

　アニメ化前提企画なんてものが仮かりにあったとして。

　そこそこしか売れてない俺おれのところに話が来るわけないじゃん。

　そういう企画には、売れっ子作家を起用するに決まってるじゃん。

　巡めぐり合わせがよかっただけなのに、担たん当とう編へん集しゆうが手て柄がらアピール激はげしいから、そういう風に思われちゃうんだよなあ。

「なぁんだ、ホントにアニメ化の話は来てないの。じゃあ、なおさらコミカライズは成せい功こうさせたいところよね」

「ああ……！」

　俺は、力強く頷うなずいた。

　エロマンガ先生も言っていたけれど、『俺たちの夢ゆめ』に対して、コミカライズが果たす意味は大きい。

「純じゆん粋すいに、楽しみでもあるんだ。自分の作品が漫まん画がになるのなんて──初めてだから」

「でも、エロマンガ先生の眼鏡めがねに適かなう漫画家が見つからない、と」

「そうなんだよ。もう、候こう補ほがいないんだ。担当編集も、どうするんだって怒おこってる。……エロマンガ先生も、色々状じよう況きようがわかった上で、それでも理想が高すぎて、悩なやんでいるんだと思う。だからさ………………いっそ」

「だから……いっそ、なに？」

　台詞せりふを途と中ちゆうで止めていた俺は、エルフに先を促うながされ、自分の考えを口にする。

「……………………────って、思ってるんだ」

　それを聞いたエルフは、驚おどろきに目を見開いた。

「！　ほ、本気？」

「ああ、本気だ」

「……相そう談だんを聞いて、よかったわ。……いい、マサムネ。わたしの言うとおりにしなさい」

　エルフは、シリアスな顔で、俺おれの鼻先に指を突つきつける。

「あんたの〝その考え〟──いますぐエロマンガ先生に、伝えてくるのよ」

　俺は、エルフをリビングに残し、マカロンを持って二階へと上がった。

『開かずの間』の前に立ち、妹に声をかける。

「紗さ霧ぎりー、エルフがお菓か子しを持って来てくれたぞ。よかったら、おまえの部屋で、一いつ緒しよに食べないか？」

　扉とびらが、きぃ、とわずかに開き、紗霧が顔をのぞかせた。

「やだ」

　半目になって、かわいく俺をにらんでいる。

「…………じゃ、じゃあ……スカイプで、お喋しやべりしながら食べようぜ」

「……ぷぅ……やだ」

　頰ほおをふくらませて……完全にふて腐くされていらっしゃる。

　うーん、コミカライズの件けんと、動どう画が視し聴ちよう者しやを奪うばわれまくっている件のダブルパンチだもんなぁ。紗霧の機き嫌げんを直すのは、美味おいしいマカロンでは足りないのだろう。

「……えっと、一いち応おう、コミカライズについての相そう談だんも兼かねてるんだけど」

「……………………」

「さ、紗霧？」

「…………話すことなんてない。どっか行って」

「………いや、そういうわけには──」

「なんにもないもんっ！」

　紗霧は、ヘッドセットなしで大声を張はり上げ、顔を伏ふせてしまう。

　それから、ぼそぼそと低い声で、呟つぶやく。

「まったく……最近の兄さんは、口を開けば、コミカライズ、コミカライズ、って……」

「………そんなにコミカライズが好きなら……コミカライズと結けつ婚こんすればいいでしょ」

「はい？」

　どっ、どっから結婚なんて言葉が出て来たんだよ！

　まったく意味がわからないぞ紗霧！

「えっと……いまのって……」

「し、しらないっ！」

　かぁ～っと真っ赤になって、ごまかそうとする紗さ霧ぎり。

　俺おれが台詞せりふを挟はさもうとすると、こっちの声をかき消すように声を張はり上げる。

「私よりコミカライズが好きなひとには、なんにもいわないっ！」

「わ、わかったよ！　もう聞かないから。いまのなしな？　な？」

　なんとかなだめることに成功したらしく、紗霧は、

「……………………」

　こくん、と涙なみだ目めでうなずく。

　なんだよ……俺がいじめたみたいじゃないか。

「ええと……とにかく、紗霧──エロマンガ先生は、コミカライズをやりたくないんだな」

「……そうは言ってない。あとそんな名前のひとはしらない」

　そうは言ってない──正せい確かくには、『条じよう件けんが合う作さく画が担たん当とうが見つからないなら、やりたくない』だよな。でも、エロマンガ先生が満足するような漫まん画が家かなんて、いるわけがないんだ。

　やりたくないって言ってるのと、同じことなんだよ。

「そっか」

　難むずかしいよな。

　最高の作品を創つくりたくて、大好きな作品だからこそ妥だ協きようしたくなくて、こだわるあまり──企き画かくの進行を妨さまたげてしまうことが、ときにはある。

　商業ライトノベルのように、複ふく数すう人にんでモノを創るとき、チームの誰だれかが『仕方ない』と口にするたび、その作品はつまらなくなっていく。

「そっか……」

　けど、『仕方ない』を一度も言わずに、作品を完成させることはできないんだ。

　誰かが無理を通そうとするなら、誰かが何かを諦あきらめなくてはいけない。

　商業作品のジレンマというらしい。

　そういうものだ。

　俺は、自分の書いた小説を、読者に向かって、『いっさいの妥協なく創り上げた最さい高こう傑けつ作さくだ！』──と、いつだって、何度でも、言い張はれるが。

　それでも、そういうものだ。

「なら、仕方ない」

　だから俺は、エロマンガ先生に、前もって考えてあった『相そう談だん案あん件けん』を切り出した。

「コミカライズはやめよう」

　エルフに向かって言ったのと、同じ台詞だ。

「…………え？」

　紗さ霧ぎりは、ぽかんと口を開けて、

「……い、いま…………なんて？」

「コミカライズは、やめよう、って言ったんだ」

　なるべく優やさしく聞こえるよう、ゆっくりと、そう口にする。

「そ、そんなっ！」

「おっと……怒おこってるわけじゃないぞ、本当に、勘かん違ちがいしないでくれ。……俺おれは、エロマンガ先生の望む形じゃないなら、メディアミックスなんて、しなくていいと思う」

「……で、でも…………夢ゆめが……私たちの……夢が……」

「『俺たちの夢』なら、コミカライズなんてしなくても、叶かなえられるって。漫まん画がにならないまま、アニメ化したライトノベルだって、あるんだから」

「……あ…………う……」

　紗霧は、真っ青になって震ふるえている。

　自分のせいで、メディアミックスをふいにしてしまうって──気に病やんでいるんだろう。

　いますぐ、少しでも、負ふ担たんを減へらしてやりたかった。

「気にするなよ！　大だい丈じよう夫ぶだって！　ホラ、おまえが大おお舞ぶ台たいでアルミをやっつけてくれたおかげで、一巻かんがバカ売れしたって言ったろ？　新作として、最高のスタートを切ることができたんだ！　コミカライズするよりも、ずっと凄すごいことだよ！」

　俺は、妹と、同じ目線の高さで言う。

「だから、大だい丈じよう夫ぶだ。地道に、一いつ緒しよに、やっていこうぜ」

「ば、ばかぁっ！」

　そしたら、至し近きん距きよ離りで罵ば倒とうされた。

「…………」

　俺はパチクリとまばたきする。

「和泉いずみせ……」紗霧はそう言いかけ、そこで、ぶんぶんっとかぶりを振ふった。「に、兄さんは……なんでそんなに……そんなに…………」

「いつもいつも、私を甘あまやかすのっ！」

「────」

　紗霧は、いまにも泣き出しそうな顔で、訴うつたえる。

「違うのに……私っ……違くて……なくなるのが……嫌いやで……っ……わがまま言っただけなのに……兄さんが……諦あきらめることなんてないっ」

「……………………」

　俺おれは、目を見開いて、固まっていた。紗さ霧ぎりが、こんなことを言い出すなんて……思わなかったから。

「…………そっか」

　途と切ぎれ途切れにしか聞こえなかったけど、妹の気持ちは、痛いたいほど伝わってきた。

「……………………」

「……………………」

　しばらくの間があった。俺と、紗霧は、無言で見つめ合っている。

「わかったよ──エロマンガ先生」

　ふぅ、と息と一いつ緒しよに緊きん張ちようを吐はき出して、

「コミカライズは、諦あきらめないことにしよう」

「……うん」

　紗霧は、ほっと胸むねをなで下ろしたようだった。

「しかし、じゃあ、困こまったな。『エロマンガ先生の望む形じゃないなら、メディアミックスなんてしなくていい』──これは、俺の本心なんだ」

「だ、だから……それは……」

「いままで候こう補ほになった漫まん画が家かさんたちじゃ──嫌いやなんだろう？」

「………………………………………………………………」

「正直に、答えてくれ」

「…………うん、嫌」

「そっか」

　担たん当とう編へん集しゆうが必死こいて探さがしてきた作画候補者たちじゃ、嫌。

　コミカライズをやめるのも、嫌。

　すさまじいワガママだ。まともな社会人なら決して言わない、子供らしい言い草ぐさでもある。

　なんか、嬉うれしかった。

　……ちゃんと本音を聞き出すことができて、よかった。

　紗霧は、妹なんだから────兄あに貴きにワガママを、言わなくっちゃあな。

「じゃあ、なんとか、するしかないなっ！」

　パン！　と、自みずから頰ほおを張はり、笑顔で言った。

「コミカライズはあきらめない！　でもって、エロマンガ先生の希望もぜんぶ叶かなえる！　そう決めた！」

　お兄様に任まかせとけ！

「……に、兄さん」

　ぽうっ……と、目を潤うるませて俺を見つめる紗霧。

　妹は、そこで、ハッとして、

「だ、だからぁっ。……あ、甘あまやかしちゃだめって…………や、優やさしくしないでっ！」

「ヤダ」

　紗さ霧ぎりの真似まねして、半目になって言ってやった。

「え、えっ……」

「ヤダよ。なんでもかんでも、おまえの言うとおりにはしてやらない。『なんで私を甘やかすの』って──楽しいからに決まってるだろ？　好きでやってるんだ。──おまえに厳きびしくするのは、おまえが自分でやりなさい」

「そ……そんなの……むずかしい」

「知ってる。──ほら、厳しい兄あに貴きだろ、俺おれ」

「………………………………むぅ」

　いまいち納なつ得とくしてない風に、考え込こむ紗霧。顔を上げて、言った。

「えと……じゃ、じゃあ……ど、どうするの？」

「『エロマンガ先生が出した条じよう件けん』にぴったり当てはまる漫まん画が家かを見つけて、コミカライズの作画をしてもらうんだよ」

「……でも……そんなひとは……」

「そうなんだよなぁ……それが問題で……いまちょうどエルフにも相そう談だんをしてたところなんだ」

　俺は、下を向き、階下に残してきたエルフを想う。

「ほら、あいつもコミカライズしてるし、色々聞いてみたらどうかなって」

「ふ、ふぅん……またエルフちゃんとばかり……」

　紗霧は、うつむいて、ぼそっと呟つぶやく。

「なんか言った？」

「なんでもない……ちなみに……エルフちゃんの『爆ばく炎えんのダークエルフ』って、どの先生がコミカライズしてるの？」

「えっ？　ああ、それは確たしか──────……………………………………確か、」

「？　……兄さん？」

　きょとん、と、紗霧が俺の目を覗のぞき込んでくる。

　しかし俺は、ふと湧わいてきた思いつきに没ぼつ頭とうしていた。

「……………………………………………………………………………………………………」

　──本人が見み抜ぬけない程ほどのレベルで、エロマンガ先生そっくりの絵を描かけること。

　──エロマンガ先生の次くらいに、原作を好きなこと。

　──本気のエロマンガ先生に勝てるくらい、すごい絵を描けること。

　はっ、と、気付く。

「い、いる……！　いるかも……しれないぞ。………………うってつけの人が」

　翌よく日じつ。俺おれはさっそく、『うってつけの人』の家へと向かった。

　もちろん、担たん当とう編へん集しゆう・神楽かぐら坂ざかさんとも相そう談だんした上での訪ほう問もんである。

　電話で、俺の思いつきを話してみたところ、彼女はこう言っていた──

『ははぁん、〝あの人〟なら、確たしかに「エロマンガ先生が指定した条じよう件けん」をすべて満たしていますね。……〝あの人〟って、問もん題だい児じ過すぎて、こんな緊きん急きゆう事じ態たいでもなけりゃ依い頼らいしないんですけどねぇ……この際さい、構かまっちゃいられませんか。……さて、そういうことなら、和泉いずみ先生から、先方に一度話をしてみてください。現げん状じよう、そっちの方が、私が直ちよく接せつ説得するよりも、引き受けてもらえる可か能のう性せいが高いでしょう』

　俺もそう思う。説得は難むずかしいかもしれないが、これ以上のアイデアは正直思いつきそうにない。なんとか引き受けてもらいたいところである。

『世界で一番可愛かわいい妹』のコミカライズ作画担当として、うってつけの人材。

『エロマンガ先生が指定した条件』をすべて満たしている漫まん画が家か。

　それは誰だれかって、言うとだな──

「オレ様に、コミカライズの作画をやれってのか!?」

　お察しのとおり、この人、エロマンガ先生グレートこと、天才美少女イラストレーター・アルミちゃんのことだ。

　ちょっと前まで敵てきだったから、思いつくまでに時間がかかってしまったが。

　……考えてみりゃ、これ以上ないくらいに条件ぴったりなんだよな、この人。

　己おのれこそが〝本物〟のエロマンガ先生だと言い放ち、一度は紗さ霧ぎりに圧あつ勝しようしたこの人を味方にできたなら……心強いなんてもんじゃない。それこそ百ひやく人にん力りきだ。

　アルミは、ツリ目をくりんと大きくして、自分の顔を指さしている。今日の服ふく装そうは、おへそを丸出しにしたスポーティ＆ラフなものだ。

「うん、そうなんだ。ぜひアルミにお願いしたい」と、俺。

　エロマンガ先生も、俺の持つタブレットの中から、偉えらそうに言った。

「しょうがないから、キミにやらせてあげてもいいよ」

　……全力で上から目線だな、こいつ。

『ほんとは誰にも任まかせられないんだけど……んまぁ、キミならギリギリ、妥だ協きようしてあげてもいいよ？』というニュアンスを隠かくそうともしてねぇ。

　……これがエロマンガ先生の『担当イラストレーターとしての本心』なんだろうな。

　ちなみにここは、アルミの部屋のリビングである。

　俺とエロマンガ先生の対面に、アルミとエルフが並ならんで座すわっている。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　ダメに決まってるでしょ！　そんなの！」

　エルフが慌あわてて声を荒あらげた。

「あんたたちが、コミカライズの件けんで悩なやんでるのは知ってたけど……ま、まさかわたしのアルミちゃんを狙ねらってくるなんて！　ゆ、許ゆるされざる行いよ！　というか、昨日はそんなこと言ってなかったじゃない！」

「おまえに言ったら、怒おこって邪じや魔ましてくるかなーって」

「わかった上での行動っ!?　あんたってやつは、妹が絡からむと、ほんっと……！　ほんっと……！　ああもうっ！」

「いま、俺おれが、アルミ大先生と話してるんだから、ちょっとエルフは黙だまってろよ」

「黙ってられるかーっ！　アルミちゃんには我わが著ちよ書しよ『爆ばく炎えんのダークエルフ』の仕事があるのよ！　挿さし絵えだけじゃなくて、コミカライズもアルミちゃん自ら描かいているんだから！」

「そうそう、あと、アニメのキャラデザやら版はん権けんイラストやらも、オレ様がやってるよ。いまはちょうど、ゲーム用のＣＧを描いてるところ」

　挿絵に漫まん画がにアニメにゲーム──ぜんぶアルミが自みずから描いている、らしい。

　中学生で一千万部オーバーの誰だれかさんよりもあり得ない話だが、事実だ。

『イラストレーターで漫画家でラノベ作家』とか『イラストレーターでアニメーターでミュージシャン』なんて常じよう識しき外はずれの人たちもいるわけで、事実は小説よりも奇きなり、とはよく言ったものだけど……同じくらいに噓うそっぽい話だよな。

　ともあれ、アルミ先生は、なんでもかんでも自分でやっちまえる人なのだ。

　さすが『万ばん能のうの絵描き』と呼よばれているだけのことはある。

　エロマンガ先生を、ギリギリまで追い詰つめただけのことはある。

　だからこそ、俺たちはここにやってきたわけだが。

「ホラ！　聞いたでしょ？　アルミちゃんは、いまたくさんの仕事を抱かかえてて超ちよう々々々[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]忙いそがしいの！　あんたたちの仕事なんて引き受けられないの！　わかった!?」

「……って、エルフは言ってるけど……」

「オレに負けたアルミちゃんは、コミカライズの仕事を引き受けてくれるの？」

　おいおい、今日のエロマンガ先生は、煽あおっていくスタイルだな。

　俺たちの質しつ問もんに対し、アルミはこんな態たい度どを取った。あごに指を添そえて、

「ん[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]そうだなァ……条じよう件けん次し第だいじゃ、引き受けてやってもいいぜ？」

「なにその脈アリっぽい態度!?　わたしの『ダークエルフ』はどうするの!?」

　ばんっ！　とローテーブルを叩たたくエルフ。

　こいつ、今日登場してからずっと怒ってんな。気持ちはわかるので、あとで謝あやまっておこう。

　アルミは、エルフに向き直り、無む邪じや気きにキバを見せて笑った。

「安心しろエミリー、オレ様には、まだまだ余よ裕ゆうがある」

「噓でしょ!?　あんたマジでバケモンね！」

　ほんとだよ。俺おれも、自分で頼たのんでおいて超ちようびっくりした。

　アルミ先生、いま絶ぜつ対たい忙いそがしいから、スケジュールの都合で断ことわられるかも──ってビクビクしていたのに……まだまだ余よ裕ゆうあるの？　ほんとに？

　なんでも描かけて、腕うで前まえは極上、そのうえ仕事がめちゃくちゃ速いって……なんだそりゃ。

　バランスブレイカーというか、チートキャラというか……これで超の付くトラブルメーカーでさえなけりゃあ、最強のイラストレーターといっても過か言ごんではないだろう。

「し、仕事のスケジュールに余裕があるんだとしても！　このアニメ化で超忙しいときに、このわたしを怒おこらせてまで！　あえて新しい仕事を引き受ける理由があるっての!?」

「あるぜー、あるある、いっぱいあるぜー」

「いっぱいあるの!?」

　エルフは、目を大きく見開いて、信じられない様子であった。

　アルミは、指折りしながら説明する。

「ひとつ、エミリーが嫉しつ妬とする顔がかわいいから。そーやってオレ様のために怒ってくれるのが、嬉うれしいから」

「にゃっ!?」

　目を白黒させるエルフの鼻先を、つん、とアルミが指で押おした。

「ふたつ、オレ様が、和泉いずみマサムネの大ファンで、『世界妹セカイモ』のコミカライズを、ぜひとも自分でやりてーから」

「……ふんっ、『世界妹』から入ったニワカのくせに」

　エロマンガ先生がいちゃもんをつける。

　アルミはタブレットに向かって、こう返事をした。

「おっしゃるとーりだけど、『世界妹』のあとで、ちゃんと『銀ぎん狼ろう』も『ブラックソード』も、読んでるぜ。どれも面おも白しろかったよ。〝心をこめて〟──絵を描こうって気になるくらいにはな」

『ブラックソード』ってのは、俺のデビュー作のタイトルだ。

　──オレ様の『エロマンガ光線』は、ドストライクなものにしか使えねぇ。

　アルミの発言に噓うそはない、のか。

　だとしたら…………嬉うれしいな。やば、顔が、にやける。

「マサムネ……言っておくけれど、アルミちゃんはたいていなんでも『面白い』って言うからね？　調子に乗るんじゃないわよ？」

「……なにでれでれしてるの？」

　エルフはさておき、エロマンガ先生が怒るのは当然だよな。

　いまは、作品を褒ほめられてデレっとしてる場合じゃない。

　アルミは、さらに指を折る。

「みっつ。紗さ霧ぎりは、尊そん敬けいする師し匠しようの娘むすめで──オレ様にとっても妹みてーなもんだ。妹がピンチで、助けを求めてるんならよお──力になってやりてーよなぁ」

　ものすごく納なつ得とくのいく理由だった。

　アルミは、さらに指を折る。

「よっつ。この仕事を引き受けることで、オレ様は『エロマンガ先生へのリベンジの機会』を獲かく得とくできる」

「どういうことだ？」

「その質しつ問もんに答える前に、改めて言っておく。──紗さ霧ぎり、見事、オレ様に勝ったな」

　アルミは、タブレットの画面──エロマンガ先生の顔を真っ直ぐに見て、言った。

「…………あ……………」

　お母さんと同じ絵を描かく〝兄あに弟で子し〟に認みとめられる──〝姉弟子〟かもしれないが──ことは、紗霧にとって、きっと、大事なことだったのだろう。

「……うん」

　喜びを嚙かみしめているような雰ふん囲い気きがあった。

　アルミはさらに、こう続けた。

「認めるぜ！　おまえこそ〝本物〟のエロマンガ先生だ！」

「そ、そんな名前のひとはしらないっ！」

　嬉うれしかろうと、恥はずかしいものは恥ずかしいらしい。

　そんな一ひと幕まくがあってから、アルミは、改めて言う。

「ってわけで──オレ様は、エロマンガ先生に負けちゃったわけだけど。やっぱり悔くやしくてさ、再さい勝しよう負ぶしてリベンジする機会を、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているわけよ」

「……内ない容よう丸まる被かぶりのお絵かき配信で……オレのファンを奪うばったくせに……あれも絶ぜつ対たいリベンジだったろ」

　エロマンガ先生が、恨うらめし気げな口く調ちようで割わり込こむ。

「ご名答っ！　これで二勝一敗で数字上はオレ様の勝ち──なんだけど。大事なところで負けたぶん、まだまだ悔しさは晴れてない」

　アルミは、ニィ……と、キバを剝むいて、好戦的な笑みを浮うかべる。

「そこで、今回の仕し事ごと依い頼らいだ！　くっくっくっく…………オレ様が、おまえらのコミカライズを担たん当とうしてよー、めちゃくちゃ面おも白しろい作品に仕上げたとするじゃん。それを読んだおまえらのファンが、『漫まん画が版ばんの方が、原作より面白い！』って言ってくれたらさあ──すっげースッキリすると思うんだよな！　負けた悔しさがスカッとブッ飛ぶくらい、『やったぜ！』って、勝ち誇ほこれると思うんだよな！」

「超ちようわかるわ！」

　数秒前まで怒っていたエルフが、楽しそうに同調する。

「そうよね！　そうよね！　メディアミックスって、原作との勝負だもの！　わたしもアニメ版ばん『ダークエルフ』では、原作者として、監かん督とくやスタッフたちとともに最高の作品を作り上げ──その上でなお、下僕フアンたちに『このアニメ超ちよう面おも白しろい！』『でも原作の方がもっと面白い！』と言わせてみせるわ！」

　力強い握にぎりこぶしで、

「具体的には、アニメ放送後の打ち上げで、監督の肩かたを優やさしく叩たたいて『まぁ、キミもよくがんばったよ』って、言ってあげるのが、いまの目標ね」

　イヤな原作者様だな。

「アハハ、エミリーらしいぜ」

　当然のように、アニメに勝つつもりでいるところとかな。

　エルフといいアルミといい、どうしてすぐに作品で戦おうとするのやら。

　誰だれかと競きそい合うのがそんなに楽しいかね……いや、楽しいか。俺おれも、エルフやムラマサ先せん輩ぱいと競って、戦って……超キツくて二度と御ご免めんだけど……楽しかったし。

　アルミは、指折り数えていた手を俺たちに見せつけて、

「ざっと並ならべてみたけど、いまのが、『オレ様がコミカライズを引き受けてやってもいい理由』だ。──でも、」

「？」

　アルミの妙みような言い回しに、俺は首をかしげる。

　彼女は、べえ、と、舌したを出して、

「タダじゃ、引き受けてやんねーよーだ」

「！」

　俺と──おそらくはエロマンガ先生も──目を見開いた。

「おいおいおいおいおいおい──なーに驚おどろいちゃってんだよ？　オレ様は、ついこの間まで、おまえらの敵てきだったろー？　つーかいまも敵だしなぁ──無む条じよう件けんで助けてやるわけねーじゃねーかよ──嬉き々きとして敵といちゃつくのは、どっかのアホラノベ作家くらいのもんだぜ！」

「ちょっと！　最後の明らかにわたしのことよね！」

　エルフが勢いきおいよくツッコミを入れる。次ついで、俺もこう聞いた。

「で、でもおまえ……いま、紗さ霧ぎりのことを妹みたいなもんだって……助けてやりたいって……」

「だからー、〝有ゆう償しよう〟で助けてやんよ」

　アルミは、にやぁ～、と、指でマルを作る。

「もちろん、〝金〟のことじゃあないぜ？　せっかく敵が、助けてくれーって頼たよってきたんだ。全力で足元を見させてもらうのが、礼れい儀ぎってモンだろうよ」

「俺にできることなら、なんでもする」

　即そく答とうした。もう、アルミ以外に頼たのめるやつがいないからだ。こいつに断ことわられてしまったら──エロマンガ先生の希望に沿そうコミカライズはできない。

「……に、兄さん……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、任まかせとけって。──さあ、アルミ、教えてくれ。おまえの言う〝有ゆう償しよう〟ってのは、なんのことだ？」

「キヒ、慌あわてんなよ！」

　アルミは、俺おれの隣となりに移い動どうし、ぐっと肩かたに腕うでを回してくる。

「まっ、とりあえず」

　俺の耳元で、そっとささやいた。

「仲良くしようじゃねーの、マサムネ君♡」

　最後だけ、まるで普ふ通つうの女の子みたいな、かわいい声だった。

「見た？　見た？　オレ様がマサムネの肩を抱だいて『こいつと二人きりで話したいからついてくんなよ』っつったときの、あいつらのカオ！　ぎゃははは！　超ちよう・傑けつ作さくだったよな！」

「おまえ！　どういうつもりなんだよ！　紗さ霧ぎりに変な誤ご解かいされちゃっただろ！」

　あれから十数分後。

　俺はアルミと二人で、新しん宿じゆく駅へ向かう道を歩いていた。

　エルフはこの場におらず、紗霧との通信は切ってある。

　あのあと──

　アルミが、まったく事情を説明せずに、いきなり『行こうぜ！』と俺の手を引っ張ぱってきたのである。エルフは不ふ機き嫌げんそうな顔をしたものの、何かを察したのか、アルミの要求どおり、ついてこようとはしなかった。

「どういうつもりって……目的地に向かいながら、ひとつめの報ほう酬しゆうの話をしようってんだよ」

「目的地？　つか、ひとつめって……」

「ケケケ、ひとつで済すむと思ったか？　残念、オレ様が満足するまで、ワガママを聞いてもらうぜ。とりあえずはふたつだな」

　アルミは、片かた手てでチョキを作ってみせた。

　ちなみに彼女、外出するにあたって、ちゃんと着き替がえている。ジーンズに明るい色のパーカーという、ボーイッシュな服ふく装そうだ。

「ふたつ、オレ様の要求を聞いてくれんなら、やってやるよ、コミカライズ」

「ほ、本当か!?」

「約束は守るって」

　そうだった。

　こいつは、エロマンガ先生との勝負に負けて、約束どおり、素す顔がおをさらしたんだっけ。

「納なつ得とくしたか？　じゃあ、ひとつめの報ほう酬しゆう──要求。『今後、エミリーの前では、オレ様といちゃつけ』」

　なんだその要求。

「……おまえ、俺おれのこと好きなの？」

「友達としてはね？」

　だよな。──お互たがい、別に好きな人、いるもんな？

「じゃあなんで」

「嫉しつ妬とする顔が見たい。イライラさせたい。いじめたい」

　ぽっと蕩とろけた顔で、アルミは言った。

「そんでもって、ムキになって、構かまって欲ほしい！」

　それを聞いた俺は、げんなりと脱だつ力りよくしてしまう。

「おまえってやつは……」

「わかるだろ？　男なんだから」

「うっ……」

　確たしかに……たとえ兄あに貴きに対する感情であったとしても──

　紗さ霧ぎりに嫉妬されたい！

「気持ちはわかるけど……キラわれてもしらねーぞ？」

　小学校低学年の男子かよ。

　アルミは、ちっちっと指を振ふって、

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫♪　エミリーとは、むしろ喧けん嘩かしたり、敵てき対たいしてた方が、最終的には仲良くなれんだよ」

　さすが幼おさな馴な染じみ、やつのことをよくわかっているな。

「エルフは鋭するどいから、下手へたな演えん技ぎは見み破やぶられちゃうんじゃないか？」

「エミリーはバカだから、下手な演技でも楽勝で騙だませるよ。やりようによってはね。──ってわけで、ひとつめの報酬、よろしくな♪」

「この件けん、紗霧には……」

「言ったら、この話はなしだ」

「なんでだよ。エルフにさえバレなきゃいいんだろ？」

「『二人の秘ひ密みつ』って形にしないと、リアリティが出ないだろ？　おまえも、妹に嫉妬されたいだろ？」

「ぐぬっ……」

「じゃ、そういうわけで。『どういうこと！　兄さん！』とか詰つめ寄よられても、口を割わるなよ」

「むう…………」

　自信がないが、コミカライズがかかっている現げん状じようでは、やるしかない……のか。

「それで？　……俺おれたちは、いったいどこに向かっているんだ？」

　駅から電車に乗るんだろうってのは、わかるけど。

「決まってるだろ？　ふたつめの報ほう酬しゆうをもらいに行くんだ。──おまえたちの家にな」

　新しん宿じゆく駅から電車に乗り、アルミとともに地元まで戻もどってきた。

　彼女は、きょろきょろと五ご反たん野の駅前を見回して、

「へー、同じ東京なのに、新宿あたりと比くらべると、なんというか……趣おもむきのある感じだな！」

「……別に無理して褒ほめなくてもいいんだぞ？」

　さすがに新宿様と比べられたら、そりゃしょぼいよ。でかいビルとかないし。

「気を遣つかって言ってるわけじゃねーって、いいところじゃんか！　なんか観光スポットとかあるの？」

「うちの近所でなら……アニメの聖せい地ちにもなった荒あら川かわ河か川せん敷しきが見どころかな。寺や神社、史し跡せきなんかはあちこちにあるし、春になれば桜さくらが綺き麗れいに咲さくんだぜ」

「ふうん、ふうん──」

　こうやって、なにを話しても興きよう味み深ぶかそうに聞いてくれるので、なかなか楽しい道中だった。

『ふたつめの報酬』とやらについては、もったいぶって、いまだに教えてもらっていないが。

　アメリア・アルメリア。

　エロマンガ先生の姉あね弟で子しで、紗さ霧ぎりのライバル。

　そんな彼女と、並ならんで歩いているなんて……不思議な感覚だ。

「まぁ、同業者連中からの一番人気は、圧あつ倒とう的てきに東とう京きよう拘こう置ち所しよだったりするんだけど」

「それ観光じゃなくて取材だろ」

　話しながら歩いているうちに、やがて我わが家が見えてくる。

　と──

「やあ、マサムネ君、おかえりなさい」

　家の前で、ムラマサ先せん輩ぱいが、俺を待っていた。

　千せん寿じゆムラマサ先輩は、俺と同じ出しゆつ版ぱん社しやで小説を書く、超ちよう売れっ子作家である。

　いつもの着き物もの姿すがた、いつものすまし顔で、すらっと格かつ好こうよく立っている。

「ただいま。えっと──先輩、どうしたんだ？」

「二巻かん脱だつ稿こうおめでとう。さっそく読ませてもらいに来たぞ」

「あっ」

　なるほど、そういう用事か。

　ムラマサ先輩は、ちらりとアルミをすがめ見て、

「ところで、マサムネ君、この女は？」

「おいおい……このオレ様を知らないだと？　マジで？　現げん在ざい動画サイトで大人気！　いまや超ちよう有名YouTuberどもに比ひ肩けんするとさえ言われているんだぜ？」

「しらん」

　バッサリ一言で切り捨すてるムラマサ先せん輩ぱい。この人には、自じ慢まん話ばなしをするだけ無む駄だだな。

「先輩、もしかして──『マスク剝はぎデスマッチ』、観てなかったのか？」

「例の、君の妹が大変だった事件のことだな。無事に解かい決けつしたとは聞いていたが、動画は観ていない。──視し聴ちようする方法が、わからなかったからだ」

「そっか、機械に弱いもんな、ムラマサ先輩」

　動画サイトを開いて、検けん索さくして──なんて、できないか。

　おっかしいなあ……ＳＦ小説も書いてたはずなんだけどなあ、この人。

「心配は、していたんだぞ？　……君の新作の続きが読めなくなるのは、困こまるし……その」

　ムラマサ先輩は、ちょっぴり頰ほおを赤くして、ぼそぼそと呟つぶやく。

「……私の義ぎ妹まいになる子の、きゅ、窮きゆう地ちだし……」

　き、聞こえているぞ、先輩！　な、なに言ってんだっ、まったく……！

　顔を熱くなるのを実感しつつ、俺おれは、アルミを先輩に紹しよう介かいする。

「エロマンガ先生グレートの『中の人』で、イラストレーターのアルミ先生だ。まだ正式に決まったわけじゃないけど、今回『世界妹セカイモ』の漫まん画が版ばんを、描かいてくれることになった」

「よろしくなっ！　アルミちゃんって呼よんでくれ！」

　馴なれ馴れしく先輩の肩かたを叩たたくアルミ。

　このあたりのノリは、エロマンガ先生と同どう系けい統とうだよな。たぶん師し匠しようの影えい響きようだろうが。

「ああ……貴き様さまがあのときの……なるほど、そういうことになっていたのか。私は──千せん寿じゆムラマサ、マサムネ君の友達だ」

　恒こう例れいの、クールで──ちょっぴりくすぐったくなる自じ己こ紹しよう介かいだ。

「千寿ムラマサちゃんね。知ってる知ってる、和泉いずみマサムネ先生の愛人で、最近色ボケてラブコメを書きはじめたという噂うわさの──」

「にゃっ!?　愛じッ──い、色ボケぇっ!?　そ、そんなふうに言われているのか!?」

　冷静な表情から一変、大だい混こん乱らんして俺を見る先輩。俺はそっと目をそらした。

「……う、噂だから……気にするなよ」

「噂になってるのは事実っ!?　なっ……なっ……うぅ……」

　大たい概がいのことなら何を言われても動じない先輩であったが、色恋とエロに関してのみは、大ダメージを受けてしまうのであった。

　そこにアルミが、狙ねらいすました一言を放つ。

「あんなえろビキニで同じ部屋にいたんだから、愛人ってのは真実じゃないの？」

「そういえば貴様には、私の痴ち態たいを目もく撃げきされていたんだったな!?　忘わすれろ！　いや、もう殺すしか……っ！」

「ぐえっ」

　先せん輩ぱいは、相手の答えを聞く前に、アルミの首を絞しめていた。

「アルミ、その理り屈くつだと、エルフも俺おれの愛人ってことになっちゃうだろ」

「冷静にツッコんでないで早く止めろや！　こいつ目がマジなんだよ！」

　千せん寿じゆムラマサとアルミ──直ちよく接せつ対面するのは、これが初めてだが。

　やたらと騒そう々ぞうしい組み合わせのようだった。

　二人をリビングに通した後、改めてアルミに、うちに来た理由を問う。

「そろそろ教えてくれよ。おまえが、コミカライズを引き受けるための『ふたつめの報ほう酬しゆう』って、なんなんだ？」

「わざわざここに出向いた時点で、薄うす々うす気付いてるんだろ？　『ふたつめの報酬』は、エロマンガ先生から、直接もらわなくちゃいけないものだよ」

「……直接ってのは、エロマンガ先生に会わせろってこと？　スカイプとかじゃなく」

「ああ、直接、顔を合わせて要求する。そうじゃないと、意味がねーからだ」

「………………」

「怖こわい顔すんなって。別に、おまえの妹にひどいことをしようなんて考えてねーよ」

「なら、先に教えてくれ。おまえは、紗さ霧ぎりに、なにを要求するつもりなんだ？」

「オレ様の要求は──」

　アルミは、ニヤリと悪戯いたずらっぽく片かた目めをつむって、

「──『面おも白しろい漫まん画がを創つくるための、打ち合わせをしようぜ』だ」

　紗霧は、部屋から絶ぜつ対たいに出てくることはないし、よっぽどのことがない限かぎり『開かずの間』の中に他人を入れたりはしない。

　今回は──『よっぽどのこと』かもしれない。

　……どんな理由であろうと、紗霧と直接対面できる人間が増ふえるのは、俺にとって嬉うれしいことだ。紗霧にとって、良いこと……だと思う。

「わかった。本人に、聞いてみる」

　俺が、紗霧に会いに行くべくリビングから出ようとすると、

「待ってくれ、マサムネ君」

　ムラマサ先輩が、声をかけてきた。俺は首だけで振ふり向いて、

「あ、先輩は、『世界妹セカイモ』二巻かんの完かん成せい原げん稿こうを読みにきたんだっけ。なら、ついでに俺の部屋から持ってくるけど……」

「そうじゃない」

　先せん輩ぱいは首を横に振ふった。

「話は聞かせてもらったぞ。漫まん画が版ばん『世界で一番可愛かわいい妹』の打ち合わせ……私も同席させてもらおうか」

　エロマンガ先生の許きよ可かが取れたので、さっそく『開かずの間』にて、『「世界で一番可愛い妹」コミカライズの打ち合わせ』をすることになった。

　参加者は、俺おれ、エロマンガ先生、アルミ先生。

「つーか、なんでオメーもいるわけ？　部外者じゃないの？」

　そして何故なぜか、千せん寿じゆムラマサ先生までもが、同席している。

　俺とエロマンガ先生が並ならんで座すわり、折り畳たたみテーブルを挟はさんだ対面に、アルミとムラマサ先輩が座っている。

「マサムネ君の小説が漫画になるなんて……私にとっても重大な事じ件けんだ。おかしな方向にいかないかどうか、ファンのひとりとして、見み届とどける義ぎ務むがある」

　というのが、打ち合わせに割わり込んできた、ムラマサ先輩の言い分だ。

　それを聞いたアルミは、面めん倒どうそうに言ったものだ。

「ムラマサちゃんは、自分の小説がメディアミックスしたときに、その台詞せりふを言えよ。おまえが監かん修しゆうしないせいで、『幻げん刀とう』のアニメが別物になってたじゃねーか」

『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』──つい最近アニメを放送していた、千寿ムラマサの代表作である。

「それはそれ、これはこれだぞ、漫画家」

　先輩は、アルミのことを、そう呼よぶことにしたらしい。

「私は小説を書くことしかできないんだ。他のことはなにもできないし、興きよう味みもないし、やりたくない。そんな原作者わたしの意見を容れたところで、『幻刀』のアニメや漫画が、良くなったとは思えないな」

「ごもっとも。じゃあ今回の打ち合わせにも口をはさむなよ、監修能のう力りよくないんだから」

「それはそれ、これはこれだと言ったろう。いいか？　よく聞けよ漫画家──『世界妹セカイモ』のことは、大ファンであるこの私が、貴き様さまなどよりも、ずっとよくわかっているんだ」

「……だから？」

「私の言うとおりに作れ」

「よく見ておけよ、マサムネ、エロマンガ先生……これが原げん作さく厨ちゆうってやつだ」

　知ってた。

　この先輩、俺が、意に沿そわぬ新作を書きはじめたら、自みずから潰つぶしに来るレベルのファンだからなあ。

　まぁ、この御お方かたの場合、原作厨──狂きよう信しん的てきなファンというだけでなく、超ちよう凄すご腕うでの小説家でもあるので、意見を聞いてみる価か値ちはあると思う。

　というか、エロマンガ先生も言っていたけど……作品作りの関係者は、全員、原作のことを愛している方がいいに決まっているのだ。できることなら。

「………………………………………………」

　そんなやり取りの間……いや、俺おれたちがこの部屋に入ってからずっと──一言も喋しやべっていないやつがいる。

　エロマンガ先生──紗さ霧ぎりだ。

「……………………えと……あの……」

　別に不ふ機き嫌げんだから黙だまっているわけじゃなく、コミュ障しようゆえに、会話に入っていけない病やまいが発動しているらしい。

　騒さわがしく口くち喧げん嘩かをしているムラマサ先せん輩ぱい＆アルミに向かって、俺は、毅き然ぜんと声を張はった。

「全員注目！　エロマンガ先生が、なんか言うって！」

「「……………………………………」」

　ぴたりと口こう論ろんをやめ、エロマンガ先生を注ちゆう視しするふたり。

　すると紗霧が、両目をバッテンにして、

「……よ、余よ計けい喋りにくいっ」

　そうか……すまん。

　紗霧は、しばしモジモジとしていたが……やがて小さく深しん呼こ吸きゆうをしてから、こう切り出した。

「……私と直ちよく接せつ会って、『面おも白しろい漫まん画がを創つくるための打ち合わせをすること』──それが、アルミちゃんがコミカライズを引き受ける条じよう件けんだって……ほんとう？」

「ああ、本当だ。仕事を引き受ける前に、直接、おまえと顔を合わせて話しておきたかった。いざ一いつ緒しよに仕事をしてみて……作品に対する考え方が合わないなんてことも、よくあるからな。ちゃんと納なつ得とくできる打ち合わせになったなら、この仕事を引き受けてやんよ」

　筋すじの通った言い分に聞こえるが……果たして、どこまでが本心なのだろう。

　彼女の意図がどこにあるのか……見極めながら、打ち合わせを進めていく必要がある。

「…………わかった」

　紗霧も、神しん妙みような顔で頷うなずいた。きっと、俺と似にたようなことを考えているのだろう。

「んじゃ、さっそく打ち合わせを始めようぜ」

「まずは……なにについて話すの？」

「せっかくこうして顔を合わせてるんだ。コミカライズの作画を担たん当とうするオレ様に、言いたいことがあるだろう？　ここでぶっちゃけて、ぜんぶスッキリさせて──そんでもって取り掛かかろうぜ！」

「いい度ど胸きようだ漫画家！　まずは私から、言わせてもらおう！」

　原げん作さく厨ちゆうが、まっさきに手を挙げた。

　エロマンガ先生の発言を待っていたアルミは、うんざりと目を細めて、

「なぁ、マサムネ……こいつ邪じや魔まじゃね？」

「そ、そう言うなよ！　ちゃんと聞いてみようぜ！」

　原作ちゅ……じゃなくてムラマサ先せん輩ぱいが、両手を大きく広げて力説する。

「『世界妹セカイモ』の原作小説には、私の大好きなシーンが、とても、とても、たくさんあるのだっ！　ちゃんと、全部、くまなく！　漫まん画がにするように！　これは私だけでなく──すべての和泉いずみマサムネファンの要望であると知るがいい！」

「ふむ……まぁ、原作ファンは、そう言うよなぁ。原作者やエロマンガ先生にとっても、気になるところだろう」

　アルミは、胡坐あぐらをかいた足指を、わきわきとさせる。考え事をするときのくせらしい。

「とはいえ、小説にあるシーンや台詞せりふを、ぜんぶそのまま漫画にすることはできねー……これはもう媒体メデイアの違ちがいってやつで、どうにもならんというか、そこをどうやって面おも白しれぇ漫画にしていくか──ってのが、腕うでの見せ所なんだが……」

「おい……まさか……貴き様さま……原作を……削るつもりじゃあるまいな？」

　怖えーよ、ムラマサ先輩。初対面のとき並に、闇やみのオーラが出ているぞ。

　さすがにアルミも怯ひるんでいる。

「え、えっと……ちなみに、ムラマサちゃんはさ……仕方なく、ど～しても削けずらなくちゃいけないとしたら……原作小説の、どのシーンならオーケーなん？」

　ムラマサ先輩は、虹こう彩さいの失せた瞳ひとみで、こう言った。

「貴様は、仕方なく、どうしても……私に斬きられなくてはいけないとしたら、右腕、左腕、右足、左足……首……どこがいい？」

「ぜんぶダメだよ！」

「そうだろう？　では、ぜんぶ残すんだ……いいな？　いいな！」

「マサムネぇ！　こいつただの原げん作さく厨ちゆうじゃなくて、ダメな原作厨だよ！」

　知ってるよ！

　そして改めてわかったことがひとつ。

　千せん寿じゆムラマサ先生が、いっさい監かん修しゆうをやらなかったのは、あらゆる意味で大だい正せい解かいだ。

　こんな原作者が現げん場ばにいたら、邪魔なんてもんじゃない。

　アルミが、闇のオーラを纏まとうムラマサ先輩を、キッとにらみつける。

「悪いが、原作をどう料理して面白い漫画にするか──そいつはオレ様と原作者とで決めることだ。部外者は黙だまって、できたもんを読んで、『超ちよう面白い！』って感動すればいんだよ」

「つまらなかったら殺すからな」

「上等だボケが。ぜってー『原作よりも好き』って言わせてやんよ」

　ムラマサ先輩とアルミは、しばらく火花を散らしあっていた。

　それから。アルミが、身を乗り出し、こっそり俺おれにだけささやく。

「いいか、マサムネ……いまのが、ダメな原げん作さく厨ちゆうの言うことを聞いてもロクなことにならないっつー例だ」

「そうかもしれないが、俺おれ、結けつ構こう好きなんだよね、先せん輩ぱいみたいな読者」

　原作厨と揶や揄ゆされるほどに、原作を好きになってくれた読者たち。

　面おも白しろい作品を創つくるためには、彼らの言うことをすべて聞くわけにはいかない。

　けれど、決して、ないがしろにしてはいけないとも思うのだ。

　作者にファンレターを送ってくれたり。

　サイン会に来てくれたり。

　大きな声で応おう援えんしてくれるのは、きっと、こういう熱い人たちなのだろうから。

「ムラマサ先輩と、お互たがいの作品の話をするのは……超ちよう楽しいからな」

「私もっ！」

　先輩からは、子供っぽい返事がかえってきた。

　勢いきおいよくシッポを振ふっている、子犬のイメージ。

「私も、マサムネ君と話すのは……楽しいっ！　だからここに、お小こ遣づかいがなくなるまで、月に何度も、電車で遊びに来ているんだぞっ！」

　一千万部越ごえ作家の台詞せりふじゃねーな。……嬉うれしいけど。

　そこで。

　とんとん、と、指で、俺の膝ひざをつつくものがあった。

「ん？　なにか……言いたいことがあるのか？　紗さ霧ぎり？」

　紗霧は、俺の耳に唇くちびるを寄よせ、

「……ムラマサちゃんと、いちゃいちゃするために、集まったの？」

　きっつ！

「そ、そんなわけないじゃないか！　えっと！　その──アレだ！」

　俺は、大おお慌あわてで弁べん明めいしようとした。

『俺が大切に想っているのは、紗霧だけだっ！』──的なことを言いたかったのだが、このときは言い訳わけの台詞がまとまっておらず、心に浮うかんだものを、そのまま口から出してしまう。

「紗霧！　俺がエロマンガフラッシュするのは、おまえだけだぜ！」

「兄さんのへんたいっ!?　いみわかんないっ！」

　えっちっぽいニュアンスだけは伝わってしまったらしく、紗霧は真っ赤になって混こん乱らんしている。アルミも素す早ばやく反はん応のうした。

「おいそこ！　オレ様の師し匠しようの最さい終しゆう奥おう義ぎを、エロ行こう為いの隠いん語ごみてーに使うんじゃない！」

「してないもんっ！」

「き、貴様ら！　いったいなんの話をしているのだ!?　さては破は廉れん恥ちなことだな！」

　各々が勝手に喋しやべっているせいで、会話が成立していない。

「だあああっ！　『エロマンガ』って、えっちな意味じゃないってこの前も言ったろうが！　紗さ霧ぎり、おまえからも言ってやってくれ！」

「そ、そうっ……アルミちゃんの言うとおり……『エロマンガ』っていうのは……し、島の名前でっ」

　恒こう例れいの解かい説せつを始める紗霧。ところが、アルミはこう返した。

「えっ？　おいおい紗霧──なに言ってんだ？　『エロマンガ』ってのは……町の名前だろ？」

「えっ？」

「えっ？」

「………………………………………………ど、どういうこと？」

「………………………………………………どういうことだ？」

　エロマンガ先生とエロマンガ先生グレート。

　妹いもうと弟で子しと姉弟子。

　二人の間で──『エロマンガ』というペンネームの由来が、食い違ちがっている。

「ちょ、ちょっと待てよ。紗霧おまえ……その由来、誰だれから聞いた？」

「お、お母さんからっ！　『いい？　紗霧？　私のペンネームの「エロマンガ」っていうのは、島の名前だよ』って……『決して、決して！　恥はずかしいペンネームじゃないんだよ──お母さんえっちじゃないのよ──』って……」

　紗霧ママの必死っぷりが伝わってくる台詞せりふであった。

「そ、そっちは……？」

　紗霧が、アルミに問うた。

「オレ様の場合は、初めて師し匠しようと会ったとき──」

『ハァーイ、アメリアちゃん♪　初めましてっ♡』

『…………あ～………………ミズ・ポルノコミック？』

『そんな名前のひとは知りません！』

『──ハッ！　ち、違ちがうの！　私のペンネームは、ぽっポルノコミックのことじゃなくて！　えっと、えっと──そ、そうだっ！　町！　町の名前なのよ！』

『…………町？』

『そう！　「熱風の吹ふく平原」という意味を持つ、オーストラリアの町よ！　それが私のペンネームの由来なんですっ！』

『……ほんとにぃ？』

「──というやり取りがあって、教えてもらった」

　やばい。

　俺おれ…………大変なことに気づいてしまったかもしれない。

　エロマンガ先生の『エロマンガ』って………………………………エロマンガのことじゃね？

「なぁ、マサムネ、どっちが正しいんだと思う？」

「どう思う？　兄さん……私は、島の名前だと思うんだけど……」

「どっちも正しいでいいじゃないか！　この問題は、深く追求しない方がいいって！」

「えーでも」「はっきりさせたくない？」

「本人がもういない以上、確かく定ていさせることはできないよ！　コミカライズの打ち合わせに戻もどろうぜ！　なっ？　なっ？」

　なんで俺が、ポルノコミックさんの尻しり拭ぬぐいをしなくちゃいけねーんだよ！

　くそう……この秘ひ密みつは、絶ぜつ対たい、俺の胸むねのうちだけに秘ひめておこう。

　必ず墓はか場ばまで持っていこう……妹のために！

「じゃあ、改めて」

　アルミが、気を取り直して、こう促うながす。

「エロマンガ先生、オレ様に、言いたいことがあるだろう？」

「…………べ、別に……ない」

　ぎゅ、と正せい座ざをした膝ひざの上で、こぶしを握にぎり締しめる紗さ霧ぎり。

「ふうん？　そうか？　オレ様がコミカライズの作画をすることについて──本心から、それでいいって思っているか？」

「………………お、思って……る」

「そっか、んじゃあ、引き受けんのやーめた」

「！」

　紗霧は、うつむいていた顔をバッと上げて、

「なっ、なんでっ……」

「つまんねー噓うそをつくからだよ。──言ったはずだぜ？　これは『面おも白しろい漫まん画がを創つくるための打ち合わせ』だってな。漫まん画がをつまらなくする噓うそをつくようなやつとは──一いつ緒しよに仕事なんてできねーな」

　厳きびしい言い方だった。

「そ、そんな……」

　紗さ霧ぎりは、大きなショックを受けたようで、さぁっと青ざめている。

　するとアルミは、今度は優やさしく……しかし切せつ羽ぱ詰つまった口く調ちようで言う。

「なぁ、紗霧。オレ様のご機き嫌げんなんか取ろうとしなくていーからよ、おまえの本音で喋しやべってくれ。じゃなきゃ、面おも白しろい漫画なんて創つくれねーし、妹を助けてやることもできねー」

　あぁ……ようやく、俺おれにもわかった。

　アルミの意図が察せられた。──なんてわかりにくいやつだ。

　こいつが、さんざん悪者ぶって〝報ほう酬しゆう〟を求めてきた理由。

　引き受ける理由がたくさんあるのに、あえてもったいぶっていた理由。

「一緒に、すっげー面白い漫画を創ろうぜ！　超ちよう楽しんで、創ろうぜ！　心をこめて、創ろうぜ！　おまえがモヤモヤしたままじゃ、できねーんだよ！　ちゃんと助けてやるから！　イヤならイヤって言え！」

　なんのことはない。

　紗霧のためだ。

　これから作る漫画のためだ。俺たち三人の作品を読む、読者たちのためだ。

　まぁ、エルフを嫉しつ妬とさせたいってのは、あれはあれで本音だったんだろうけど。

「おまえらに『一緒にやろう』って、誘さそってもらったとき……嬉うれしかったんだぜ？　あんまりがっかりさせてくれんなよ」

　思えば、最初からそうだったな。

　トラブルばかりを巻まき起こす、彼女の行動動機は、いつも愛に溢あふれていた。

「じゃあ……」

　ぽつり、と。エロマンガ先生が、うつむいたまま言葉を漏もらす。

　がば！　と、顔をあげて、

「じゃあっ！　言うけどっ！」

　ヘッドセットもなしに、声を張はり上げる。

「コミカライズなんかイヤ！　和泉いずみ先生と、私とで……っ！　二人で作ったのっ！　だから二人の作品で……これからも二人で作るのっ！　他のひとなんかいらない！　誰だれにも触さわらせないっ。誰にも……誰にも……っ」

「……紗霧」

　……そんなふうに、思っていたのか。

「でも……」

　紗さ霧ぎりは、再ふたたびうつむいて、言葉を絞しぼり出す。

「でも……」

　ぎゅ、とこぶしを握にぎり締しめ、顔をあげる。

「ふたりだけじゃ、だめなの」

　じわ、と涙なみだぐんで、紗霧は言った。

「……『私たちの夢ゆめ』は、みんなで創つくらなくちゃ届とどかないもので……最初から、たくさんのひとたちの力を借りて……やってきたもので……。二人だけの夢じゃなくなってしまうとしても……どうしても、叶かなえたいもので……だから……その……色々考えて……頭、ごちゃごちゃして……胸むねが痛いたくて……それで……自分でもよくわからなくて……」

「そっか……」

　アルミからは、先までの厳きびしさが、消え失せていた。

　まるで優やさしい〝お姉ちゃん〟みたいに、妹の悩なやみを聞いて、微笑ほほえんでいた。

「だから……私は……コミカライズを担たん当とうする漫まん画が家かさんに、どうしても、お願いしたいことが……あったの」

　──本人が見み抜ぬけない程ほどのレベルで、エロマンガ先生そっくりの絵を描かけること。

　──エロマンガ先生の次くらいに、原作を好きなこと。

　──本気のエロマンガ先生に勝てるくらい、すごい絵をかけること。

「ほんとはイヤだけど……すっごくイヤだけど……同じ夢を目指すなら、そんな人がいい」

　それが、エロマンガ先生のワガママの正体。

　一いつ緒しよに仕事をする相手に課かした、譲ゆずれない条じよう件けんだった。

「うん、わかった。ありがとう、よく、本音を言ってくれたな」

　アルミは、深くうなずいた。

「でも、なら大だい丈じよう夫ぶだ。オレ様は、おまえの出した条件を、ぜんぶ満たしている」

　力強く言い切る。ものすごい自信だ。

「ほんとうに、そう？」

　紗霧は、真っ直ぐアルミを見て、

「アルミちゃん。大事な、質しつ問もん」

「おう、なんでも答えるぜ」

「…………ほんとうに………ほんとうに………原作が好きなの？」

　きわめて端たん的てきな問いだった。

「好きだぜ？　和泉いずみマサムネの大ファンだって、言っただろ？」

「……軽く聞こえる」

「ふむ？」

　ぱちくり、と、まばたきをするアルミ。紗霧は、ゆっくりと言葉を選んでいるようだ。

「アルミちゃんは、和泉いずみマサムネファンとしては、ニワカだし……それに……頭で考えて描かく、理り詰づめのクリエイターでしょ？」

「まぁ、そうだな。だから──〝心をこめて描く〟ことができなくて、伸のび悩なやんでいたわけだ」

「そんな感受性の弱いひとの言う『大好き』なんて、信じられない」

「オレ様の『エロマンガ光線』こそが、証しよう拠こにならないか？」

　大好きじゃなきゃ──〝心をこめて描く〟ことはできない。

　彼女は、そう言っていた。

「別に、噓うそを吐ついてるとは言わない。原作を託たくすには……足りないような気がするの……。和泉先生のことが好きなら、もっと好きだ──ってところを見せて欲ほしい」

「こんなふうに？」

　ちゅっ。

　アルミは、身を乗り出して、俺おれの頰ほおに、ちゅーをした。

「「あ！　ああーっ！」」

　紗霧＆ムラマサ先せん輩ぱいに、激げき震しんが走る。

「よほど殺されたいらしいな漫まん画が家かァ！」

「そうじゃないっ！　そうじゃないっ！　そうじゃないっ！　わ、私がゆってるのはっ……和泉先生本人じゃなくって……！　ううううう！」

「冗じよう談だん冗談♪　なっ、マサムネ？」

「じょ、冗談でもそういうことはするな──ッ！」

　俺は、頰に手を当てて、硬こう直ちよくしてしまっていた。

　キスをされた頰が熱い。

　アルミには、本来、ちっとも心こころ騒さわがないのだが──さすがにいまのは意表を衝つかれた！

　ドキドキしちゃったよクソ！　おまえそれっ……エルフがいるときだけじゃないのかよ！

「いいリアクションが見られたところで、と」

　不意打ちでとんでもないことをしてくれやがった当人は、からりと平気な顔をしている。

「まぁ、冗談抜ぬきでな。好きだぜ？　マサムネも、マサムネの書いた小説も。けど──それをちゃんと証明しろってのはなぁ……うむむ、どうしたものか」

　あごに手を当て、しばらく悩んでいたアルミだったが……

　やがてぽつりと呟つぶやいた。

「オレ様は、なんでも好きなんだよ」

　彼女は、本ほん棚だなから、無む造ぞう作さに文庫本を引き抜ぬいて、それを見つめる。

「本について言うなら、オレ様にとっては、つまらない本なんてないんだ。この世界にあるのは、『面おも白しろい本』と『もっと面白い本』だけだ」

「！」

　アルミの発言を聞いたムラマサ先せん輩ぱいの眉まゆが、ぴくりと跳はねる。

『面おも白しろい本なんかちっともない。だから自分で書いてやる』──先輩の持じ論ろんは、アルミのそれとまるで逆ぎやくだからだろう。

「アニメでも、絵画でもそうだし、もっと言うと、この世界には、素す晴ばらしいものばかりだ。空も、星も、音楽も、街も、自然も、人も、動物も──オレ様はぜんぶ好きなんだ。なにもかもがスゲエって、思う。何の変へん哲てつもない古いビルでも、道どう路ろに描えがかれた子供のらくがきでも……なんでも……すごくないものなんてないんだ。……そのベランダから、夕焼けの景色を眺ながめるだけで、きっと、涙なみだが出そうになるくらいに感動する」

　アルミは、うつむいて、恥はずかしそうにポツリと言う。

「でも……あんまり他の人は、そう思ってないみたいでさ。……オレ様が感じているほど、感動してないみたいでさ。オレ様が、すごいなぁ、綺き麗れいだなぁって泣いていると、いつも、みんな、不思議そうにするんだ。変な子供だっつって、病院に連れていかれたこともある。……小さいころから、それが、ずっと悔くやしくて、もったいなくて……みんながかわいそうで……」

　アルミは、顔を上げ、紗さ霧ぎりを見た。

「それで、絵を描き始めたんだ」

「………………」

　紗霧は、真しん剣けんに、姉あね弟で子しの話を聞いている。

「世界がどんだけスゲーのか、わかりやすく、絵にして、みんなに教えてやろう……いつしかそれが夢ゆめになった。必死になって、一いつ生しよう懸けん命めい練習したよ。その甲か斐いあって、技ぎ術じゆつ的てきには、結けつ構こうな勢いきおいで上達したんだが……そこで行き詰づまった」

「ヤッベ！　みんなにとっての〝すごい〟って、なんなのか、わかんねーや！」

「考えてみりゃそうだよな！　オレ様、なにを見ても、なにを聴きいても、なにに触ふれても〝超ちようスゲーッ！〟〝マジ面白い！〟〝綺麗だぁ！〟って感動しちゃうんだもん。みんなにとっての良し悪あしなんて、わかんねーよ！　細かい区別なんてつかねーっつの！　ホラ、なんつーの？　客きやつ観かん的てきな審しん美び眼がん？　どうやらそれが、オレ様には、まったくないらしい。それこそ、雇やとわれ先で会った素人しろうとのガキに、『心がこもってないからクソ』だの『機械が描かいたみたいにつまんない絵』だのとバカにされる始末だ」

　この前聞いた、アルミとエルフの、初対面エピソードだろう。

　又また聞ぎきでもムカつくクソガキだな。俺おれでも蹴けっ飛とばすわ。

「……つまり、アルミちゃんは、感受性が弱いわけじゃなくて……」

「強すぎて、理り詰づめでやるしかなかったんだ」

『あらゆるものに感動してしまうがゆえに、誰だれとも感動を共有できない』

　すごい才さい能のうであるはずなのに、まるで呪のろいみたいだ。

「ちっとも上手うまくいかなくて……ずいぶん長いこと悩なやんだよ」

「それで……どうしたの？」

　いつの間にか、紗さ霧ぎりは、アルミの話に聞き入っているようだった。同業者で、姉あね弟で子しで──境きよう遇ぐうが似にているから、かもしれない。

　アルミは、ふと遠い目をして、穏おだやかな口く調ちようで言う。

「ひとりめの恩おん人じんは──」

『好きなものがたくさんあるって、素す敵てきなことよ。そうねえ──キミは、たくさんの宝たから物ものの中から、〝特別な好き〟を探さがしなさい。……それがきっと、あなたの夢ゆめを助けるわ』

「──そう、教えてくれたよ。当時はよくわからなかったけど……いまは、少しだけわかる」

「…………」

　誰だれの言葉か気づいたのだろう。紗霧は、小さく微笑ほほえんだ。

　アルミは、さらに、こう続ける。

「そんでな。ふたりめの恩人は、悩んでいるオレ様に向かって、こんなことを言いやがった──」

『あんたの描かいたこの娘こには、心がないわ』

『でも、そんなの悩むことないじゃない。ないなら創つくればいいだけよ』

『それができないから悩んでいるんだって？　それならわたしに任まかせなさい』

『あんたの絵に、わたしがお話を付けてあげる！　あんたの描いたこの娘に、命を吹ふき込こんであげる！』

『わたしたち二人の力で、全人類を感動ドキドキさせてやりましょう！』

「そうして、オレ様は、初めて人を感動させることができた。『すごい』『面おも白しろい』って言ってもらうことができた。世界の素す晴ばらしさの欠片かけらを、ようやく誰だれかに伝えることができた。決してひとりの力じゃなかったけど……それでも……いや、だからこそ、嬉うれしかったよ。……いま、こうして日本でイラストレーターやってんのは、それがきっかけ」

　俺おれには、彼女のような芸げい術じゆつ的てき才能はないけれど……ひとつだけ、共感した。

　誰かと一緒に創そう作さくをするのは、楽しいよな。

　くせになって、やめられなくなるくらいに。

「さて、思ったより、長い話になっちまったな。恥はずかしいから、今日が終わったら忘わすれてくれ」

　アルミは、照れくさそうに頰ほおをかく。

「……確たしかに、オレ様は、和泉いずみマサムネファンとしてはニワカだし、感動しすぎる人間の言う『面おも白しろい』『大好き』なんて、いかにも薄うすっぺらい言葉だぜ。そんなやつに、大切な原作を渡わたすわけにはいかねぇっていう、おまえの気持ちはよくわかる。……けどな」

　そこで彼女は、紗さ霧ぎりの目を覗のぞき込こんだ。

「オレ様にとって、物語に絵をつけるのは〝特別好き〟なことなんだ。大切な人の子供たちが創つくった『超ちよう面白い小説』を、自分の手で漫まん画がにしていくのは、オレ様にとって、〝特別好き〟なことなんだよ。それじゃ……ダメかな？　原作を託たくすのに……オレ様の〝好き〟じゃ、足りないかな？」

「……………………………………………………………………」

　紗霧は、長く、長く、沈ちん黙もくし──

「メディアミックスは、原作わたしたちとの勝負なんでしょ？」

　自分から、右手を差し出した。

「ぜったい負けないから」

「────」

　アルミは、両目を大きく見開いて、それから。

「ああ！　こっちこそ！」

　ぎゅ、と、紗霧の手を強く握にぎる。

「原作を託された以上、漫画版ばん『世界で一番可愛かわいい妹』は、もう、オレ様の作品モンだ。原作おまえらの挑ちよう戦せん、このアメリア・アルメリアが、確たしかに承うけたまわった！　『原作よりも面白い』──最っ高の漫画にしてやるぜ！」

　火花を散らし、握あく手しゆを交わす二人は、仲の良い姉し妹まいのように見えた。

　エロマンガ先生、そして、エロマンガ先生グレート。

　最強タッグの誕たん生じようだった。
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「よく来たね、ムネくん。さ、見てくれ！　ボクの自じ慢まんのラノベコーナーを！」

　十二月十日の放課後。

　俺おれは、たかさご書店へとやってきていた。

　目の前には、ライトノベルコーナー。

　看かん板ばん娘むすめ・智とも恵えによるオススメ棚だなが、デンとそびえたっている。

　高砂たかさご智恵──俺のクラスメイトで、『和泉いずみマサムネ』の正体を知る、よき理り解かい者しや。

　艶つややかな黒くろ髪かみが印象的な女の子だ。

　そんな彼女は、ライトノベルをこよなく愛し、毎月何十冊さつもの作品を読み込むヘビーユーザーである。

　近所のラノベ好きたちが一いち目もく置く、足あ立だち区の御意見番インフルエンサー。

　オススメ棚に面めん陳ちんされている智恵のラノベセレクションは、新しく面おも白しろい本が読みたいとき、いつも役に立ってくれていた。

『友達のよしみで、俺の著ちよ作さくを、オススメ棚に置いてくれてもいいじゃんか』

　俺が頼たのむと、いつだって彼女は、指でバッテンを作り、

『だめだめ。ボクのオススメ棚に並ならべて欲ほしかったら、読者の琴きん線せんに触ふれるよーな、ちょー面白い小説を書くことだねっ』

　そう言って断ことわるのだ。

　いつか、この友人に『面白い』と言わせてやろう。『和泉先生のサイン本をお店に置かせてください』って、頼ませてやろう。

　それが俺の目標だった。

「今週のオススメ棚は、キミの新作だぜっ！」

「────」

　いま、まさに俺の目前で──目標が、達成されている。

　三か月前、九月十日に発売された、和泉マサムネ著作『世界で一番可愛かわいい妹』一巻かん。

　そして、今日発売したばかりの二巻が、オススメ棚の真ん中、一番目立つところに、面陳されていた。

　ビシリと俺を指さした智恵は、こちらが硬こう直ちよくしているのを見て苦笑する。

「ムネくん、なんて顔してんのさ」

「いや、だって、びっくりして……。智恵は、俺の小説に、いつも厳きびしかったのに」

「あはは、ボク、千せん寿じゆムラマサ先生のファンだから。作風丸まる被かぶりのキミの作品は、あんまり面白く感じなかったんだよね」

「……うっ」

　俺おれが、いままでイマイチ売れてなかった、大きな原げん因いんがこれである。

「ええっと……その」

　智とも恵えは、こほんと咳せき払ばらいをしてから、改めてこう言った。

「和泉いずみマサムネ先生、新シリーズ、面おも白しろかったぜ」

「そ、そうか……？」

　問うと、智恵は、ぱぁっと笑みを浮うかべる。

「うんうん！　ボクの評ひよう価かでは、ラブコメ勝負なら、千せん寿じゆ先生に勝ってるねっ！」

「そ、そんなにか！」

　おお、そこまで高評価してもらえるとは……。

「あとでサイン本を書いてちょーだいよっ♪」

「お、おう……はは、なんか、照れるな」

　仕事関係者でもない知り合いに、自分の書いた小説が読まれている──これはなかなか恥はずかしい。しかも面と向かって『面白かった』なんて言われたら、どう返していいかわからない。

「ちょ、あ、赤くならないでよ！　こっちまで恥ずかしくなってきちゃうじゃんかっ！」

　智恵は、豊ゆたかな胸むねを腕うでで抱だき、落ち着きなく身体からだを揺ゆらす。

「そ、そうだっ、ムネくん」

　ごまかすように話を変えた。

「こっち見て、こっち！」

　智恵は、ラノベコーナーの前面を手で示しめす。

　そこには、ライトノベルの新しん刊かんが、ずらりと平ひら積づみされているのだが、その中に一冊さつだけ、サイズの違ちがう雑ざつ誌しが紛まぎれている。

『月刊コミックマジカル』

　見覚えのある妹が、すました顔で、表紙を飾かざっている。

　漫まん画が版ばん『世界で一番可愛かわいい妹』第一話が掲けい載さいされているのだ。

「新しん連れん載さいおめでとう！　表紙だなんて、すッごいじゃないか！　第一話、よかったよ！　ライトノベル原作のコミカライズとしては、最高ランクのクオリティじゃないかな！」

「サンキュ。まぁ、でも、漫画版がすげーのは、俺の力じゃない」

「またまたぁ、原作あってこそのコミカライズでしょ！」

　ライトノベルを愛する智恵は、そう考えているらしい。

　もちろん色んなケースがあるのだろうが──

　俺は首を横に振ふった。

「エロマンガ先生と、アルミ先生ががんばってくれたおかげだ」

「ふむん、例の『アルミちゃん』かあ──いま一番人気のあるイラストレーターさんだよね、動画とかで」

「そうそう。めちゃくちゃ人気だよな」

「あの人が作画しているから、漫まん画が版ばん『世界妹セカイモ』もすごく注目されてるし、実じつ際さいすごいクオリティの絵を描かいてきたし……なるほどアルミ先生のおかげ──っていうのはわかるかも」

「だろ？」

「でも──エロマンガ先生のおかげっていうのは？　原作のイラストレーターなのに」

「言っておくけど、このコミカライズ企画で、一番絵を描いてるのは、エロマンガ先生だぞ。ぶっちゃけ、作画のアルミ先生より、たくさん描いてるからな」

「え!?　なにそれっ、どういうこと？」

「いや、それがな。エロマンガ先生とアルミ先生、今回のコミカライズを、『真しん剣けん勝しよう負ぶ』だととらえてるみたいなんだ」

　ご存ぞんじのとおり、先に勝負をふっかけてきたのは、アルミの方なのだが、エロマンガ先生もノリノリで張はり合っている状じよう況きようなのである。

　打ち合わせにも、スカイプを駆く使しして全部参加するし、『開かずの間』で作さく画が担たん当とうと直ちよく接せつ会って口こう論ろんしてたりするし……。

　漫画版のキャラデザに、全力で文もん句くを付けて修しゆう正せい案あんを描きまくったり、

　コミカライズに必要な作画資し料りようを、バリバリ作ったり、

　入れ込こみすぎじゃないかって心配になるほど、働いていた。

　──コミカライズなんかイヤ！

　それが紗さ霧ぎりの本音なのに。

　いや、だからこそ……必死に、取り組んでいるのだろう。

　一いつ緒しよに同じ夢ゆめを目指す『仲間』と、本気で向き合おうとしているのだ。

「ここだけの話なんだけど…………漫画版『世界で一番可愛かわいい妹』には、エロマンガ先生が自分で描いたバージョンもあるんだぜ？」

「え!?　エロマンガ先生が、自分で漫画描いちゃったってこと!?」

「そう、『おらっ、これより面白く描けなかったら、オレが自分で作画するからなっ！』とか、言っちゃってさ。目がマジなんだよ……完全に本気の発言なんだよ……」

「い、イラストレーター自みずから作画とか、最強の勝ちパターンじゃないか！　……そ、それでどうなったの？」

「本ほん職しよくの漫画家に、見事返り討うちにされてた」

「……ウワー」

　そりゃそうだよな！　一見、似にているようだけど、イラストレーターと漫画家って、別の職業なのである。必要な技ぎ術じゆつや知ち識しきがまったく違ちがうし、その上対決する相手が、チート全開のアルミ先生とくれば……さすがに勝てるわけもない。

　本職の技術に、ボコボコにされたエロマンガ先生は、『漫画をバカにしやがって』とイライラ気味のアルミ先生から、『なぜおまえの漫まん画がはクソなのか』という長い長い説教を、三時間以上、こんこんと説とかれていたそうな。

　その甲か斐いあって、エロマンガ先生、漫画を描かくの上手うまくなってたけどね。

　このように、エロマンガ先生による『自分で作画をやってやるぜ作戦』は、失敗に終わった。

「なるほどねえ──色々、腑ふに落ちたかも」

　智とも恵えは、雑ざつ誌しを手に取り、パラパラとめくる。

「アルミ先生が、『エロマンガ先生Ｇ』名めい義ぎで作画してるのも、真しん剣けん勝しよう負ぶだからってことかな」

「そうだろう。完全に喧けん嘩か売ってるって、エロマンガ先生がマジギレしてた」

「この雑誌にも、エロマンガ先生、なぜか対たい抗こうするようにイラスト載のせてるし」

「それな」

『漫画版って、センターカラートビラを描くの、当然オレだよね！』

『へえ！　新しん連れん載さい第一話、雑誌の表紙になるんだっ！　よし、こっちもオレが描くぜ！』

『えっ？　もうアルミちゃんが描いちゃったのっ？　そんなの聞いてないんだけどっ！　オレが描きたいんだけどっ！』

　こいつ、すげえ冗じよう談だんを言うなあ……とか思っていたら。

　本当に描いてきちゃったのである。

　もちろんこの状じよう況きよう下かで、エロマンガ先生のイラストを漫画の表紙になどできるわけもなく、もったいないので『寄き稿こう』という形で掲載されているのであった。

『バーカ！　なんで原作イラストレーターが、「オレ様の漫画」の表紙を描くんだよ！　バーカバーカ！』

『だってっ！　だってっ！　「私のキャラ」なのに……！　ううぅぅぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！　表紙描くのぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　描くったら描くのぉっ！』

『原作者！　なんとか言ってやって！　このバカ妹に、なんとか言ってやって！』

　そんな騒そう々ぞうしい一ひと幕まくが、毎回のように繰くり返されていた。

「それだけ、『自分の作品』だと思ってくれているなんて──原作者としては、幸せだよねえ」

「ああ、そうだな」

　俺おれは、本心を表情に乗せて、笑みを浮うかべる。

　最高の漫画ができたのは、二人のエロマンガ先生のおかげだった。

　たかさご書店から出たあと、買い物を済すませた俺は、両手にスーパーの袋ふくろを提さげ、帰き途とを急いでいた。

「うぅ～、寒っ」

　身体からだをぶるりと震ふるわせる。

　ここにきて、関東地方も、本ほん格かく的てきに冷え込こんできた。

　町を歩けば、電でん飾しよくで彩いろどられたツリーや、ケーキの広告などが、ちらほらと目に入る。

　駅前の店てん舗ぽからは、クリスマスソングが漏もれ聞こえてきて……手を繫つないだ親子が、プレゼントはアレがいい、コレがいい、などと楽しそうに話していた。

「……もうそんな時期か」

　ふぅっ、と、白い息を吐はき出した。

「この数か月……色々あったなぁ」

　九月には、新作の発売日があった。

　そのすぐあと、エロマンガ先生グレートに、勝負を挑いどまれた。

　エロマンガ先生は、グレートとの『マスク剝はぎデスマッチ』に見事勝利し──その結果、俺おれたちの新作は大きな話題となる。

　そして、デビュー以来、初の大だい重じゆう版はん！

「ははっ……びっくりしたなぁ」

　あれからも売り切れと重版を繰くり返し──いまや俺たちの新作は、発売から三か月で、なんと六刷ずりとなっていた──って、こんな言い方をしても、ピンと来ない人の方が多いかな。

　とにかく、めちゃくちゃ調子よく売れているらしいってこと。

　めでたい。

　九月の下げ旬じゆんには、初めてのメディアミックス・漫画化コミカライズが決まった。そのあと作画を誰だれに頼たのむかで少々揉もめたものの……今日、漫まん画が版ばん第一話が、雑ざつ誌しに掲けい載さいされた。

　そして、原作小説の第二巻かんが発売！

「めでたいことは、続くもんだ」

　にひひ、と、笑顔で、冬の晴れ空を見上げる。

　そう。

　漫画版と原作小説の発売日──だけじゃなく。

　もっともっとめでたいことが、もうひとつある。

　今日、十二月十日は………………紗さ霧ぎりの、誕たん生じよう日びだった。

　──妹の、誕生日なのである。

「よしっ、急ぐか……！」

　俺は、勢いきおいよく駆かけ出した。

　親父と母さんがいなくなって……あいつと二人きりの家族になって……

『開かずの間』がひらいてから、初めて迎むかえる『妹の誕たん生じよう日び』。

　全力をもって、お祝いしなくちゃいけない！　この俺おれがいるかぎり、断だんじて寂さびしい誕生日など過すごさせてやるものか！

　そう！　サプライズ・パーティだっ！

　──と、意い気き込ごんだはいいものの、このプランにはちょっとした問題がある。

　紗さ霧ぎりが、引きこもりだってことだ。

　必然的に、パーティ会場は『開かずの間』となる。

　飾かざりつけなどできない。

　そして引きこもりとはいえ、俺が学校に行っていなくなれば、紗霧は家の中で自由に行動するだろう。一階にも降おりてくるし、冷れい蔵ぞう庫こだって開ける。

　ようするに──事じ前ぜん準じゆん備びが、ほとんどできないのである。

　サプライズパーティのためとはいえ、学校をサボるわけにもいかない。

　だから俺は、当日の放課後になってから、予よ約やく済ずみのケーキを受け取りに行って、パーティ料理の材料を買って──しかる後にこうして大荷物を抱かかえ、帰き路ろを走っているというわけなのだった。

「兄妹きようだい水入らずの誕生日会だっ！　紗霧！　お兄ちゃんいま帰るからね！」

　今年一番の冷え込みなのに、心も身体からだも熱かった。

「ただいま！」

　ばんっ！　俺は、勢いきおいよく玄げん関かんへと飛び込んでいく。

　──おかえりなさい、兄さん。

　そんな展てん開かいを、期待していなかったといえば噓うそになる。

　前回、第一巻かん発売日のときは、紗霧が、玄関まで下りてきてくれたのだから。

「……今回は、そういうのなし、と」

　べ、別に落ち込んじゃいないけどね！

　俺は、買い込んできた食料品を冷蔵庫にしまい、それから、リビングに装そう飾しよくを施ほどこし始めた。

「まずは定番だけどコレだよな！」

　ハサミで折り紙を細く切って、リングを作り──それを部屋のあちこちに、取り付けていく。

「ふんふんふんふん～♪　誕生日♪　楽しい楽しいお誕生日～♪　飾りつけして♪　（ハイハイッ）　おめかしをして♪　（ハイハイッ）　ケーキをや・い・てぇ～♡　（エ～イッ）　美味おいしいきんぴらごぼうを作りましょうね～♪」

　お袋ふくろ直じき伝でん『お誕生日の歌』を歌いながら、うきうきと作業をしていたのである。

　そこに、

「………………あのさぁ……あんた、なにやってんの？」

　冷静なツッコミが響ひびいた。

「んなっ──!?」

　飛び上がりそうなくらい驚おどろいた。慌あわてて振ふり返ると、

「え、エルフ!?」

　そこにいたのは、あきれ顔で立ち尽つくすロリータ少女──エルフであった。

「お、おまっ……いつから！　また勝手に入って来やがって……！」

「フッ、すでにこの家の一階は、わたしの領域テリトリーよ。……まぁ、とはいえ、今日ばかりはインターホンを鳴らすべきだったわね。……隣りん人じんの変な姿すがたを、目もく撃げきしちゃったし」

「うっ……」

　確たしかに、いまの俺おれは、客観的に見て恥はずかしかったかもしれない。

「ぽわわ～んって、電波ソングを口ずさみながら浮うかれちゃってまぁ。いまのあんた、深夜の萌もえアニメに出てくる、天てん然ねん系けい美少女みたいだったわよ」

「嫌いやなたとえだな！」

　具体的な美少女キャラが、何人か思い浮かんじゃったじゃないか！

「いま歌ってたのって、きんぴらごぼうのテーマ？」

「違ちがう！　和泉いずみ家一いつ子し相そう伝でん『お誕たん生じよう日びの歌』だ！」

「あ、そう」

　エルフは、はぁ、と溜ため息いきをひとつ吐ついてから、改めて問うた。

「で……あんた、なにやってんの？」

「見てわかんねぇか？　お誕生日会の飾かざりつけだよ」

「いや、それはわかるし……今日がエロマンガ先生の誕生日だってのも、知ってるけどね？」

　あれ？　こいつに紗さ霧ぎりの誕生日なんて、教えたっけな？

　エルフは、脳のう天てんにクエスチョンマークを浮かべ、首を傾かたむけた。

「どうせパーティ会場は、あの娘この部屋でしょ？　引きこもりなんだからさ。──なんだってまた、リビングに飾りつけしてるわけ？」

「お誕生日会だからだよ」

　俺は真顔で繰くり返した。

「妹が、十三歳さいになる、おめでたい日なんだぜ？　家中、キレーに飾りつけるのが、当たり前だろう？」

「なるほど自じ己こ満まんね」

「簡かん潔けつにまとめないでくんない!?」

「勘かん違ちがいしないで頂ちよう戴だい、あんたの妹への信しん仰こうを貶おとしめたつもりはないわ。ある意味、すべての宗しゆう教きようは、自己満なのだから」

「俺の妹想いな行動を、宗教っていうのやめろ！」

「宗しゆう教きようよ宗教──教きよう義ぎは妹いもうと萌もえ。数多ある妹教の一派は閥ばつの教きよう祖そ・それがいまのあんたよ。最近信者が増ふえてきてよかったわね」

　エルフは、バッグから、和泉いずみマサムネの新しん刊かん『世界で一番可愛かわいい妹』二巻かんを取り出して、俺おれに見せた。

「これ、さっそく駅前の本屋で買ってきたわ」

　表紙には『恋こいする妹』が描えがかれている。エロマンガ先生が、『エロマンガ光線』を使用して、描かいたものだ。

「ネットではよく『オーラのある表紙』なんて表ひよう現げんが使われるけれど、これこそまさにって感じね！　妹萌えの素そ養ようのあるなしにかかわらず、誰だれが見ても問答無用ですさまじくかわいい表紙よ！　表紙に一ひと目め惚ぼれをして手に取る読者も、万単位で出てくるでしょう。……言っておくけど、コレ、誇こ張ちようでもなんでもないからね？」

「お、おう……」

　確たしかに、チラッと見ただけでドキドキしてしまう──素す晴ばらしい妹イラストではあるが。

　エルフが、そこまで言い切るほどか。さすがだぜ……エロマンガ先生。

「くふふ……あんたの書いた中身が、表紙に負けていないといいわね？」

「うっ……痛いたいところを衝つきやがって」

　二巻で俺が一番心配しているのが、それなんだよな──和泉マサムネの書く小説が、イラストと釣つり合っていない、とか、言われるかもしれない。

　あまりにも素晴らしい絵を描いてもらったからこその、ぜいたくな悩なやみであった。

「絶ぜつ対たい、文章と表紙とを比ひ較かくされて、ネットでブッ叩たたかれるわよ！　わたしみたいに！」

「……なんで超ちよう嬉うれしそうなんだよ」

「さあ！　和泉マサムネよ！　あんたも新作売れてきたことだし、文章叩き記事をアフィブログどもに拡かく散さんされて、歯をギリギリするがいいわ！　それで初めて、真のラノベ作家として、わたしの隣となりに並び立つことができるのよ！」

　こっちにおいで！　早くこっちにおいで！

　狂きよう気きをはらんだ笑顔で手て招まねきをする山やま田だエルフ大先生。

「嫌いやだあ！　俺、絶対ネットなんか見ない！　見ないったら見ない！」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ネットを見なくても、きっと周りが気を遣つかって、逐ちく一いち教えてくれるわ。──最近、ネットで流れている『自分のえろい噂うわさ』を知りつつあるムラマサちゃんみたいに」

「犯はん人にんは主におまえじゃん！　いい加か減げん、ムラマサ先せん輩ぱいに、ツイッターの画面を見せるのやめてあげろよ！　かわいそうだろ！」

　ともあれ。エルフの言うとおり、作品に人気が出てきたということは、良くも悪くも、色々なところで語られるようになってくる──ということでもある。

　いままでの作家生活では、なかったことだ。

　コミカライズのように……いままでとは違ちがう出来事が、これからたくさん起こるだろう。

「なにが起ころうとも、やることは変わらないよ」

「へえ？」

　挑ちよう発はつするように笑うエルフ。俺おれは、彼女が持っている『世界妹セカイモ』を指さして、

「その二巻も、いまの俺が書ける最さい高こう傑けつ作さくにしたつもりだ。これでダメなら、しょうがない」

　以前も言ったかもしれないが……小説をいったん書き上げてから、数週間～数か月という時間をかけて『修しゆう正せい作さ業ぎよう』というものを行う。

　担たん当とう編へん集しゆう、そして自分自身が、納なつ得とくするまで何度でもボツにし、面おも白しろくなるよう、ギリギリまで直しを加えていく。アマチュア時代には、なかった工こう程ていで、とにかくキツい。非ひ常じようにキツいし、上手うまくいかないと、編集部を滅ほろぼしたい闇やみの衝しよう動どうに駆かられたりもする。

　三年経たっても、ちっとも慣なれない苦行である。

　それでも必ずやらなきゃならない。

『これでダメならしょうがない』──この台詞せりふを、本心から言うためだ。

　覚かく悟ごを決めるためだ。覚悟さえ決まっていれば、どんなに落ち込むことになろうとも、超ちよう悔くやしいって泣いたあとで、立ち上がることができるだろう。這はいずってでも、前に進むことができるはずだ。──痛いたくないわけじゃないけどね！

「そう」

　エルフは、俺の気持ちを余あまさず察したらしい。

「じゃあ、楽しみに読ませてもらうわね──和泉いずみ先生♡」

　彼女は、満足そうに、俺の新しん刊かんを胸に抱だいた。

「いい覚悟を見せてもらったお礼に、ひとつ忠ちゆう告こくしてあげるわ。マサムネ、悠ゆう長ちように飾かざりつけをしている場合じゃないんじゃない？」

「ん？　なに？　どういうこと？」

「どうしてわたしが、エロマンガ先生の誕たん生じよう日びを、知ってたと思う？」

　エルフは天てん井じようを指さした。

「今日、お昼ごろからずっと、動画サイトで『エロマンガ先生のお誕生日会生放送』やってるわよ」

「────」

　俺は、一いつ瞬しゆん、固まって──

「マジかよ!?」

　慌あわててリビングを飛び出した。

「噓うそだろ!?　俺が一いつ生しよう懸けん命めい準じゆん備びをしてたら、もうすでに誕生日会が始まってたとかっ！　いったいなんの冗じよう談だんだエロマンガ先生ェ──!?」

　だんだんだんだんだんっ！

　俺おれは、階かい段だんを駆かけ上──ろうとして、踏ふみとどまった。

「っと……配信中なら、邪じや魔まするわけにもいかないか」

『開かずの間』に向かうのはやめて、追ってきたエルフとともに自室へと入る。

　パソコンを起動し、ブラウザで動画サイトを開く。

　すると──

『エロマンガ先生！　誕たん生じよう日びおめでとう！』

　　　　　　『おめー』『おめでとう！』『何歳さいになったの？』

　　　『おめでとうございます！』『いつも見てますー』『大好きです！』

　祝福の言葉コメントが、乱らん舞ぶしていた。

　どうやらこの『お誕生日会』は、紗さ霧ぎりの誕生日を知っていたアルミが企き画かくし、エロマンガ先生に持ち掛かけたものらしい。

　アルミをはじめとした色んなイラストレーターが、プレゼントイラストを寄き稿こうしたり、エロマンガ先生が自分でイラストを描かいて、視し聴ちよう者しやとお喋しやべりをしたり──

　楽しそうに、誕生日を過すごしていた。

「はっ…………なぁんだ」

　俺は、生放送を視聴していて……心の底から安あん堵どした。

「あいつ……誕生日を祝ってくれる人、たくさんいるんじゃないか」

　兄妹きようだい水入らずのパーティなんて、できるわけなかったな。

　俺の妹は、こんなにも──人気者なのだから。

　引きこもりでも、学校に行っていなくても、直ちよく接せつ顔を合わせると、上手うまく喋しやべれなくなっちゃうやつでも……こんなにも、幸せな誕生日を迎むかえることができるのだ。

　誇ほこらしかったよ。……ちょっぴり嫉しつ妬とした。

「最近動画ランキングも回かい復ふくしてきたみたいだし、『みんな大好きエロマンガ先生』は、健けん在ざいってところね」

　慰なぐさめるように、俺の肩かたに手が置かれた。

　エルフは、かわいい顔を、ずいっと近づけて、

「エロマンガ先生は、同業者とファンたちにお祝いしてもらってるみたいだから、さ。……ふふっ、マサムネ！　あんたはわたしと、エロマンガフラッシュしましょう！」

「エロマンガフラッシュは、エロ行こう為いの隠いん語ごじゃねえよ！」

　まったく！　誰だれだ！　最初に言ったやつは！

「ちなみに詳くわしく知らないんだけど、実じつ際さい、どんな行為をしたの？」

『エロマンガ光線』習得のために、だ。

「……その……えと……だ、だっこ？」

「えっ、それだけ？」

　あえてソフトに表ひよう現げんしてみました。

「ほ、他になにがあるんだ？」

「だって、わたしが目もく撃げきした秘ひ密みつ特とつ訓くんは…………なるほど、未み完かん成せい版ばんってそういうこと？」

「なに？」

　ひとりで納なつ得とくしないでくんねえかな？

　エルフって察しがよすぎて、そういうとこあるよな。

「アルミちゃん情報によると、『エロマンガ光線』って、もっとすごい行こう為いをしないと完成しないらしいのよ」

「そういえば、紗さ霧ぎりもそんなことを言っていたような……」

　アレよりも、もっとすごい行為……ゴクリ。

「アルミちゃんに『すごい行為ってなに？』って聞いたんだけど、恥はずかしがっちゃって教えてくれなかったのよね。どうも、あの娘こもやったことがないっぽい」

「そこはちゃんと聞き出しておけよ！　気になるだろ！　『真エロマンガ光線』とは、いったいどんなエロエロ行為なんだよ！」

「オーケイ、マサムネ、ちょっと前の自分の発言を思い出してみましょうか？」

　ハッ！　興こう奮ふんのあまり、つい……。

「これがラブコメだったら、今後の楽しい伏ふく線せんなんだろうけど、これ現げん実じつだからね？　ラノベじゃないからね？　残念ながら、『真エロマンガ光線』が、あんたに炸さく裂れつすることはないのよ？」

「わかってるよ！」

　いちいち何度も念ねんを押おしやがって……！

「はぁ～、まったくもう…………………………よし、誕たん生じよう日び会かいの準じゆん備びしよ」

　俺おれは、よっこらしょ、と、立ち上がった。

「エロマンガ先生、もう、みんなにお祝いしてもらってるみたいだけど？」

　エルフが、わかり切った質しつ問もんをしてくる。

「『ネットのみんな』は、ケーキもご飯も出せないだろ？」

「きんぴらごぼうもね？」

「そう、きんぴらごぼうもだ」

　一いち番ばん槍やりは、『ネットのみんな』に譲ゆずったが……家族にしか用意できないものもある。

　きっと、たくさんある。

「兄あに貴きは、それをやるんだよ」

「そ」

　エルフは、満足そうにニヒヒと笑って、

「はい、これ」

　バッグから、綺き麗れいに包ほう装そうされた箱を取り出した。

「これは？」

「わたしからの誕たん生じよう日びプレゼント。あんたから──渡わたしておいて」

　友達からの……誕生日プレゼント。

　これもまた、ファンからの祝福と同様……兄あに貴きには、用意できないものだった。

　それからしばらく、誕生日会の準じゆん備びをして過すごした。リビングのみならず、『開かずの間』の扉とびらにも、装そう飾しよくを施ほどこす。『お誕生日おめでとう』のメッセージボードも用意した。

「よく考えてみると、家中を飾かざり付けるのは、悪くない考えかもしれないわね」

　エルフは、特に手伝うこともなく、俺おれの準備を眺ながめている。

「わたしだったら、『心をこめて、お祝いしてもらってる』って気になるもの」

「そう思う？　押おしつけがましくないかな？」

「あの娘こなら、大丈夫でしょ」

　普ふ段だんのエルフは、料理等々、自らの女子力をやけに披ひ露ろうしたがるやつなのだが、今日は俺に任まかせっきりだ。プレゼントを持ってきてくれたものの、パーティに参加する気もないらしい。

　……そっちの方がいい、と、判はん断だんし、気を遣つかっているのだろう。

「わたしの誕生日も、同じくらい祝って頂ちよう戴だい」

　そうして──

　夜になって、いま、俺は、『開かずの間』の中で、妹と向き合っていた。

　テーブルの上には、俺の手作り料理とケーキが並ならんでいる。

『エロマンガ先生』の誕生日会は、もうすでに終わってしまったが……

　改めて、『紗さ霧ぎり』の誕生日会をやっているのだ。

　そういうことにした。

「──それでねっ？　私の放送を見て、絵を描かき始めたってひとが……いて。そのひとが……今日、私の誕生日に、絵を描いてくれたのっ。描きはじめて一年くらいで、すっごくうまくなってて……びっくりしちゃった。きっと、たくさん練習したんだろうなあ……って。私が生放送をしていたから、いま、この絵があるんだなあって……なんだか、不思議で……。思ったより、私、すごいことをしてたのかもって……へへ」

「そっか」

　そうだろう？　すごくないことなんてないんだよ。

　世界を愛する誰だれかさんなら、きっと、そう言って笑うだろう。

「あと、アルミちゃんが、『世界妹セカイモ』の新キャラを描いてくれたんだけどっ。なんか、独どく自じ解かい釈しやくでデザイン変えてて……でもみんなには好こう評ひようで……ちょっとむかっとした」

「俺おれも見たけど、アレはアレでいい味出してると思うけどなあ」

「私もそう思うからむかつくのっ。むぅぅ……兄さんはわかってないっ」

「あ、そういうことか──悪い悪い。もちろん、おまえが描かいたやつの方が、好きだぞ」

「ふんっ……そういうフォローはいらないもん」

「別にフォローで言ったわけじゃないって。本心だよ」

「もういいっ。あとね、あとね──」

　紗さ霧ぎりはずっと、今日あったことを、夢む中ちゆうになって話していた。

　みんなから、どんなふうに誕生日を祝ってもらったか……笑ったり、怒おこったり、驚おどろいたり──ころころと表情を変えながら、話してくれた。

「………………………………」

　俺の夢が、またひとつ叶った。

「もうっ、ちゃんと聞いてるのっ？　……って、兄さん？　………………泣いてる？」

　俺は、笑って、そでで目元をぬぐう。ごまかすように言った。

「おまえが、すねるから、哀かなしくなっちゃったんだよ」

　こんなふうに、家族と食しよく卓たくを囲むのは──いつぶりだろう？

　一いつ緒しよにわたあめを食べたときも、やばかったが……今日は、だめだ。がまんできなかった。

　ごはんを作って、一緒に食べて、なんでもないお喋しやべりをして、ときには喧けん嘩かになったりして。

　たったそれだけのことが、こんなにも、かけがえのないことだったなんて。

　失うまでは、知らなかった。

　家族って、いいよな。本当に……いてくれるだけで幸せで……いなくなったら、さみしい。

「……ご、ごめんね……あの……べつに……」

「ばか。冗じよう談だんだ」

　くしゃ、と妹の頭をなでてやる。

「えっ？　えっ？」

　すると紗霧は、ぱちくりとまばたきをして、赤くなる。

「俺も、今日、色々あったんだ」

　俺は、スマホを取り出して、紗霧にとある画が像ぞうを見せた。

「おまえに見せてやろうと思って、撮とらせてもらったんだけどさ。本屋さんの友達が、ラノベ売り場に『世界で一番可愛かわいい妹』のコーナーを、作ってくれたんだ。コミカライズも始まって、勢いきおいあるし、読んで面おも白しろかったから──って」

「……へぇ……」

　写メでは、エプロン姿すがたの智とも恵えが、ラノベ売り場でピースサインをしている。

「こいつ、智恵ってんだけど、ムラマサ先せん輩ぱいのファンだからさ。ずっと俺おれの小説に対しては、厳きびしい評ひよう価かだったんだ。頼たのんだって、オススメコーナーには置いてくれなかった。それなのに今回は、あの智恵が『面おも白しろかった』って！　ハハ！　思わずガッツポーズしちゃったよ！」

　厳しい評価を、実力でひっくり返すのは、とてもいい。素す晴ばらしい。

　エルフ先生なら、ざまあ！　まいったか！　と全力で勝ち誇ほこるところだろう。

　俺の場合、そこまでは言わないけど、やっぱ嬉うれしいよな。

「この本屋さん……おっぱいおっきい。……どんな関係？」

「同じクラスの友達だって！　他に何があるんだよ！」

「ふぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん」

「え、えっと！　あとな──」

　次ついで、俺は、『紗さ霧ぎりの友達』から預あずかった誕たん生じよう日びプレゼントを、渡わたしていく。

「これは、エルフから」

「────」

『慌あわてて話を変えやがったな』とばかりの白い目で兄を見ていた紗霧が、目を見開いた。

「……どした？　固まっちゃって」

「……あの……えと……予想、してなかったから」

「？」

「……友達……から……プレゼント」

「ああ」

　友達からプレゼントをもらえるなんて、予想していなかった。びっくりした。

　自分は引きこもりで──部屋からいっさい出ないのに……。

　俺の翻ほん訳やくも、なかなか手て慣なれてきたと思うのだが、どうだろうか。

「……どんな顔していいか……こまる」

　紗霧は、ぎゅ、と縮ちぢこまって、うつむいてしまう。

「自然でいいんじゃないか？　──ほら、開けてみな？」

「う、うん」

　しゅる、と、紗霧は、綺き麗れいに包ほう装そうされた小さな箱を、開いていく。

　中から出てきたのは、カラフルなクレヨンだ。エルフの小説『爆ばく炎えんのダークエルフ』のヒロインたちが描えがかれた、キャラグッズだった。

「わぁ」

「あるよな～、こういうよくわからんキャラグッズ！」

　自じ著ちよのグッズをプレゼントにするとは……いい度ど胸きようしてやがるなあいつ。

　まぁ、でも、さすがというべきか……いいチョイスじゃないか？

「紗さ霧ぎり、お絵かき道具、好きだもんな」

「うん、好き……。大事に使う」

　紗霧は、ぎゅ、と愛しそうにクレヨンを抱だきしめていた。

　よかった……！　ちゃんと喜んでくれているみたいだぞ、エルフ！　羨うらやましいぜ！

「まだあるぞ──これは、めぐみから」

「めぐみちゃんから？」

「そうそう、あいつ、生放送中に来たから、おまえとは会わせられなかったんだけど……また明日来るってさ。『おめでとう』って言いに」

「そ、そっかっ。……なんでふたつあるの？」

　紗霧は、頭にクエスチョンマークを浮うかべて、二つのプレゼントを見み比くらべる。

　ひとつは、薄うすく包ほう装そうされていて、もうひとつは、正方形に近い形の箱である。

「こっちの薄いのは、クラスのみんなからだってさ」

　とかなんとか言っている間に、紗霧は包装を丁てい寧ねいに剝はがしていた。

　中から出てきたのは──

「………………うわ」

　いわゆる、寄よせ書きというやつだった。

『和泉いずみさん、お誕たん生じよう日びおめでとう』『三学期は学校にきてね』『きっとみんなと仲良くできると思うよ』『みんな待ってるね』────…………

「…………………………」

　ずーん、と、暗くなる紗霧。

　おい！　めぐみん！　ある意味、破は壊かい力りよく満点のプレゼントを持ってきやがったもんだな！

　学校行ってない子の気持ち、一番わかってねぇのがおまえだよ！

「ほ、ほら……気を取り直して、もうひとつの箱を開けてみたらどうだ？　めぐみ個こ人じんから──らしいぞ？」

「…………………………」

　紗霧は、ぐす、と涙なみだ目めのまま、『めぐみからのプレゼント』を開ける。

　こちらに入っていたのは、小さな……

「……うさぎの……ぬいぐるみ」

　紗霧の、ストライクゾーンど真ん中のプレゼントであった。

「……かわいい」

　ほら、機き嫌げんが直った。

「うーん、なんでめぐみが、紗霧の好みを知ってるんだ？」

「……たぶん……私の部屋に入ったときに……色々見て、察したんだと思う……」

　他に考えられないよな。

　──友達になるコツって、相手のことをよく知るのが大切なんです。

　前せん言げん撤てつ回かい、すげえなめぐみん。友達五〇〇人いるってだけのことはある。

　しまったな。

　エルフもめぐみも、首しゆ尾びよく紗さ霧ぎりを喜ばせてくれちゃってさ。

　こんなことなら────……………………最初に渡わたしときゃ、よかった。

「……兄さん？」

「あ、うん、えっと」

　俺おれは、〝あるもの〟を後ろ手に隠かくしたまま、必死に気の利きいた言葉を選んでいたのだが。

　ダメだ……思いつかない！

「紗霧──これ、俺からっ」

　えいやとばかりに、プレゼントを差し出した。

　緊きん張ちようのあまり、まともに顔が見られない。紗霧は、それを受け取ってくれたらしく、俺の手からプレゼントの感かん触しよくが消える。次ついで、しゅるると包ほう装そうをはがす音。

「……………………」

「兄さん……これ、なに？」

　俺は、ようやく紗霧に視し線せんを戻もどして、指で頰ほおをかく。

「……〝どてら〟だよ」

「…………初めて見た。わたが入ってて……ふわふわしてる」

「そ、そか。寒い日にな、部屋着の上から羽は織おるんだ。……風邪かぜとか……引かないように……。昔、お袋ふくろが、この季き節せつになるとよく作ってくれて……俺は作れないから……買ったんだけど……あの……見た目ダサくて、ごめん」

「……こう？」

　ふわっ、と、紗霧がどてらを羽織る。

「──────」

「……どう……かな。もさっとしてる？」

「いや……似に合あうぞ。そう言われて、嬉うれしいかどうかしらんけど」

　妹に、寒い思いをさせたくない一心で、中なか綿わた多め、機き能のう重じゆう視しのものを選んでしまったのだ。

　小さな紗霧が、俺の選んだどてらを羽織ると、なんというか……こんもり、としてしまう。

　太った子こ猫ねこ……みたいな。

　いや、かわいいんだぞ？　めちゃくちゃ小動物的でかわいいんだけど！

　お世せ辞じにも洗せん練れんされたデザインとは、言えない。

　果たして、喜んでくれるかどうか。

「あったかい」

　どてらを羽は織おった紗さ霧ぎりは、ふんわりと微笑ほほえんだ。
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「…………嬉うれしい、すごく」

「十三歳さいの誕生日、おめでとう、紗霧」

「……ん。……和泉いずみ先生も……新しん刊かん発売、おめでとう」

「ああ。あのさ、新刊も、漫まん画が版ばんも、おまえがたくさんがんばってくれたおかげで、発売することができた」

「……ん……別に……たいしたことは……してない……初めてのことばかりで……アルミちゃんとか、和泉先生とか……めいわく……かけちゃったし」

「はは、確たしかに、色々暴ぼう走そうしちゃってたよな」

「……だって……あれは…………ふぁ」

「ともあれ、無事に発売日を迎むかえることができて、一区切りだ」

「………………う……ん………………」

「それでさ！　紗霧──…………紗霧？」

「………………」

　妹は、ふらふらと揺ゆれて──

　こてん、と、スイッチが切れたように倒たおれていく。

「お、おい……っと、と」

　なんとか倒れる前に、支ささえてやることができた。

　ふぅ、と息を吐はいて、

「……今回、ずーっと……がんばってたもんな。……一区切りして……気が抜ぬけちゃったのか」

　俺おれは、妹を起こさないよう、そっと抱だき上げる。

　軽い。こんなに小さく、軽い身体からだで……ずっと、一いつ生しよう懸けん命めい、仕事をしてくれていた。

　たくさんの人たちを感動させるような、絵を描かいていた。

　あんなにコミカライズを嫌いやがっていたのに……

　重度の引きこもりで、むちゃくちゃ人見知りなやつなのに……

　ちゃんとアルミと向き合って『真剣勝負』に取り組んでいた。

　姉あね弟で子しとはいえ、よく知らない人間と、直ちよく接せつ顔を会わせるだけでも、辛つらかっただろうにな。

　がっつり話し合って、意見をぶつけ合うなんて……

　どれだけ、心に負ふ担たんがかかったことか。

　床ゆかドンだけが、辛かろうじてできるコミュニケーションで、リアルじゃろくに人と喋しやべれない、あの妹が……よくぞここまでやり切ったものだ。

　それでも、決して回かい復ふくしたわけじゃないんだろう。

　だからこそ、労ねぎらいたい。

　彼女は、あくまで引きこもりのまま、自分の仕事を果たしたのだ。

「たく……すごいやつだよ、おまえは」

　俺おれは、疲つかれ果てて眠ねむっている妹を、ベッドに寝ねかせ、毛もう布ふをかけてやった。

　ぽん、ぽん、と、毛布を軽く叩たたいて、

「お疲つかれ様、エロマンガ先生」


　あとがき

　伏ふし見みつかさです。『エロマンガ先生』四巻かんを手に取っていただきまして、ありがとうございました。三巻のあとがきで『どの巻が一番面おも白しろかったか、よかったら教えてください』と書いたのですが、たくさんのお返事をいただきました。

　少しは偏かたよるかなと予想していたのですが、綺き麗れいに意見がわかれるという結果でした。

　四巻も、既き刊かんに負けないくらい、面白いお話だと感じていただければ嬉うれしいです。

　あくまで予定ではありますが、五巻では、『ラブコメの定番イベント』を書いていこうと思っています。ご期待ください。

　実は、あとがきを書くのが苦手です。コメディ作品のあとがきですから、なにか面白いことを書かなくちゃいけないのかな、とは思うのですが、これが非ひ常じように難むずかしい。

『面白いキャラクター』を書く仕事をしているけれども、私自身が面白いやつというわけではないんだなぁと、あとがきを書くたびに実感しております。

　面白いあとがきを書ける方々は、本当にすごい……！

　あとがきは、作者が読者に対して、自分の言葉を届とどけることができる貴き重ちような機会です。

　面白いことは書けませんが、せめて今回も、みなさんへの感かん謝しやを伝えさせてください。

　この本を読んでくださって、ありがとうございました。

二〇一五年一月　伏見つかさ
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伏ふし見みつかさ

写真は、読者からいただいたムラマサのイラストです。ついにこの子のイラストまで！　ありがとうございます！
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イラスト／かんざきひろ

イラストレーター兼アニメーター。１９７８年生まれ。本業の傍ら、海外でレコードをリリースするなど音楽活動もこなす何でも屋状態の変な緑色の生物。


本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。

電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。

ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「伏見つかさ先生」係

「かんざきひろ先生」係

本書は書き下ろしです。
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